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かっ‐さい【喝采】




　声を上げて褒めそやすこと。また、その声。

「─を博する」「拍手─する」





デジタル大辞泉（SHOGAKUKAN Inc.1995 1998 2012）より一部抜粋　　
























──とあるスマートフォンの文章履歴より、一部抜粋。




【折おり原はら臨いざ也や？

　あいつに会いたいって？

　いや、確かにあいつの事は良く知っているけれど、居場所までは知らないな。

　ついこの前まで生きてるか死んでるかも解わからなかったけど、どうもピンピンしてるらしい。

　車椅子？

　ああ、確かに最後に見かけた時に大おお怪け我がはしてたからな……。

　なんであいつに会いたいんだ？




（中略）




　臨いざ也やが事件を解決した？

　日本のあちこちでいくつもの事件を？

　なんの話か良く解わからないが、そのいくつかの事件の黒幕こそが臨いざ也やなんじゃないのか？




　折おり原はら臨いざ也やという男は、名探偵というわけじゃない。

　寧むしろ、その全く逆の存在だ。




　犯人という意味じゃない。

　あいつは、確かに何かの事件が起こった時に、条件が揃そろえばそれを解決するだけの力はある。

　それが殺人事件だろうと窃せつ盗とうだろうと、奴やつの元に情報が集まればな。

　実際、過去にいくつかの刑事事件で犯人逮捕に協力した事もあるそうだ。

　学生の頃はよく補導もされてたという話だが……その時に何かしらのコネを作ったのかもしれないな。実際の所、あいつは街で何か大きな事件が起こると、大抵のケースで最後は犯人にまで辿たどり着いて、場合によっては直接接触していたな。

　ああ、確かに、犯人を探し出して、事件の真相を引き出す能力は大したものだと思う。

　だけどな、ハードボイルド小説や本格ミステリに出てくる名探偵とは程遠いんだよ。

　大した能力だとは言ったが、あれは知力というよりも、形を変えた暴力だな。

　まず、あいつは推理をしない。論理的に物事を整理しないんだ。

　更に言うなら、倫理観もない。

　臨いざ也やは自分の興味の為ためなら犯罪にも簡単に手を染めるだろうし、場合によっては殺人犯が逃亡する手助けをする事もあるだろうよ。

　ああ、そういう意味じゃ、犯人って答えは合ってたかもな。




　あいつは自分の目の前で起こった事を、大抵の事は躊躇ためらい無く受け入れるんだ。

　目と鼻の先で実の家族が撃ち殺されようが、臨いざ也やはその殺人犯に対して笑顔で語りかける。

　──『今、どんな気分だい？』ってな。

　まるで、昔からの親友みたいな調子でだ。

　ああ、今のは喩たとえ話だ。実際にあいつの家族はまだ元気だよ。この先の保証はできないが。

　とにかく、そのぐらい外げ道どうって事だ。

　だから、折おり原はら臨いざ也やは倫理的に褒められるような行動はしないし、論理的な推理もしない。

　目の前で起こった事を淡々と受け入れて、さも『全部自分の予想通りだ』って顔をする。

　これは、相手にしては苛いらだちを覚えると同時に恐怖でもあるだろう。

　だから、あいつは事件を解決する名探偵なんかじゃない。

　犯人や被害者を追い詰める道どう化け師しだ。

　相手を祝福しながら追い詰める。恨みも怒りも無いのに、ただ、自分の楽しみの為ために追い詰めて追い詰めて……そのまま相手が崖から落ちたのを観みて笑う嫌なピエロだ。

　なんでピエロかって？

　夜中、自分の部屋の前にピエロが無言で立ってるのを想像してみろ。

　心が引きつるだろう？　そういう追い詰め方をする奴やつなんだよ。

　肝の据わった奴やつなら怖おそれずにそのピエロを殴りつけるんだろうが……その痛みすら、折おり原はら臨いざ也やって奴やつは受け入れるんだ。

　それで、自分は全てを見通してたって顔をする。

　全部解わかってたって顔をするんだ。

　覚えておいた方がいい。

　もしも、お前が奴やつの傍そばで何か事件を起こすつもりなら、尚なお更さらな。

　あいつはお前の全てを暴あばくかもしれない。だが、それはアイツが名探偵だからじゃあない。

　それは、折おり原はら臨いざ也やが悪人だからだ。

　手段を選ばずに、お前の内面を乱暴に暴いただけだ。

　正直、オススメはできないぞ？　まあ、元々事件を起こすこと自体感心しないけどな。




　折おり原はら臨いざ也やは名探偵じゃない。

　あいつはどこまでも強気なピエロで、関わった奴やつをみんな沼に引きずり込む疫やく病びよう神がみだ。




　私も同居人も、昔かなり嫌な目にあったからな。

　同居人の方は中学高校と同級生だった友達なんだが、そんなのはお構い無しだった。

　いい意味でも悪い意味でも、あいつは人間を区別しない。

　それだけは覚えておいた方がいい】
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　生ぬるい湿気の中に僅わずかな夏の残ざん滓しを残す10月上旬。

　プロ野球もシーズン終盤に入り、各球場には試合ごとに人の熱気が溢あふれかえっている。

　皮肉な事に、その熱気が、とあるスタジアムで起こった事件の始まりを覆い隠していた。

　あるいは、地下倉庫の血ち溜だまりの中に置かれた、死体の肌の生ぬるさを。







　某県の外れにある野球場『サマータイル』──正式名称『夏なつ瓦がわら球場』は、まだ完成してから５年しか経たっていない新造のスタジアムである。

　自動開閉式の屋根に、立ち見席を含めて四万人を収容できる大規模な球場だ。

　プロ野球チーム『夏なつ瓦がわらサーペンツ毒蛇軍』の球団会社によって直接経営されている球場であり、最新型のオーロラビジョンひとつをとっても、その広告収入だけで相当な額の金額が動いている事が予想される娯楽商業施設である。

　この日、ダブルヘッダーで試合が行われており、一試合目の最後に二打席連続ホームランを打ち放ったサーペンツ主砲、棟むな象かた寒かん四し郎ろうが二試合目でどのような活躍をするかに注目が集まっている。

　棟むな象かたのホームラン王争いに加え、チーム自体がリーグの優勝争いに絡からんでいるという事もあり、スタジアムには三万人を超える観客が詰めかけて異様な熱気を生み出していた。

　二試合目のナイターゲームが間も無く始まろうとしている中、事件は起こる。




「なんだこれは……」

　スタジアムの警備責任者である不ふ藤どう道みち秋あきは、地下にある倉庫の中で立ち尽くしていた。

　最初は、迷い込んだ酔っ払いが寝ているのかと思ったが、ライトを向けた瞬間に赤い血ち溜だまりが光を反射し、ほぼ同時に鼻び腔こうを突いた鉄てつ錆さびのような臭いが彼に現実を突きつける。

「……」

　死体。

　脈をとるまでもなく、それが既に命の火を失っている事は理解できた。

　背中の中心に深々と刺さったナイフ。

　うつぶせに倒れたその死体の背広はズタズタになっており、全体に広がった血の染しみは、背中から何度も何度も執しつ拗ように刺されたであろう事を想像させた。

　不ふ藤どうの頭の中にまず過よぎったのは、当然ながら警察や救急への通報である。

　だが、野球選手達がスタジアムに姿を現したのだろうか──遠くから響く歓声が、彼の思考を引き留めた。

「まずは……連絡を……」

　40過ぎを迎える警備責任者の男は、公的機関への通報よりも上司への連絡を優先させる。

　自分一人の判断で抱え込むには、自分がここにいる経緯も含めて、あまりにも重すぎる状況だと気付いたからだ。




　現在、この数メートル上のグラウンドではプロ野球のナイトゲームが始まったばかりであり──優勝争いに絡からむ重要な一戦という事もあって、三万を優に超える観客が立ち見席にまでひしめいている状況である。

　実績ではなく球団経営者への媚こびとコネで警備責任者の座に着いた男は、三万を超える群衆の行動を自分の通報一つで覆くつがえす胆力を持ち合わせていなかった。

　無線で上司に報告をした不ふ藤どうは、まず『本当に死んでいるのか脈を確認しろ』と命じられる。

　死体になど触りたくもなかったが、万が一生きていた場合に見殺しにした男と思われるのは嫌だったので、身を震わせながらも『それ』に近づいて行った。

　それ以前に、その上司である男の不興を買いたくなかったという事も大きい。

　ピチャリ、と靴が血ち溜だまりに踏み込む感触に吐き気を覚えた。

　不ふ藤どうはこみ上げる胃液を必死で喉の奥に押し込みつつ、『それ』の首筋に手を触れる。

　体温というものは既に感じられず、気温と同じ生ぬるさとゴム革のように硬くなった弾力しか感じられなかった。

　脈はやはり無く、そこでようやく『それ』が死体であるという確証を得る。

　涙目になりながらこみ上げる胃液を吞のみ込んだ不ふ藤どうにとって、もはやそんな事にさほど意味があるとは考えられなかったのだが。




　血ち溜だまりの中にある死体が死体であるという結果を報告すると、その場で待機するよう指示され、死体と共にいなければならないという状況に身を強こわばらせる。

　死体から目を逸そらしつつ、その後の判断を上司任せにした不ふ藤どうは、そこでふと気が付いた。

　──待てよ。

　──もしかして、俺も容疑者の一人という事になるのか？

　──まずい……血を踏んだ靴……。

　──足跡は拭き取るとして、靴も処分した方がいいのか……？　いや、下手へたにそんな真ま似ねをすれば、それこそ俺が警察に犯人扱い────

　冗談ではないとばかりに、自分は犯人じゃないと思いかけた所で、さらに気付く。

　──犯……人？

　この死体が誰かに殺された他殺体である事は、素人しろうと目めにも明らかだ。

　つまり、殺人犯が、この部屋の中にいるかもしれない。

　そんな当たり前の可能性に思い至らなかったのは、死体を発見したという衝撃に包まれていたからだろうか。

　だが、今はもう気付いてしまった。

　不ふ藤どうは既に倉庫内の電気をつけているにもかかわらず、懐中電灯をブンブンと左右に振り、無意味な光を部屋の中に反射させる。

　しかし、倉庫内を幾ら見回しても、人の気配は感じられなかった。

　凶器は死体の背中に刺さったままであるが、犯人が予備の武器を持っている可能性はぬぐえない。

　そのまま慎重に部屋の中を見回していると、不ふ藤どうは死体の傍そばの棚に、何かが貼はり付けられている事に気が付いた。

　スチール製の棚に磁石で止められたその紙には、パソコンから印刷されたと思おぼしき文字で長文が書き綴つづられている。

「……？」

　何が書かれているのかと思い、死体を横目に見ながら恐る恐る近づいた瞬間、倉庫の扉が勢い良く開かれた。

「おあぁッ！」

　全身を硬直させて振り返ると、そこには不ふ藤どうの見知った顔が数名立っている。

　悲鳴を上げた不ふ藤どうを無視し、その中心にいた、まだ20代後半から30前後といった年頃の男が、部屋の中心に倒れる死体へと近づいて行く。

　そして、うつぶせとなった屍しかばねの横顔を見ながら固有名詞を呟つぶやいた。

「雨あま木ぎか……」

　死体が見知った部下の変わり果てた姿である事を確認し、僅わずかに眉を顰ひそめる男。

　だが、それだけだった。

　他になんの感情も見せず、淡々とした調子で死体の状況を観察する男。

　その双そう眸ぼうはまるで機械人形に嵌はめ込こまれたガラス玉のようで、命を失っている死体以上に人間味を感じさせないものだった。

　その男を見て、不ふ藤どうは安あん堵どと畏い怖ふの混じった声を呟つぶやき漏らす。

「た……瀧たき岡おか……支配人……」




　瀧たき岡おか劉りゆう生せい。

　球団運営会社の中でもトップと言える位置の役職に就き、このサマータイルスタジアム全体の管理を任されている男だ。

　まだ30に届くか届かないかといった年齢ながら、日本有数の複合企業体である夏なつ瓦がわらグループ内で頭角を現しており、その顔つきには全てを支配する貫かん禄ろくのようなものが備わっている。

　実際はこの球団会社内でも様々な肩書きを持っているのだが、周囲からは畏い怖ふをもって『支配人』と呼ばれる事が多い男だ。

　すると、その瀧たき岡おかの背中から一人の女が顔を出し、どこか楽しげに目を耀かがやかせながら物珍しげに死体を眺め始める。

「あら、本当に雨あま木ぎさんじゃない。死んでるの？　死んでるのよねえ？」

「珠たま江え、下がっていなさい」

　不ふ藤どうはその女がここにいるのを見て、いよいよこの殺人事件が大ごとになると予感した。

　瀧たき岡おか珠たま江えは劉りゆう生せいの妹であり、彼の秘書として働いている女性である。

　だが、不ふ藤どうはそんな彼女が球団会社内からチームの選手達に至るまで、あらゆる個人情報を収集している情報統括部の中心人物である事を知っていた。

　ある意味では、支配人の劉りゆう生せい以上に『敵に回してはいけない女』なのだが、自分から死体のあるような場に来た事に不ふ藤どうは違和感を通り越して危機感を覚え始める。

　これは、ただの殺人事件ではなさそうだと。

　そして実際、ただの殺人事件ではなくなる可能性については、不ふ藤どうにもいくつかの心当たりがあった。

「不ふ藤どう。お前がここに来たのは、『アレ』を取りに来たからか？」

　淡々とした支配人の言葉に、不ふ藤どうは我に返って勢い良く頷うなずいた。

「は、はい」

「そうか。それで、肝心の『アレ』は無事なのか？」

「あッ……」

　そう言われた不ふ藤どうは、慌てて倉庫の奥へと駆けていった。

　瀧たき岡おかは背後にいる数名の部下達に待機を命じた後、ゆっくりと倉庫内を睨ねめ回まわす。

「面白い事になったわねえ、兄さん。兄さんの『劇場』の中で殺人事件だなんて」

　クスクスと嗤わらう妹の声を聞き、瀧たき岡おかは肩を竦すくめながら答えた。

「事件にするかどうかは、私が決める。場合によってはお前にも動いて貰もらうぞ」

　そう言いながら、彼は棚に貼り付けてある紙に気付き、死体の血ち溜だまりを避けながら近づいて手を伸ばす。

　そして、そこに書いてあった文章を見て、軽く鼻を鳴らした。

「なるほど。面白い」

「面白い？」

　背後の部下の一人が眉を顰ひそめると、瀧たき岡おかは虫を踏み潰す子供のような笑みを浮かべて、紙に書かれていた事を要約した。

「どうやら我々は、脅迫されているらしい」

「脅迫……？」

「要求を吞のまなければ、今後、スタジアムでの試合中に人が死ぬそうだ。いつの試合かは明言されていないが、我々が死体を発見した事に犯人が気付いたならば、このゲーム中という事もあり得るな」

「なっ……」

　要求の内容について、瀧たき岡おかは敢あえて口にしない。

　そして、そんな瀧たき岡おかの態度を見て、部下達は押し黙ったように口を閉ざす。

　ただ、珠たま江えだけがクスクスと嗤わらいながら兄に尋ねる。

「これってプロの仕事？　それともたまたま『アレ』を知っちゃった素人しろうとさんの仕業？」

　彼女はそこで目を僅わずかに細め、妖よう艶えんな笑みと共に言葉の続きを口にした。

「それとも……私達の中に裏切り者がいるって事？」

「どれでも構わんさ。御丁寧に犯行現場を予告している所を見ると、向こうも半分ゲームのつもりなんだろう」

「予告？」

「両チームのベンチとブルペン、ＶＩＰ席、車椅子用ゾーンにベビーカー用ゾーン、ネット裏のスペシャルシート。報道用のカメラ席。そして私の支配人用執務室……と。ハハ、ここからランダムに選ぶそうだ。どこで死体が発見されても目立って隠しようが無くなるな。私の部屋以外は」

　自じ嘲ちよう気味に肩を竦すくめた後、劉りゆう生せいは妹に向き直る。

「犯人は、その予告場所のどこかにいる可能性もある。そこの映像を出せるか」

「いいよ、ちょっと待っててね」

　そう言うと、珠たま江えは手にしていたタブレットを操作する。

　球場内だけで独立したサーバーから独自の暗号化処理を施ほどこしたデータを受け取り、監視カメラの映像をタブレットに映し出す。

「……またカメラの数を増やしたのか？」

「まだ足りないぐらいよ。ああ、普通のお客さんには見つからないように仕込んでるから、気にしないで」

　球場全ての客席や通路を網羅しているのではないかという数の監視映像。

　その中から、先刻の話に出たＶＩＰ席やスペシャルシート、果ては試合の真っ最中である両チームのベンチまでもが映し出されていた。

　すると、そのタイミングで不ふ藤どうが戻ってくる。

「支配人、大丈夫でした。こじ開けられた形跡も、そもそも金庫自体が見つかった形跡もありません。中身も一見すると無事でしたが……」

「そうか。だとすると、雨あま木ぎが死んだのは『アレ』の保管場所も金庫の開け方も知らなかったから拷問の末に殺された……というわけか」

　納得がいったとばかりに頷うなずくと、劉りゆう生せいは珠たま江えに改めて問い掛けた。

「ああ、作業中にすまないが珠たま江え。この部屋に盗聴器や隠しカメラの類は仕掛けているか？」

「ここに来るまでに確認したけど、私達が仕掛けたカメラはただの静止画に切り替わってる。球場の三番裏口からこの倉庫に来るまでのルート全部やられてるわね……。やっぱりプロの仕業かしら？」

「ああ、違うんだ。我々の仕掛けたカメラではなく、犯人が仕掛けたカメラがあるか、という意味だ」

「ちょっと待って」

　そう言うと珠たま江えは背後にいた部下達に指示を出し、専用の道具を使って部屋を調べるように指示を出す。

　自らも作業をしながら、数分の作業を経て珠たま江えは答えた。

「……うん。なさそうね。少なくともここから外に発信されてる電波の類は確認できないわ」

「そうか。それは良かった」

　劉りゆう生せいは満面の笑みを浮かべると、そのままゆっくりと雨あま木ぎの死体に近づき──




　物言わぬ屍しかばねと化した部下の顔面を、靴の爪先で思い切り蹴り飛ばした。




「ひっ……」

　不ふ藤どうは思わず悲鳴をあげかけるが、すんでの所で喉の奥に抑え込む。

　珠たま江えはニヤニヤと笑いながら兄の凶行を眺めており、他の部下達も様々な表情で支配人が何度も死体を蹴り続けるのを見ているが、誰一人として止めようとする者はいなかった。

「何をやってるんだ……雨あま木ぎぃ……っ！　この役立たずが！」

　怒声を上げながら、更に蹴りを叩たたき込こむ劉りゆう生せい。

「俺の！　劇場を！　舞台を！　手前てめえの生ぬるい血で！　汚よごしやがって！」

　言葉を句切ると同時に強い蹴りを叩たたきつけ、抵抗する筈はずもない死体の顔面を歪ゆがませ続けた。

　そして、血にまみれた靴でその頭を踏みつけ、煙草たばこの火を消すようにこめかみを踏みにじりながら、怨えん嗟さの籠もった声を響かせる。

「せめて犯人と相打ちになれよ、なぁ？　相手の肉の一つでも抉えぐって手がかりの一つでも残せよ！　せめて監視カメラが無事な場所まで逃げてトドメ刺されろよ、なぁ！」




　数分後。

　顔は原型を留とどめず、手足も歪いびつな方向に折れ曲がった死体が部屋の中央に転がっていた。

　もはや背中のナイフもこぼれ落ち、傍はた目めには刺殺体ではなく撲殺体か、あるいは車に何度も撥はねられたのかと勘違いするような無む惨ざんな状況へと変わり果てている。

　劉りゆう生せいは靴の裏についた血を床に置いたハンカチで拭いながら、淡々とした調子で珠たま江えに問いかけた。

「どうだ？　知った顔はいるか？」

「ＶＩＰ席に今夜の『御客様』である氷ひ浦うらさんが来てるわね。あとは……ボックスシートにお忍びで来てる芸能人が何人か。それぐらいかしらね。目立ってるのは」

「試合はどうなってる？」

「今始まったばかりね。先頭打者にヒットが出たから、ダブルプレーが無ければもうすぐ棟むな象かた選手の打席よ」

　平然とした顔をして妹と野球の経過について話す劉りゆう生せい。

　そんな彼を見て、不ふ藤どうの中からは既に『その場に死体がある』という恐怖は消え去っていた。

　一方の劉りゆう生せいは、変わり果てた雨あま木ぎの死体を見下ろすと、数秒前までとはまるで違う態度で憐あわれみの視線を向けた。

「それにしても酷ひどいな……雨あま木ぎが一体何をしたというんだ。こんな痛ましい姿では、とても遺族にお見せする事ができない」

　すると、その言葉の裏にある意図を察したのか、入口付近で待機していた数名の男達が中に入ってくる。清掃員の格好をした者達で、ゴム手袋と長靴に防水服といった装備に身を包んだ彼らが、床と死体を取り囲む。

「遺体は丁重に扱ってくれたまえ。相手が死者とはいえ、敬意を忘れるんじゃあない。敬意を忘れた瞬間に人はケダモノになるからね。そんなのは決して許されない事だ」

「解わかったわ、兄さん。あとは任せておいて」

　笑いながら相あい槌づちを打つ妹の声を聞き、劉りゆう生せいは肩を竦すくめながら言葉を続ける。

「悲しい結果になってしまったが、せめて雨あま木ぎの冥福を祈ろうじゃないか。今日の棟むな象かた君のホームランは、きっと雨あま木ぎ君への弔いだろう。彼は素晴らしい部下だった。いままで良く私達に尽くしてくれたんだからな」

「は、はあ」

　内心でガチガチと震えながらも、不ふ藤どうはそれを表情に出さぬよう必死に堪えながら頷うなずいた。

　そんな彼に、劉りゆう生せいは爽さわやかな笑顔を浮かべながら言葉を続ける。

「その雨あま木ぎ君をあんな変わり果てた姿にした犯人を許すわけにはいかない。なんとしても我々の手で捕まえなければ。雨あま木ぎ君の為ためにも……そう！　雨あま木ぎ君の為ためにもだ！　君もそう思うだろう？　不ふ藤どう君」

「は、はい」

　相手の言葉の意味を察し、不ふ藤どうは自分がいよいよ引き返せない所まで来た事を実感した。

　背後で黙々と片付けられる死体が、この事件を警察沙ざ汰たにするつもりはないという事を示している。そして、不ふ藤どうは『何な故ぜ警察沙汰にしないか』を理解している側の人間だ。

「この試合中に事件の続きを企てているとしたら、容疑者は現在球場にいる三万五千人という事になるな。いや、まだ観客は入り続けている。最後には四万を超える可能性がある。その誰かが、殺す事に躊躇ためらいの無い殺人犯というわけだ」

「……」

「同時に、被害者になり得る人間も三万人超えという事だ。一人一人ガードするなど不可能だ。まるでドラフト会議だな。相手が誰を指名するか予測してこちらも守る対象を決めなければ」

　気が遠くなる数字を聞いて死体を発見した時以上に顔を青くする不ふ藤どうの肩に手を置き、笑顔のまま劉りゆう生せいはその指を強く食い込ませる。

「大丈夫さ。例え三万だろうと四万人だろうと、この球場にいる限りは、誰も彼もが私の舞台を彩いろどる演者に過ぎない。演出家には逆らえないし、逆らわせない」

　演者と観客を双方とも見下す傲慢な言葉を口にした後、演出家を気取る男は両手を広げながら殺意の籠もった笑顔を浮かべた。

「そうだ！　全てはショーだ！　難しく考える事はない。このスタジアムは世間から隔絶された夢の空間だ！　夢そのものだ！　そうでなくてはならない！　そうだろう？」

「……は、はい。その通りです！」

「君はどちらだ？　不ふ藤どう道みち秋あき。ただ意味も解わからず舞台上で踊らされる操り人形か？　それとも、私の演出の許もとで天井裏から糸を繰る『こちら側』の人間か？」

「もちろん、私は貴方あなたの意図で動いて、い、糸を操る側の人間です！」

　相手が半分何を言ってるかも解わからず、ただ相手の圧力に気け圧おされて叫ぶ不ふ藤どう。

　彼の言葉を聞いて安心したのか、劉りゆう生せいは大きく頷うなずいて不ふ藤どうの背をバンバンと打ち鳴らす。

「素晴らしい。君は最高のスタッフだ。ただ台本通りに動くだけの役者じゃあない。その舞台を高みから見下ろす事のできる存在だ」

「あ、ありがとうございます！」

「第三調査部の面々を、君に付ける」

「……っ」

　第三調査部。

　その単語を聞いた瞬間、不ふ藤どうの顔から血の気が失うせる。

　彼は知っていたからだ。公式には存在していないその部署は、この球場の暗部の底の底、汚れ役を全て引き受けている存在だと。

　普段は各部門や球場清掃員、あるいは観客席のビール販売員の中にまで潜んでいる彼らは、有事の際に劉りゆう生せいの指示で動く殺し屋のような存在となる。

　そんな者達と共に行動しろと言われた事実から、不ふ藤どうは劉りゆう生せいが自分に何を望んでいるかを理解した。

　犯人を捕らえ、不ふ藤どうの責任の下で始末しろと言っているのだと。

「私達で思い知らせてやろうじゃあないか。この『劇場』の中で我々に喧けん嘩かを売った事の愚かさをな」




　こうして、事件はひっそりと幕を開けた。

　三万人を超す観客に、その惨劇の始まりを気付かせぬまま。

　誰が犯人であってもおかしくはない。

　少なくとも床に転がる死体の傷からはスポーツマンシップというものは欠片かけらも感じられず、被害者である筈はずの支配人達の周りにも不浄な空気が取り巻いている。

　もはやこの時点で、夏なつ瓦がわら球場は欲望の腐臭渦巻く伏ふく魔ま殿でんと化していた。




　だが、彼らは知らなかった。

　劇場主を気取る支配人も、事件を引き起こした殺人犯も。

　惨劇の舞台となったサマータイルスタジアムという『劇場』の中に、舞台役者でも演出家でも無い、ある意味で純粋な観客である『異物』が紛れ込んでいたという事に。




「ええと……車椅子専用スペースも結構人が入ってるわね。……あら？」

「どうした？」

「ああ、何でもないわ。ただ、凄すごいお金持ちが来てるみたい」

「金持ち？」

　珠たま江えの言葉に眉を顰ひそめながら劉りゆう生せいがモニターを覗のぞき込こむと、一人の男が目に映る。




　その男は、モニター越しだというのにもかかわらず、妙な存在感を纏まとっていた。

　艶つややかな黒髪に、黒い服。整った顔の中に浮かぶ瞳は理知的な光を感じさせるが、何を考えているのかは摑つかみかねる。

　──この男は、何を見ている？

　劉りゆう生せいは腐っても球団会社の経営者だ。

　その若い男が試合を見ているのではないという事はすぐに分かった。

　だが、何を見ているのかまでは流石さすがにモニター越しでは計り知れない。

　特徴的な事を上げるなら、その専用スペースに沿って車椅子に座っていたのだが、横には執事のような老人が立っており、野球というよりも、周囲に常に目を配っているような雰囲気だ。

　──この爺じいさんは……何かのプロか？

　ただものではなさそうだという空気を感じ取った劉りゆう生せいの横で、珠たま江えが全く別の部分に注目していた。

「その男の乗ってる車椅子、最新のカーボンナノファイバーを使った電動式よ。海外メーカーの最高級品だから、値段は軽く三〇〇万は超えると思うけど。横にいるのは家族っていうより執事って感じだから、どこかのお坊ちゃんかもしれないわね」

「ほう……。資産家なら、次は是非とも屋内のＶＩＰ席で観戦していただきたいものだ」

　劉りゆう生せいはその男の事がやや気になったものの、確証が無い状態で拘こだわる必要もあるまいと、タブレットの画面に映る男から視線を外す。

　タブレットの画面はすぐに次の監視カメラの映像へと切り替わり、車椅子の男は四万人分の一の情報として一時捨て置かれる事となった。




『彼』がこの球場に居た事が、事件の関係者にとって最悪の偶然だとも気付かぬまま。
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「ネクちゃんは、タブレットは使わないのかい？」

　車椅子に座った黒服の男──折おり原はら臨いざ也やは、少し離れた場所に座る少女に声をかけた。

　車椅子使用者の家族の為ために用意されたパイプ椅子の上で無理矢理体育座りをしながら、膝ひざの上に載せたノートパソコンを器用に弄いじっているその少女──ネクは、臨いざ也やの方を振り向かぬまま、周囲の歓声に消されるか消されないかギリギリの声量で答えた。

「指紋が付くから、画面を直接指でなぞるのはあんまり好きじゃないよー。スマホならまだいいんだけどねー」

　彼女はゴスロリパンク風のメイクの上から眼鏡めがねをかけており、耳には逆さ十字のチェーンピアスをぶら下げていた。装飾が多い黒と赤を基調とした衣服で身を包み、使用しているノートパソコンには髑髏どくろやゾンビなど、物騒な柄のシールがいくつも貼られている。

「やれやれ、意外と古風だよねえ。ネクちゃん。といっても、坐そぞろさんからすればノートパソコンもタブレットもどっちも宇宙人の道具だろうけど」

　すると、執事風の老人──坐そぞろ傳でん助すけが、両手を背後に回したまま肩を竦すくめる。

「これは甘く見られたものですなあ。某それがしも昔はマイコンを使いこなしたものですぞ」

「マイコンって……」

　呆あきれたように臨いざ也やが首を振ると同時に、球場内に大歓声が木魂こだました。

　人の歓喜の声がビリビリと臨いざ也やの肌を震わせ、彼は何な故ぜか穏やかな表情でその轟ごう音おんに身を委ね続ける。

　結果として、彼が歓声の理由を知ったのはそれから数秒後の事となる。




「へえ、やるもんだね」

　周囲の群衆が立ち上がって驚喜乱舞する中、車椅子に座ったその青年は、穏やかな表情でその歓声の元となった男に目を向けていた。

　視線の先で軽やかに走っているのは、たった今ホームランを打ち放った棟むな象かた寒かん四し郎ろうである。

　前試合から続けて三打席連続ホームランという事もあり、快挙を成し遂げた男は謙虚な表情をしつつも、観客達の声援に軽く手を上げて応こたえながらダイヤモンドを一周した。

「いやあ、来て良かったよ。これだけの人間が他人に喝かつ采さいを浴びせる姿を見る事ができるだななんて、中々見られるものじゃあないよ」

「左様ですか」

「個人的な我わが儘ままを言うなら、ホームランを打って得意満面な打者の顔と、打たれて項うな垂だれてるあのピッチャーの顔、両方をオーロラビジョンに映して比較して欲しいなあ」

「本当に悪趣味ですなあ。選手の嘆きは娯楽ではありませんぞ」

　雇い主の言葉を吐き捨てがちに否定する坐そぞろに対し、臨いざ也やは車椅子に座ったまま肩を竦すくめる。

「娯楽だよ。考えてもみなよ。勝者も敗者も無表情で淡々としてるようなスポーツだったら、果たして観客はここまで熱狂するかな？　感動っていう言葉は、感情が動くって事だよ。選手達の激しい感情の流れを味わいたいっていうのは、そんなに不自然な事かな？」

「選手の感情も味付け程度になる事は否定しませんがのう。それをメインの食材として喰くらおうとする貴き殿でんはやはり悪趣味だと思いますぞ？　そもそも、貴き殿でんは野球というスポーツ自体には全く興味がないでしょうしなあ」

「失礼だね。かつて健全な野球少年だった俺を捕まえてそんな事を言うなんて」

「右利きの人間は左右どちらのバッターボックスに立つか御存知ですか？」

「えっ？」

　臨いざ也やの顔から一瞬ニヤニヤとした笑みが消え、両手で透明なバットを握るような形を作りながら考え込む。

「おや、臨いざ也や殿は左利きではありませんでしたかな？　もしやバットの握り方も良く解わかっておられないのでは……？」

「……そんな事はないさ。何を言ってるのか良く解わからないよ」

「ちなみに、右利き左利きはバッターボックスの右打ち左打ちを必ず確定する要素ではありませんぞ。一塁に近いという理由で利きき腕うでにかかわらず打席を決める選手も多いですからなあ」

「……もちろん知ってたよ。一塁に近いって理由だけで右打者に矯正する勝利への執念は、俺は凄すごく好きだけどね」

　即座に笑顔を取り戻し、臨いざ也やはまるで全てお見通しだったと言わんばかりに堂々と答えた。

　そんな彼に対し、『それは失礼しました』と一礼した後、坐そぞろが更に言葉を続ける。

「更に言うなら、右打者左打者はピッチャーから見た左右ですので、一塁に近いのは左打者ですぞ？」

「……」

　笑顔のまま固まる臨いざ也やに、坐そぞろは首をゆっくりと左右に振りながら溜ため息いきを吐いた。

「まったく。臨いざ也や殿は『情報屋』などと嘯うそぶきながら、話によっては時々物もの凄すごく無知になりますなあ」

「仕方ないさ。俺は万能の知識を必要とするクイズ王じゃなくて単なる情報屋だからね。人から求められる知識に偏かたよるのが普通だよ」

「つい今しがた、得意げに『もちろん知っていた』などと大おお噓うそをついた人間の言葉とは思えませんなあ」

　坐そぞろの容赦ない指摘に対し、臨いざ也やは誤魔化すように目を逸そらしてネクへと声をかけた。

「どうだい、ネクちゃんは楽しんでるかな？　遥人はると君とひまりちゃんはそれなりに楽しんでるみたいだけど」

　少し離れた自由席の中では、棟むな象かたのホームランに対して小学生ぐらいの男子が跳び上がってはしゃいでいる。

　横に立つ同い年ぐらいの少女も、表情こそそっけないが、その手はゆっくりと拍手をしてサーペンツ主砲の棟むな象かたを讃たたえていた。

「私は野球には興味無いけど、球場は色んな電波が跳び回ってるから好きだよー。特にこの球場は凄すごいね。まるで電波の要塞だねー」

　ネクはノートパソコン上で何やら怪しげなソフトを立ち上げ、椅子の下に小型の無線機のような道具を置きながらキーボードを弄いじっている。

「やれやれ、少しは試合を見なよ。せっかく球場にまで来たんだからさ」

「試合じゃなくて人の顔しか見ない『社長』には言われたくないねー……っと」




　折おり原はら臨いざ也やがその試合を観戦していたのは、完全に偶然だった。

　知り合いから情報料の代わりに『近場にあるスタジアムのパスを手配できる』と言われ、たまには人混みに紛れて休日を満喫しようと考えたのである。

　だが、坐そぞろやネクとの会話からも解わかる通り、自らを『情報屋』と嘯うそぶくこの男は、その実、試合そのものには興味が無かった。

　彼がスタジアムの車椅子席で満喫していたのは、三万人を超える大観衆。

　つまりは人間である。

　彼は都会に疲れた者が人気の少ない山で森林浴をするような感覚で、この人で溢あふれかえらんとしている野球場に訪れたのだ。

　小間使いとして使っている小学生達を始め、関東で行ったとある仕事に携わった面々に声をかけたのだが、遥人はるととひまりの他に来たのは、情報処理を担当していたネクや護衛を担当していた坐そぞろだけだった。




「富ふ士じ浦うらさんとかも来れば良かったのに」

「彼は出しゆつ所しよしたばかりですからなあ。人混みに酔うと言うておりましたぞ」

　折おり原はら臨いざ也やは、情報屋である。

　だが、普通にイメージされる情報屋のように、ヤクザの小間使いなどが小遣い稼ぎに情報をたれ込む類のソレではなかった。

　彼は、他者の望む情報を代わりに収集して提供する、情報収集の代理人である。

　だが、所謂いわゆる探偵のそれとは全く違う手法を取る事もしばしばだ。

　場合によってはネクを使って非合法な手段でネット上の情報を漁あさる事もあるし、場合によってはもっと直接的な犯罪で情報を得る事もある。

　それを円滑に行う為ために、折おり原はら臨いざ也やは人を雇う。

　より広く世界に視野を広げ、より強く情報を摑つかみ取とり、より深い場所にある真実を摑つかんで曝さらけ出だす為ために。

　だからこそ、元犯罪者や現役の犯罪者もしょっちゅう周囲に集まるのだが、人望はあまりないのか、こうした野球観戦や鍋パーティーなどには驚く程人が集まらなかった。

　寧むしろ、今回四人も同行してくれたのは珍しいと言って良い数字だろう。

「リサちゃんとかも呼べば良かったかなあ。きっと、この人混みを見たら燃やしたがるだろうねえ。危なすぎてちょっとマズいなと思うけど、逃げ惑う人達の悲鳴を聞いてみたいという気持ちもあるし、死地から生還した人達の悦よろこびの声を聞きたいという想おもいもある」

「そんな真ま似ねをさせようとしたら、その場で某それがしが聞かせて差し上げましょうぞ。貴き殿でんの頸けい骨こつが捻じ折れる音を」

「あまり気持ちの良さそうな音じゃないねえ」




　そんな会話をしていると、ネクが楽しげに声を上げた。

「やったやったー。繫つながったよー！　ヒヒっ」

「？」

　するとネクは、ノートパソコンをチラリと臨いざ也やに見せながら言葉を紡つむぐ。

「あんまり見ちゃダメだよ。バレるから」

「何が？」

「いやー、この球場、妙に無線が走ってると思ったんだよねー。調べてみたらびっくりだよ。この球場、普通の監視カメラの他に、無線の監視カメラがわんさかと動いてるよー？　この席を監視してるカメラも見つけた。視線が向くとバレるから、場所は敢あえて言わないよー」

　サラリととんでもない事を言うネクに対し、臨いざ也やは面白い事実を知ったとばかりに口元を緩ませる。

「ネクちゃん、無線の監視カメラの暗号化を解けるんだっけ？」

「やろうと思えばできるけど、手持ちのノーパソじゃちょっとね。でも、球場独自のネットワークと繫つながってるタブレットを見つけたから、そこからちょっとイタズラして、暗号化そのものを無意味にしてあげちゃったよ。ヒヒっ！」

　美しく整った顔にどこか歪いびつな笑みを浮かべるネクの言葉を聞き、後ろにいた坐そぞろが無表情で頷うなずいている。

「なるほどなるほど。流石さすがはネク嬢ですなあ」

「坐そぞろさん、無理しなくていいから。そこはお年寄りらしく『どこの外国語で話しているんじゃ？』って困惑した方が可愛かわいげがあるよ？」

　先刻の会話を思い出し、からかうように言った臨いざ也やだが──

「しかしネク嬢。よく無線のセキュリティを突破できましたなあ。球場の監視カメラ……しかも恐らくは隠されたものと繫つながるような代しろ物ものです。ＷＰＳのような初歩的な暗号化を使い続けているわけではありますまい？　場合によっては、隔絶されたネットワークゆえに独自の暗号化システムを用いている可能性もあるのでは？」

「そこはそれ、こっちも伊だ達てに日本中の監視カメラをクラッキングしてないよー？　それなりの準備と時間さえくれれば、首相官邸や米軍基地の監視カメラも覗のぞいてみせちゃうよー？」




「……」

　坐そぞろが流りゆう暢ちようにネクと会話を始めた事で、臨いざ也やは暫しばし混乱した。

「あの、坐そぞろさん？」

「どうなさいました？」

「パソコンは苦手なんじゃなかったっけ？」

「マイコンを使いこなしたと言った筈はずですが？　まあ、近年の情報にはとんとついていけていなかったのは確かですが、それ故にこの歳としで学ぶ事ができたのは幸いですなあ」

　感慨深げに頷うなずく坐そぞろに目を向けぬまま、ネクがニヤニヤと笑いながら臨いざ也やに話しかける。

「磯いそ坂ざかっちと私で暇な時に教えたりしてるんだけど、坐そぞろさん凄すごく吞のみ込こみ早いよー？　このままじゃ臨いざ也やさん、ネットの知識とか追い抜かれちゃうかもね」

「俺は、人間を観察する為ために最低限の技術と知識さえあればいいさ」

「負け惜しみにしか聞こえないよー？」

　キヒキヒと笑うネクの声を遮さえぎる形で、坐そぞろが己の髭ひげを指で整えながら口を開いた。

「しかし。倫理的な事は一度横に置くとして、ネク嬢の腕前は空恐ろしいものですなあ。ですが、深しん淵えんを覗のぞく時は相手も覗のぞき返すと申します。くれぐれも、こちらの位置を特定される事のなきようお気を付け下さい」

「うん、球場と中と外にあるいろんな人の端末を中継機代わりに借りてるけど……」

　さらりとそんな事を言いながら、ネクは無邪気な笑みを坐そぞろに向けた。




「万一の時は、私を逃がす為ために頑張ってくれると嬉うれしいな、坐そぞろさん。ヒヒっ！」





♀♂






同時刻　劉りゆう生せいの執務室




「……」

　スタジアムの一画、ＶＩＰ用のスイートルームの傍そばに作られた劉りゆう生せいの私室ともいえる執務室。

　その中で監視カメラのチェックをしていた珠たま江えが、難しい顔をして動きを止めた。

「どうした、珠たま江え。何かおかしな事があったか？」

　珠たま江えは暫しばらく考えた後、眉を顰ひそめながら兄の問いに答える。

「……今、誰か入って来たわ」

「なに？」

「私のタブレット……っていうか、これが繫つながってる球団内部のネットワークによ。監視カメラの映像を覗のぞかれてるかもしれないから、すぐに締め出すわ」

「待て」

　劉りゆう生せいの言葉に、珠たま江えの指が止まる。

「地下倉庫の画像データを差し替えた奴やつ……つまりは、犯人の仕業か？」

「そうとは限らないと思うけれど……ちょっと待って。匿名化ソフトを嚙かませた上で異常な数のアクセスポイントを経由してるから特定は無理だけど、この球場内のアクセスポイントは確実に経由させてるから、スタジアムの何ど処こかにいる可能性は高いと思う」

「そうか、ならば、やはりこの試合中に事を起こす気かもしれんな。締め出すのは止めておけ、我々がそいつの侵入に気付いていないフリをするんだ」

「あら、私が簡単に入り込まれる安い女だって誤解されてもいいの？」

「既に監視カメラを弄いじられているだろう」

「……それもそうね」

　小さく溜ため息いきをついたあと、彼女は劉りゆう生せいに問い掛けた。

「でも、このままじゃ地下の状況もバレると思うけど？」

「構わんさ。どうせ相手は警察に通報する事など考えていないだろう。『アレ』の金庫の番号さえ漏れなければ問題ない」





♀♂






球場内




「それで、何か面白い映像でもあったのかい？」

　臨いざ也やの問いに、ネクはキヒキヒと笑いながらノートパソコンを弄いじり続ける。

　こんな真ま似ねをしていればすぐに特定されてしまうのではと思ったが、臨いざ也やが周囲を見渡すと、想像以上に多くの人間がノートパソコンやタブレット、スマートフォンなどを覗のぞいている姿が散見された。

　どうやら、野球を楽しみながら、現在の状況に対するネットの反応などを気にしたり、ＳＮＳに野球観戦の感想を投稿したりしているらしい。

　──はは、生で野球を観みに来た事が、ネットへの接続に直結してるわけか。

　──これだから、人間は面白いねえ。

　そんな事を考えてると、ネクがキーボードに這はわせていた指の動きを止め、顔からフっと笑いを消した。

「あれ……」

「？　どうしたんだい？」

「いや……なんか静止画と差し替えられてたとこがあったから、外してみたんだけど……」

　ネクの画面には、どこかの倉庫らしき場所で、数名の男達が何かを掃除している姿が見受けられる。

　その作業の内容を見て、臨いざ也やは暫しばし考え──ニイ、と、この日の中で一番の笑みを浮かべてみせた。

　それは、臨いざ也やも過去に何度か見かけた事のある光景。

　地面に広がる赤い液体を特殊な紙で吸い取りながら、周りに何やらスプレーなどを吹き付けている。

　臨いざ也やは池いけ袋ぶくろにいた頃、粟あわ楠くす会かいという非合法組織が雇っていた四人の老婆が、同じような『処理』を行っていた事を思い出した。

　鑑識によるルミノール反応などを消しさり、大量の血痕を覆い隠す為ための下処理。

　つまりは、そこに大量の血痕があった事を示している。

　それも、警察などに調べられたらマズい類の血ち溜だまりが。

「臨いざ也や殿？　どうなされました？」

「ん？　ああ、いや、ちょっとね」

「まるで、御自身がホームランでも打ったかのような満面の笑みを浮かべておりますぞ？」

「いやあ、確かに、まぐれ当たりでホームランを打ったらこんな気分かもね」

　臨いざ也やは楽しそうに楽しそうに笑うと、拍手喝かつ采さいしたい気持ちを抑えながら坐そぞろとネクに対して一つの推測を口にする。




「どうやらこの球場には、殺人犯と、その事件を揉もみ消けすような権力がいるらしい」




　確かにこの瞬間、折おり原はら臨いざ也やは歓喜していた。

　殺人というのは、人間の感情が一線を越えたか、あるいは人格そのものが崩れ去ろうとしている時に発現した莫ばく大だいな『エネルギー』の生み出した結果である。

　歪ゆがんだ考え方だが、少なくとも、折おり原はら臨いざ也やはそう考えていた。

　その人間がある方向へと突き進んでしまった結果として、誰かが一線を越え、人が死ぬ。

　まさかこの人に満ちたスタジアム内でそんな事件に巡り会うなどとは考えていなかった。

　情報料をケチって代わりに野球チケットを渡してきた顧客に、臨いざ也やは心から感謝した。

　そして、事件に巡り会えたという自分の幸運にも心の中で感謝を告げる。

　──ああ、これも、日頃の行いのおかげかな。




　だが──

　心の底からそんな事を考える臨いざ也やを嘲笑あざわらうかのように、彼の運命は次の瞬間流る転てんする。

　人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま。

　苦あれば楽あり。

　禍か福ふくはあざなえる縄の如ごとし。

　偶然による幸運には代償が必要だとばかりに、一つの『偶然』が彼に襲いかかった。

　満面の笑みを浮かべている臨いざ也や目がけて、ファールボールが飛来したのである。

　このままでは頭に直撃するコースであり、ボールの行方ゆくえを追っていた観客達の一部が悲鳴をあげた。

　しかし、次の瞬間、そのボールは横にいた坐そぞろの手によって受け止められた。

「ふむ、やはり素手は老骨に響きますなあ。グローブを開発した人間というのは、実に大したものです」

　周囲の観客から坐そぞろに対する賞賛の声があがり、オーロラビジョンにも今しがたのファールボールの行方ゆくえがハッキリと映し出されていた。

　巨大なスクリーンに繰り返し映し出される坐そぞろのファインプレーを見て、臨いざ也やは肩を竦すくめながら口を開く。

「……ああ、護衛だから当然仕事の内だとは思うけど、一応御お礼れいは言っておくよ。ありがとうね、坐そぞろさん」

　素直に感謝の言葉を述べる臨いざ也やに対し、自分も驚いていた事を棚に上げたネクがからかいの言葉を口にする。

「今、ボール来てたの気付いてたー？　もしかしておしっこもらしてたりする？　ヒヒっ」

「子供じゃないんだ。そんな事はしないよ。ただ……」

「ただ？」

「池いけ袋ぶくろに居た頃、突然スチール製のゴミ箱が飛んできた事を思い出してね。あの時に比べたら、俺は随分と幸運だったよ」




　だがしかし。臨いざ也やは気付いていなかった。

　池いけ袋ぶくろでゴミ箱を投げつけられるのが自じ業ごう自じ得とくだったという事をではない。

　自分に訪れた不幸はファールボールが飛来した事ではなく──

　寧むしろ、それを坐そぞろがキャッチした瞬間から始まった偶然の連鎖だという事を。





♀♂






関東某所　ラーメン屋




「……」

　それは、巨大な男だった。

　身長は２メートルを軽く超えているだろう。

　青く染めた髪の下に黒い包帯を巻いており、今にもスーツをはち切りそうなその男を見て、ラーメン屋の店主を含めた誰もが『プロレスラーだろうか』と想像していた。

　明らかに堅かた気ぎの人間には見えない雰囲気を纏まとっていたのだが、ある意味『横にヤクザか殺し屋がいる』と思うよりは、『名前の知らないプロレスラーがいる』と考えた方が気が楽だったのだろう。

　ギョロリとした目つきに、包帯に隠れていない部分を走る長い疵きず痕あと。

　ホラー映画の怪物だと言われても納得できるような風ふう貌ぼうの男が、ラーメン屋で普通に食事をしているというのも滑こつ稽けいな話だったが──

　更にその存在を奇妙なものとしているのは、横にいる女性だった。

　見る者によっては女性というより『少女』と呼んでも差し支えないような外観の小柄な女性であり、顔立ちは非常に整っているが、『美しい』よりも先に『可か憐れんだ』という言葉が思い浮かぶような女性である。

　そんな妖精のような女性が、怪物めいた巨漢と同じテーブルについている。

「ほらほら、アユミちゃん！　替え玉を頼むんだったら麵を食べきる前に注文するのがオススメって書いてあるよ！　今の内に頼みましょう！　堅さはバリ？　カタ？　ふつう？　オススメって書いてあるカタにしましょうね！　カタの替え玉お願いしまーす！」

「……」

「どうしたのアユミちゃん？　……え？　ああ、麵は柔らかい方が好きだったっけ！　ゴメンなさい！　私ウッカリしてた！　すいませーん！　今のカタ、ヤワに変えてお願いします！」

「……」

　巨漢はその女性が注文しなおし、店員が了承の返事をしたのを聞いて安あん堵どしたように息を吐いた。

　まるでダメな弟を世話する姉のような調子の女性だったが、どう見ても兄妹きようだいには見えないと周囲の席の人間達は訝いぶかしむ。

　その巨漢が『アユミ』という男女の問題以前に全く似合わない名前だという事もさる事ながら、あの恐ろしげな外見の男と対等に話している女性の方を気にする者が多かった。

　何しろ、一人で歩いていたならばすぐにでもナンパされそうな美女もしくは美少女だ。

　夫婦か恋人同士だろうか？

　それにしてはアンバランス過ぎる。男が女性を誘拐してきた人ひと攫さらいにしか見えないのだが、女性の態度がそれを真っ先に否定していた。

　しかし兄妹きようだいにしてはあまりにも似ていない。

　などと考えていた客達だが、次の瞬間、衝撃的な言葉を耳にする。




「まったくもう。アユミちゃんも少しは自分で声を出さないとダメよ？　地元じゃ黙っててもみんな世話してくれたんだろうけど、そこから出たら母さんがいないと何にもできないんだから！　いつまでもそんなんじゃ、死んだお父さんに笑われちゃうんだからね！」




　ブボ、と、周囲の客達の何人かがラーメンや水を吐き出した。




　──母さん!?

　──今、自分の事を母さんって言ったか!?

　──聞き間違いだろ!?




　と、客は疎おろか替え玉を運んできた店員さえもが心中で混乱していたのだが、当の大男は『母』の説教に項うな垂だれる。

　彼の名前は臼うす原ばら歩あゆ美み。

　かつて武ぶ野の倉くら市という鉱山の街を支配していた阿あ多だ村むら一族の元で『阿あ多だ村むらの飼い鯨くじら』として暴れ回っていた極道者だ。

　そして、彼の前に座っているのは、臼うす原ばらユウキ。

　臼うす原ばらの父親の後妻であり、歩あゆ美みからすれば義理の母親にあたる女性なのだが──。

　困った事に、彼女の年齢はまだ23歳であり、歩あゆ美みよりも５歳以上年下であった。

　病で寝たきりだった父親が突然迎えた後妻であり、臼うす原ばらからすれば訳の分からないまま義母として迎え入れた事になる。

　そして、父はすぐに死んだ。

　だが、その後妻が何かしたとは誰も思わなかった。

　父親の治療費で臼うす原ばらの家には資産など殆ほとんど無く、寧むしろ残っていた借金を彼女が肩代わりしたようなものなのだから。

　なんでも東京からヒッチハイクで旅をしていた母が道端で倒れていた臼うす原ばらの父を見つけ、その世話をしている間に意気投合して結婚したらしいのだが、臼うす原ばらには細かい状況や経けい緯いの説明などが全く伝わっていない。

　自分よりも年下であり、明らかに自分とは何もかも違うユウキの事を母親とは思えなかったが、完全に母親として、時には優しく、時には厳しく接してくるその女性の事を邪険に扱うこともできなかった。

　臼うす原ばらは無法者であり、場合によっては躊躇ためらい無く人を潰す事のできる男ではあるが、女性に対しては老ろう若にやく問わずに奥手な男だったのである。




　そして、彼はもう暴力団の一員ではない。

　暫しばらく前に彼の住んでいた武ぶ野の倉くら市でとある事件が起こり、鉱山は閉山、彼を雇っていた組も自然消滅する形となった。

　臼うす原ばらは、そんな事態になった原因が一人の男にあると理解している。

　動物的な勘による想像ではあったが、実際、その勘は外れてはいなかった。




「それで？　その折おり原はら臨いざ也や君だっけ？　その子はまだこの県にいるのかなあ？」

　折おり原はら臨いざ也やよりも年下の筈はずなのだが、ユウキはすっかり『息むす子こである歩あゆ美みの友達』というような感覚で話している。

　実際友達でもなんでもなく、臼うす原ばらにとっては憎くて堪たまらない敵なのだが、この義母と一緒にいるとどうにも調子が狂う。

　義母はその事件絡がらみで大おお怪け我がをして帰ってきた臼うす原ばらと周囲からの話を聞いて、

　──『解わかったわ！　その折おり原はら君っていう子と、その子のお爺じいちゃんと喧けん嘩かしたのね！　それで負けて戻って来たの……？　許せないわ！　子供の喧けん嘩かに身内が出てくるなんて！　だったら私も一緒に行って文句を言ってあげる！』

　と言い、二人で折おり原はら臨いざ也やを探す旅に出ているという奇妙極まりない状況だ。

　臼うす原ばらも頭が良いい方ではないが、この義理の母は脳のう味噌みそのネジが少しばかり外れていると理解している。

　彼女の実家はかなりの資産家だそうで、旅の資金にはことかかなかった。

　だが、本当にこんな生活を続けていいのだろうかという思いが、折おり原はら臨いざ也やへの復ふく讐しゆうを誓った臼うす原ばらの中に湧き上がる。

「……」

　だが、復ふく讐しゆうを諦めるつもりはない。

　しかし、実際自分一人では折おり原はら臨いざ也やの居場所を探る見当すらつかないのは事実だ。

　いつしか臼うす原ばらの目的は、臨いざ也やとあの老人に復ふく讐しゆうを果たして、この明らかに普通ではない母子旅を終わらせる事へと変わりつつあったのである。




　ラーメン屋のテレビ画面の中に、その男達の姿を見るまでは。




「それにしても凄すごいよねえ棟むな象かたさんとこの寒かん四し郎ろう君。美み春はるっていう私の叔母おばさんが棟むな象かたさんのお母さんととっても仲良しでね？　私も会ったことあるんだよ、寒かん四し郎ろう君に！」

「……」

　母に言われるがままにテレビ画面を見る臼うす原ばら。

「そうそう。その美み春はる叔母おばさんの子供……つまり私の従い姉と妹この子が出版社に勤めててね？　それで折おり原はら君の情報なんかも色々と入ってきたりするんだから、叔母おばさんに会ったらちゃんと挨あい拶さつしなきゃダメだよ？」

「……」

　曖あい昧まいに頷うなずいたままテレビを見続ける臼うす原ばらだったが、とある打者のファールボールが観客席に飛び込んだ瞬間──包帯の合間に見える彼の目に、炎が宿った。




「おり……はら……」




「え？　どうしたの？　アユミちゃん？」

　珍しく声を上げた義理の息むす子こに驚き、ユウキもテレビに目を向ける。

　するとそこには今しがた起こった出来事のＶＴＲが流れており、そこにはファールボールを見事に摑つかみ取とる老人と、その横で目を丸くしている車椅子の男の姿があった。




　折おり原はら臨いざ也や。

　そして、その付き添いの老人。

　阿あ多だ村むらという嘗かつての雇い主は、姿を消す前に臼うす原ばらに対して『あれは坐そぞろ傳でん助すけって言ってな……一つの伝説だ。相手にしない方がいいぜ』と言っていたが、あの時の敗北の屈辱を前にして『放っておく』などという事はできなかった。

　何より、その決着の形が横合いから爆弾を投げ込んできた折おり原はら臨いざ也やという男の手によるものだとすれば尚なお更さらだ。

　更に言うならば、その折おり原はら臨いざ也やという男が自分の故郷だった街を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたらしい。

　様々な感情が入り交じった臼うす原ばらは、それこそクジラを想像させる巨大なその口から、怨えん嗟さを籠めて相手の名前を叫び上げた。




「オリハラ……イザヤァアアアアァァァァァアァア！」




　明確な殺意が籠もった怒号に、周囲の客と店員は自分の命が脅おびやかされていると勘違いして全身を強こわばらせた。

　だが、そんな中で、ユウキがプウ、と頰を膨らませながら、臼うす原ばらの脛すねを思い切り蹴り上げる。

「がっ……」

　弁慶の泣き所を蹴られて小さな悲鳴を上げた臼うす原ばらに、義母であるユウキは、やはり少女のような童顔の眉尻を上げながら息むす子こを叱る。

「お店の中で五う月る蠅さくしちゃダメでしょ！　めっ！　だよ！」

　そして、テレビを見ながら、やはりどこかずれた言葉を口にした。

「あの球場、夏なつ瓦がわらさんの所のだよね」




「それなら、ここからタクシーで一時間ぐらいで行けると思うよ？」













間章　折原臨也ってどんな人？（遥人編）







『一年前』




　臨いざ也やお兄ちゃんをどう思うかって？

　んー。よくわかんないや。

　でも、僕達が困ってた時に助けてくれたし、ごはんもオヤツもくれるんだよ！

　おもちゃだって好きなものを買ってくれるっていうけど、でも、それは我慢してる！

　あのね、前ね、お父さんとお母さんにおもちゃが欲しいって言った時ね、『欲しいものがあるなら、ちゃんと勉強や運動を頑張らないと』って言われたの！

　でも、僕、まだ臨いざ也やさんの所で勉強も運動も頑張ってないから、おねだりしたらダメだよねって話をひまりちゃんとしたよ！

　臨いざ也やお兄ちゃんは『そんなの気にしなくていい』って言ってたけど、ちゃんと欲しいモノがある時は、お兄ちゃんのお手伝いをするんだ！

　え？

　どんなお手伝い……？

　うーんとね、えっとね、色々とかなあ。

　良く解わからないけど、鞄かばんを運んだりとか、人を呼んできたりとか！

　怖い人に追いかけられた時もあったけど、ちゃんと臨いざ也やお兄ちゃんと坐そぞろおじいちゃんが助けてくれたよ！

　でも、ひまりちゃんは『あんまり信じない方がいい』って言うんだ。

　どうしてだろう……？

　臨いざ也やお兄ちゃん、どうして僕達なんかを助けてくれたのかな……。

　あと、学校とか行かなくってもいいのかな……。

　友達に会えないのは、少し寂しい。

　でも、臨いざ也やお兄ちゃんは『これから君にはたくさんお友達ができる』って言ってくれたよ。

　本当かなあ。

　ええと、お姉ちゃんの名前はなあに？　ネク？　あはは、変な名前ー！

　あふひひひ、ひいはたひい、ひいはたひいおよー。ほっへふぁひっふぁふぁふぁひふぇほつぺたひつぱらないでー。







『現在』




　臨いざ也やさんの事？

　いい人だよ！　すっごくすっごくいい人！

　臨いざ也やさんは、僕とひまりちゃんが困ってた時に、手を差し伸べてくれたんだから！

　学校にも行かなくていいって言ってくれたし、算数も国語も英語も社会も理科も、全部全部臨いざ也やさんが教えてくれるんだよ！

　寂しくなんかないよ！　いっぱいお友達もできたから！

　じゅうじゅつ、っていうのを教えてくれる坐そぞろおじいちゃんでしょ？

　車の運転の仕方とか教えてくれる磯いそ坂ざかさん！

　すっごい花火とか作ってるリサお姉ちゃん！

　食べちゃいけないキノコとか草とか教えてくれる富ふ士じ浦うらさん！

　間ま宮みやお姉ちゃんは……臨いざ也やさんの悪口ばっかり言うから、僕、ちょっと苦手……。

　ええと、あと、東京に行った時にしか会えないけど、美み影かげお姉ちゃんや木き根ねさんも、僕のこと「すじがいい」って褒めてくれるよ！　色々な事を教えてくれるよ！

　これ？　うん、新しいゲーム機！

　臨いざ也やさんに買って貰もらったんだ！

　ちゃんとお手伝いしたからね！

　悪い人達がいるお店の裏口のドアを、ひまりちゃんと一緒にハリガネとかで塞いだり、なんだか色々な写真が入った鞄かばんを、言われた通りの人に渡したりとかもしたよ！　あと、臨いざ也やさんの車椅子を押したりしてる！　臨いざ也やさんの車椅子、すっごく軽くて僕でも簡単に動かせるの！

　今でも時々悪い人に追いかけられたりするけど、大丈夫だよ！

　悪い人が一人だけなら、僕とひまりちゃんで逃げながらやっつけられるから！

　臨いざ也やさんの言う通りにすると、すっごく色々上う手まく行くよ！

　きっと臨いざ也やさんは超能力とかあるんだと思う！

　未来が見えたりするんだよ！

　だって臨いざ也やさん、どんな時でも「こうなると思ってたよ」って言って笑うんだから！

　ひまりちゃんは臨いざ也やさんの事を「ぺてんしだ」なんて言うけど、ぺてんしってなんなのかな……？




　でも、ネクお姉ちゃんとこうして話すのも久しぶりだよね！

　また今度、パソコンの動かし方教えてね！

　そうだ、臨いざ也やさんから聞いたけど、ネクお姉ちゃんの本名って寿ひさ枝えさんって言うんだね！

　臨いざ也やさんが、ネクさんの本当の渾名あだなはいなりふひっふぇ。ふぇふぇふぇふぇふぇ。

　もう、痛いようネクお姉ちゃん！　どうして急に裸絞めしてきたの!?

　え？　臨いざ也やさんを殺しに行くって……な、なんでッ!?

　ダメだよ、ダメですようそんなの！

　臨いざ也やさんを殺すなら僕を代わりにーッ！




　待ってよう、ネクお姉ちゃん、ネクお姉ちゃーん……！







[image: 二章　ダブルプレー]






















　不ふ藤どうは焦あせっていた。

　現在スタジアムで行われている夏なつ瓦がわらサーペンツの試合は、ただでさえ世間に注目されている一戦だ。

　いや、さして注目されていない試合だったとしても、何か事が起こればこの時代ではインターネットなどを通じてあっという間に世界中に拡散されてしまうだろう。

　そうなった挙げ句に『アレ』が発覚すれば、何もかもがお終しまいだ。

　死体を勝手に処理していた事が判明するだけでも、この球団の経営陣の首は総じてすげ替えられるだろう。だが、そんなのは既に瀧たき岡おか劉りゆう生せいが何度もやっている事だ。

　過去に劉りゆう生せいを脅そうとしてきた総会屋やフリーライターが、既に何人も行方ゆくえ知れずとなっている。その内何人が直接劉りゆう生せいの目の前で消されたのかは解わからないが、彼の周りを漂う怨おん念ねんの数は両手の指では足りないかもしれない。

　しかし、『アレ』が発覚したとなれば、話は全く変わってくる。

　瀧たき岡おか回りの逮捕で済むであろう殺人や死体遺棄とは違い、球団そのものが無くなる怖おそれがあるだろう。下手へたをすれば、夏なつ瓦がわらグループそのものが傾く可能性すらあった。

　そうならないように、事が公になった時点で、夏なつ瓦がわらグループは瀧たき岡おか一派を切り捨てにかかり、世論やマスコミを巧みに操りながら『内部を食い荒らされた被害者』として振る舞うかもしれない。それだけの力を夏なつ瓦がわらグループは持っている。

　どのみち、自分のような木こっ端ぱの人間には破滅しか待っていない。なまじ瀧たき岡おかに媚こびへつらい出世をした分だけ、『アレ』の中枢にも食い込んでしまっているのだ。

　そうなれば、最悪瀧たき岡おかも自分に全てをなすりつけて口封じする可能性もある。

　──冗談じゃない。

　──せっかく美味うまい汁を吸えるようになったってのに……。

　震えながら、雨あま木ぎの死に顔を思い出す。

　雨あま木ぎは劉りゆう生せいの腰こし巾ぎん着ちやくだった秘書の一人で、対外的に『アレ』の窓口になる事が多い男だった。

　だからこそ犯人に狙われ、拷問なりなんなりされた後にトドメを刺されたのだろう。

　そう考えたが、今はその犯人自体が恐ろしいとは思わない。

　不ふ藤どうの頭の中に思い浮かぶ死に顔は発見した瞬間のものではなく、劉りゆう生せいの蹴りによって破壊された顔面へと上書きされてたのだから。

　彼は静かに呼吸を整えると無線を起動し、部下の警備員達にそれとなく指示を伝える。

「不ふ藤どうだ。全警備員に告げる。球場に対してデパートから我々全員に誕生日ケーキが届いた。十じつ中ちゆう八はつ九く何かの勘違いだと思うが、支配人もささやかに受け取るとの事だ。そういうわけだから、いつも以上に張り切って仕事に挑め」

　一見すると部下に発はつ破ぱをかける為ためのジョークに聞こえるが、それは全て無線傍ぼう受じゆに備えた隠語であり、警備員は次のような指示を受けた事となる。

　──『球場に爆弾を仕掛けたという予告があった。イタズラだとは思うが、支配人は事を公にしないように指示を出した。念の為ために警備を強化しろ』

　と、本来の意味が伝わった警備員達は、皆顔に緊張の色を浮かべながら巡回の足を速めた。

　──まったく、暢のん気きなもんだ。

　不ふ藤どうの部下である一般の警備員達は『アレ』の事を知らないし、当然先刻の死体の件も知らない。それ故に、怪しまれないギリギリの範囲で警備を強化する必要があった。

　何も知らずに働き続ける部下達を半分羨うらやみつつも、不ふ藤どうは一人怯おびえ続ける。

　第二の殺人が起こる前に犯人を見つけない限り、自分の未来には破滅の道しかないのだと。




　だが、彼の願いも虚むなしく、状況は悪化の一途を辿たどり始める。

　瀧たき岡おかの支配するこの劇場の中で、最悪の人間が『舞台役者』ではなく『観客』として事件に参加してしまっている事にすら、彼はまだ気付いていなかった。

　もっとも、気付いた所で彼にはどうしようもなかったのだが。





♀♂






観客席




「それで？　この球団会社について何か面白い情報はあったかい、ネクちゃん」

　二回の裏を迎えた頃合いで、臨いざ也やはパイプ椅子に座るネクに問い掛けた。

「そこそこはね。ヒヒっ」

「俺の知ってる情報もあると思うけど、取りあえずざっと説明してよ」

「これって仕事に入る？」

「給料の水増しはできないけれど、個人的にボーナスを上げようじゃないか。新しいタブレットＰＣでも買って上げよう。好きなだけ指でなぞるといい」

　先刻『タブレットは好きじゃない』と言ったばかりのネクに対して嫌がらせのような事を言うが、彼女にとっては慣れっこなのか、視線すら向けぬまま言葉を返す。

「ありがとね。手裏剣がわりにしてアンタに投げつけるよー」

　彼女は『カンディル』と呼ばれる調査会社に所属しており、情報処理担当のトップとして君臨しているその道のプロだ。

　とはいえ、非合法スレスレどころか半分以上犯罪に足を踏み入れている会社であり、彼女も部門のトップと言うにはあまりにもフリーダムであり、どこかに常勤しているわけでもなければ一箇所に定住すらしていない。

『カンディル』の仮の社長である磯いそ坂ざかや、実質的な会社のトップである臨いざ也やを始め、僅か数名しか彼女と連絡を取る事ができず、ネクという名も会社内で通している偽名の一つという有あり様さまだ。

　それでもネットに関する情報収集の腕前は確かであり、場合によっては調査対象の個人用パソコンの中にある性癖に関する画像フォルダのデータまでキッチリと収集する。

　そんな彼女が、野球の攻防が三回変わるまでの間に調べた情報をつらつらと臨いざ也やに対して語り始めた。

「夏なつ瓦がわらグループっていうのは代々続いたおもちゃ屋を元にして、夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるっていうなんか凄すごい名前のオジサンが作ったコングロマリットだよー。ここまで巨大化したグループなのに、玩がん具ぐ会社が中心っていうのが珍しいよね。時代が時代なら夏なつ瓦がわら財閥って呼ばれてたかもねー」

「ふんふん。続けて」

「前は海外企業のスパイ連中に色々とちょっかいを受けてたみたいだけど、何な故ぜか埼さい玉たまで池いけ袋ぶくろの警官に一いち網もう打だ尽じんにされてスパイは壊滅。その裏では会長の夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるの策謀があったって話だから、相当にキレ物なのかもね。この夏なつ瓦がわら球場も、関連グループの一つだけど……ここは少し特殊で、夏なつ瓦がわらの親しん戚せきとか、昔から夏なつ瓦がわらグループを支えてきた重役は一人も経営に関わってないっぽいねー」

　ネクはパソコンの読み上げソフトのように、感情なく淡々とした調子で情報を語り続けていく。もっとも、それはノートパソコンの画面に映し出されている画面ではなく、彼女の脳内にある想像上のモニターに浮かんでいる文字を読み上げているのだが。

「瀧たき岡おか劉りゆう生せい。若きホープにして反逆者って言われてるみたいだよ？　夏なつ瓦がわらグループの中で独自の派閥を作りながら勢力を伸ばして、とうとうこのスタジアムと野球チームの運営権を手に入れたんだって。最終的には、夏なつ瓦がわらグループの実権を握ろうとしてるんじゃないかって噂うわさされてるけど、排除する事もできないって事は色々とグループの弱みも握ってるのかもねー」

　算盤そろばんの暗算をするように、彼女の脳内では直前まで乱雑に収集していた情報が一つの資料の形となって纏まとめられている。

　彼女自身の声は抑揚も少なく感情はあまり読み取れないが、その目は爛らん々らんと耀かがやき、巨大企業の裏の情報まで収集して曝さらけ出だす悦よろこびに浸っているかのようだった。

「この瀧たき岡おか劉りゆう生せいっていう奴やつ、ただのエリートお坊ちゃんじゃないみたいだよー。独自に裏の組織とも繫つながってるみたい。主な取引先は角かど川かわ會かいの明あ日す機き組ぐみかなー。アンタも昔取引してたんでしょー？　何か知ってるんじゃないの？」

「どうかな。俺も池いけ袋ぶくろにいた時期の最後の方は殆ほとんど粟あわ楠くす会かいとばかり取引してたからね。それに、明あ日す機き組ぐみも自じ分ぶん達たちの取引相手の話を情報屋の俺に漏らす程バカじゃないさ」

「でも、明あ日す機き組ぐみってネット関連はガバガバだよ？　銃の取引のやり取りとかネットに繫つながってるパソコンに入れちゃってるしねー。ヒヒっ」

　申し訳程度の感情を歪いびつな笑い声に乗せた後、ネクは更に情報を語り続ける。

　その含み笑いを聞いて、臨いざ也やは思う。

　どうやら、瀧たき岡おか劉りゆう生せいの周辺には、ネクが笑いを零こぼす程の情報が転がっているのだという事に。

　臨いざ也やはネクの話の続きを聞きつつ、それがどう地下倉庫で起きた『事件』に繫つながるのか──夏休み直前の小学生のような瞳で、ワクワクしながら状況が転がるのを待ち続けた。




　正確には、状況が転がった事により変化するであろう『人間達の顔』を、彼は純粋な歓喜で迎えるべく心の準備をしていたのである。

　それが如い何かに歪ゆがんだ事なのか気付きつつ、直す気は欠片かけらも無いままに。





♀♂






同時刻　劉りゆう生せいの執務室




「こんな事なら、明あ日す機き組ぐみともう少しまともに銃の取引をしておくべきだったか」

　この部屋も『殺害予定場所』の一つであるという事を思い出した劉りゆう生せいは、ポツリとそんな事を呟つぶやいた。

「あら兄さん。球場内で銃撃戦でもする気？　そもそも、もう何丁か持ってるじゃない」

　窘たしなめるような妹の声に、劉りゆう生せいは泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度で答えた。

「もっといい銃をという事さ。性能だけじゃない。それなりに飾り気のある私に相応ふさわしい護身具としてな」

「だったら、明あ日す機き組ぐみはダメよ。あそこの商品は質より量が売りなんだから」

「珠たま江え、そう言うな。古巣の人間も居るんだぞ」

　劉りゆう生せいがそう言いながらチラリと視線を向けると、そこにいた部下の一人が小さく頭を下げる。

　体格や物腰からして、執務についての助手ではなく護衛として雇っている男と思われた。

「あら、ゴメンなさいね。明あ日す機き組ぐみを悪く言ったわけじゃないのよ？」

「いえ、事実ですから」

　淡々とした調子で答えて頭を下げる男。

　そんな会話をしながら珠たま江えが怪しい人物の割り出し作業を行っていると、執務室の扉がノックされた。

「……」

　護衛の男達に緊張が走る。

　殺害予定場所にこの部屋が指定されている以上、犯人が武装して直接乗り込んでくる可能性もあった。もっとも、そんな短慮な犯人であれば話はまだ楽だとも考えていたのだが。

「……どうぞ」

　劉りゆう生せいがそう言うと、扉が開かれ、三人の男女が現れた。

　白髪しらがの混じった髪の下で鷹たかのように鋭い目つきをした五十代前後の男と、彼に付き従う大柄な護衛と、眼鏡めがねを掛けた秘書風の女である。

「これはこれは、氷ひ浦うら様。こちらから御ご挨あい拶さつに伺おうと思っていたのですが、御足労頂く形となってしまい申し訳ない」

　慇いん懃ぎんな態度で劉りゆう生せいが頭を下げるが、その言葉の裏側には敬意はなく、『対等な取引相手』としての建前の言葉だという事がありありと滲にじみ出でていた。

　氷ひ浦うらと呼ばれた男もそれを理解しているのか、鼻で軽く笑いながらその挨あい拶さつを黙殺し、自分の言葉を突きつける。

「何かトラブルが起きているようだな」

「そうですねえ。まさか昼の試合と繫つなげて三打席連続ホームランとは。これが四打席連続ともなれば王おう選手に並ぶ大記録ですから、球団経営者としても何かコメントを出さねばと……」

「誤魔化すな。そもそも王貞治おうさだはるの記録は一試合の中での四球を挟まぬ四打席連続本塁打だ。試合をまたいだ四打数なら、もっと人数は増える。それでも偉大な記録である事には違いないが」

「流石さすがは氷ひ浦うら様。野球にもお詳しいのですねえ」

「君が球団経営者のくせに、野球に興味を持たなすぎるだけだろう」

　首をゴキリとならした後、氷ひ浦うらは本題の続きを口にした。

「警備員達が随分慌ただしくなったな」

「ホームランの歓喜で興奮する観客もいますからね」

「誤魔化すなと言った筈はずだ。警備員達が無線を受け取っていたろう？　デパートから我々全員に誕生日ケーキが届いた、とな」

「おや、我々の無線を傍ぼう受じゆしたのは横に置くとして……。食べたかったんですか？　ケーキ。申し訳ございません、もう全て平らげてしまいました」

「あれは爆破予告の隠語だろう？　何が起きているのか言いたまえ。我々の身の安全にも関わる事だ」

　そして、一呼吸置いた後、氷ひ浦うらはただでさえ鋭い目を細めながら問い掛ける。

「……『アレ』の時間を遅らせる事と、何か関係があるのか？」

「なるほど、確かに貴方あなたも当事者ですからね。知っておいた方が良いいのかもしれません。ただ、話を聞いたら一いち蓮れん托たく生しよう。氷ひ浦うら様も舞台から下りられなくなりますので、そのお覚悟を」

「それこそ、何を今さらという話だ」

　鼻を鳴らしながら言う氷ひ浦うらに対し、劉りゆう生せいは芝居がかった調子で両手を広げた。

「ではお話ししましょう。貴方あなた達たちも被害者になりえますし、容疑者でもあるわけですからね」

「容疑者……だと？」

「警察は一切絡からませないと決めたのにこの言葉を使うのはどうかと思うのですが、まあ、私の劇場で起こった事件です。クライムサスペンスの上演と思えば、やはり解わかりやすく貴方あなたの事は『容疑者の一人』と呼称すべきでしょうね」

　回りくどい言い方で挑発する劉りゆう生せいに、親子ほども歳としの離れた氷ひ浦うらが呆あきれたように首を振る。

「相変わらず頭のおかしな男だ。いや……だからこそ、夏なつ瓦がわらグループの幹部でありながら堂々とあんな真ま似ねができるのだろうな」

「自分の枠を超える存在を『頭がおかしい』で済ませるのは思考停止ではありませんか？　自分の常識という範囲を超えた事を実行する相手への敬意が足りない言葉です。貴方あなたはケダモノですか？　氷ひ浦うら乱らん蔵ぞう副県知事」

「抜かせ、若造が」

　副県知事と呼ばれた男──氷ひ浦うらは、傲ごう岸がん不ふ遜そんな劉りゆう生せいの横を通り抜け、来客用の革製ソファーに深く腰をかけた。

「では、話して貰もらおうか。私が何の容疑者なのかを」





♀♂






観客席




「なるほどねえ。副県知事の氷ひ浦うらと懇こん意いにしてる、か」

「さっきＶＩＰルームの映像見たけど、腹心っぽい人だけ連れて観みに来てたよー。この球場のＶＩＰルームってさ、ほら、ここからでも見えるでしょ？　あそこの硝子ガラス張りになってる屋内観戦席なんだけどさ、一試合二〇万もするらしいよ？　まさかあの副知事さん、公費で来てるわけじゃないよね、ヒヒッ」

　ネクが楽しげに笑いながらＶＩＰルームについて語ってると、丁度二回裏が終了したらしく、傍そばの自由席にいた子供達がとてとてと臨いざ也やに駆け寄ってきた。

「臨いざ也やさん！　臨いざ也やさん！　棟むな象かた選手、次もホームラン打つかな！」

「はしゃぎすぎ」

　手足をブンブン振り回して興奮している少年と、それを窘たしなめるように冷静な声をあげる少女。

「遥人はると君とひまりちゃんはさ、ああいうＶＩＰ席で観みてみたいと思うかい？」

　ネクに教えられたＶＩＰルームを指差しながら何気なく聞いた臨いざ也やに、問いかけられた子供達──遥人はるととひまりは、顔を見合わせた後に答えた。

「えー。やだよう。だってあそこ、選手から遠いじゃん！」

「分不相応な席には行きたくない。夏の昼なら……暑いから行きたいかもしれないけど」

「二人とも正直だねえ。ご褒ほう美びに、お小遣いを上げよう。フランクフルトでもかき氷でも、好きな物を買ってくるといい」

　ポケットから財布を取り出し千円札を一枚ずつ子供達に渡す臨いざ也や。

「わあ！　ありがとう臨いざ也やさん！　『サンディさんのアイスクリーム』買ってくるね！」

「……ありがと」

　遥人はるとは跳び上がってはしゃぎながら、ひまりは照れているというよりも訝いぶかしげな目で臨いざ也やを見つめつつ、それぞれ謝礼の言葉を口にした。

　そのまま売店コーナーへと去って行く子供達を見送った後、臨いざ也やは子供達に向けたのと同じ笑顔のまま不穏な話の続きに入る。

「それで？　氷ひ浦うら副知事とどんな繫つながりがあるのかな？」

「ふむう、それこそアイスを前にした幼よう童どうさながらの顔ですなあ」

「確かに情報はアイスと似てるね。アイスは食欲を満たして糖分が脳を活性化させる。オマケにワクワクする。面白い情報もそれと一緒さ。欲を満たして頭が冴さえて、尚なおかつ心を躍らせてくれるんだからね」

　呆あきれたような坐そぞろの声を背に受けながら、臨いざ也やは尚なおも球団経営者の暗部情報を要求した。

「えっとね、氷ひ浦うらだけじゃないよ。色々な財界人や裏社会の人とも懇こん意いにしてるみたい。海外のマフィアが隠かくれ蓑みのにしてる企業の社長なんかとも繫つながりがあるみたいだよー？」

「やるねえ。この状況でネットからそこまで引き出せるのは何人かしか知らないよ。俺の知り合いの中じゃ、君は本州でトップレベルって所だね」

「ダントツで日本一って言って欲しい所だけど、私もそこまで自惚うぬぼれてないよ、キヒヒッ。池いけ袋ぶくろの九つ十く九も屋やとか新にい潟がたのヤツフサとか博多はかたの背番号24番君とかいるからねー。おっと、氷ひ浦うら副知事の過去の脱税情報とかも出て来たけど、これは今は関係なさそうだねー。キヒッ」

　表には決して出ぬであろう情報の数々。

　そもそも、瀧たき岡おか劉りゆう生せいが氷ひ浦うら副知事と懇こん意いにしているという一見不自然ではない関係ですら、一般的には殆ほとんど広まっていない情報だ。

　そんなものから脱税の証拠まで、手持ちのノートパソコンを起点として次から次へと拾い集めるネクの情報収集能力が異常ではあるのだが、こんなものはまだ表層に過ぎないとばかりに、彼女の指は楽しげにキーボードを叩たたき続ける。

「正直、夏なつ瓦がわらグループなんて言ったら『カンディル』内部でも注目されてる大企業だからねー。無駄に敵対したくないからあまり踏み込んでなかったけど、こういう時の為ための土台は過去にいくつも仕込んでたんだよねー……っと」

「本当に気を付けてよね。ああ、でも、いざという時はネクちゃんが全部一人でやらかしたっていう事にするから安心していいよ」

「そりゃいいね。大企業の黒いネタ帳をばらまいた有名人になれるってわけだ。死んじゃえバーカ、バーーーーカ……っと」

　キヒキヒと笑いながらキーを叩たたくネク。

　彼女は現在攻守交代中の球場内で、誰よりも強く興奮している観客だった。

　もっとも、肝心の野球とは関係ない、彼女だけの『ゲーム』を続けた結果だったのだが。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「なるほど。『アレ』が外部に漏れた、というわけか？」

　苦虫を嚙かみ潰したような顔になる氷ひ浦うらに対し、劉りゆう生せいは楽しげに笑う。

「まだ漏れていません。この劇場スタジアムの中で起こっている事なら、まだ内部の些さ事じに過ぎない」

「……何をどうすれば、そこまで自信満々になれるんだ？」

「このサマータイルスタジアムは、３年前に改築した時には既に私の管理下でした。夏なつ瓦がわらグループ本体の口出しは全て弾くか誤魔化しましたよ。あらゆる面で完かん璧ぺきに機能する、私の私による私の為ためだけのスタジアムです。国民の人気を集めるスター選手ですら、このスタジアムの中で競技を行うなら、勝利も敗北も全て私の掌てのひらの上ですから」

　あまりにも当たり前のように語る劉りゆう生せいに不気味なそら恐ろしさを感じつつも、それを顔に出す程に氷ひ浦うらも小物ではなかった。

「……それが可能なら、ホーム戦を全て勝たせればサーペンツは優勝確実なのでは？」

「ああ、私は優勝にはさほど固執はしておりませんので。それに、露骨な八百やお長ちようを感じさせるような演出は、私のプライドに傷がつきます」

「……八百やお長ちようで傷つけるのは選手達のプライドだろう。……まあ、そんな事より、『アレ』の取引は行えるのか？」

「もちろんです。もっとも、犯人がある程度の武力集団だった場合にはその際に襲撃を受けるでしょうが……手口を見るにそれはないでしょうね」

　劉りゆう生せいの言葉を聞くと、氷ひ浦うらは静かに息を吸う。

「犯人の目星は付いているのか？」

「すぐに付きますよ。もう不穏な動きはさせません」

　そう答えながら、劉りゆう生せいは執務机の上に置かれていたリモコンを取り出した。

　ボタンの一つを押すと、『表』と『裏』、双方の警備システムと繫つながったコンピューターのモニター画像が部屋の隅のプロジェクターに映し出される。

「観客席から通路、裏口から球場外の売店と駐車場に至るまで、現在フル稼か働どうで解析を行っております」

　それに補足する形で、妹の珠たま江えが説明を続けた。

「仮にモニターの画像がすり替えられる事があれば即座に探知できるようにシステムを改良しました。相手が最初と同様の手口を使うなら、その瞬間に『犯人』が次に移動する位置を割り出せるでしょうね」

　そして、予告にあった場所を次々と切り替えていく。

　万事異常無しという事を氷ひ浦うらに見せる為ための行動だったのだが、それがまた奇妙な『縁』を引き寄せた。




「折おり原はら……臨いざ也や……？」




「え？」

　唐突に聞こえた固有名詞らしき単語を聞き、珠たま江えが映像を切り替える手を止める。

「今、どなたか何かおっしゃいましたか？」

　氷ひ浦うらの手前、劉りゆう生せいは敬語で室内の全員に問い掛ける。

　だが、おずおずと手を上げたのは、先刻珠たま江えと会話した、元々明あ日す機き組ぐみという暴力団組織に身を置いていたという護衛の男だった。

「申し訳ありません。支配人。見覚えのある顔が車椅子席にあったもので」

「……個人的な知り合いですか？」

　それならば特に気にする事でもなく『偶然とは恐ろしいな』で済む話かもしれないが、彼の出自を考え、劉りゆう生せいは踏み込んだ話をする事にした。

「いえ、前の職場の関係者です」

「詳しく聞こうか？」

　目め出で井い組ぐみ系の明あ日す機き組ぐみとは現在も取引を続けている。

　その明あ日す機き組ぐみの関係者が、劉りゆう生せいの把握の外でこの球場内にいるのならば、それは立派な『有力容疑者』だ。

　元暴力団員の男は、少し迷った後に答える事にした。

「あの、これは古巣の連中には……」

「大丈夫だよ。全てここだけの話だ。君が元の職場の情報を漏らした事なんて伝えたりしないし、そんな事をしても私には一銭の得にもならない」

「ありがとうございます。……いえ、そいつは組員というわけではないんですが……。死んだらしいと聞いていたので、生きていた事に驚きました」

　煮え切らない様子の護衛に対して、劉りゆう生せいは言葉を促し始める。

「そういう個人的な感想は後でいいよ。まず名前は？　オリハラ……なんだっけ？」

「折おり原はら臨いざ也やです。臨海学校の臨に也なりと書いて臨いざ也や。普通は読まない特殊な読み方ですね。池いけ袋ぶくろや新しん宿じゆくの辺りで情報屋をやっていた男です」

「情報屋？」

　眉を顰ひそめる劉りゆう生せい。

　彼も情報屋の存在ぐらいは知っている。

　だが、それらは興信所に勤める男やキャバクラのホステス、あるいは不良警官などが小遣い稼ぎに新聞記者や警官の子飼いとして情報を売り買いする者達の事だ。

「ホストか何かか？　確かにそんな雰囲気はあるが……」

「いえ、文字通り、『情報屋』なんです。劉りゆう生せいさんのイメージしている情報屋達を統括しているといえば解わかりやすいでしょうか。街のあちこちから情報を集めて、それを他者に高値で売る事を専門としていました」

「なるほど、街の噂うわさ話ばなしにも仲買人ブローカーが生まれる時代か。明あ日す機き組ぐみが使っていたという事は、相当な遣やり手てとみるべきか」

　車椅子専用スペースにいる男の姿を観みて、先刻珠たま江えが注目していた男だと思い出す。

「なるほど、確かに奇妙な空気を感じる男だったが……。情報のやり取りを食くい扶ぶ持ちにしている男が、執事と高級車椅子とは。随分と羽振りがいいな」

「はい、インサイダー情報もかなりやり取りしていましたから、奴やつ自身も株で相当に儲もうけたのではないかと。ですが、姿を消す前は、暫しばらくうちと折り合いの悪かった粟あわ楠くす会かいとやり取りしていましたね。池いけ袋ぶくろで地元のチンピラだか外国人だかと揉もめ事ごとを起こして、殴り殺されたか刺し殺されたという噂うわさを聞いていたのですが……」

「ふむ。車椅子という所を見ると、その揉もめ事ごとで脊せき髄ずいかどこかを痛めたとみるべきかな。……だが、粟あわ楠くす会か。粟あわ楠くす会かいね……なるほどなるほど！　繫つながって来たじゃあないか！」

　パン、と両手を打ち鳴らし、劉りゆう生せいは双そう眸ぼうをギラつかせながら言った。

「目め出で井い組ぐみ傘さん下かでも上位団体にあたる粟あわ楠くす会かいなら、『アレ』の情報を摑つかんでいたとしても不思議じゃあない。明あ日す機き組ぐみとライバル関係にあるなら尚なお更さらだ。子飼いの情報屋を利用して、まずは脅しをかけ、上う手まく行けば利権の全てを奪い、ダメでも『バラされたくなければ利権に加えろ』と言ってくる腹づもりかもしれない」

「えッ」

「だとすると話は簡単だな。何も予告の場所で行われる殺人事件は、必ずしも成功する必要はない。あの車椅子用スペースにいる情報屋が、自分の腹でも斬り付けて『刺された』と叫べば客席はパニック、粟あわ楠くす会かいから私に対する脅しとしては充分だろうな。最初に殺した雨あま木ぎの死体処理の件をネタに強ゆ請するのも、粟あわ楠くすほどの力があるなら可能だろうよ」

「あ、いえ、あの……まだそうだと決まったわけでは」

　元明あ日す機き組ぐみの護衛が、慌てて劉りゆう生せいの推測に水を差す。

　明あ日す機き組ぐみと粟あわ楠くす会かいは、目め出で井い組ぐみが角かど川かわ會かいというより大きな組織に再編された今でも、折り合いは決して良いものとは言えなかった。

　そこで『粟あわ楠くすが明あ日す機きの利権を奪おうとした』などという噂うわさが流れたりした日には、抗争が起こってもおかしくない状況である。

　自分の迂う闊かつな一言で抗争が始まっては堪たまったものではないと、護衛の男はこめかみに冷や汗を滲にじませていた。

「ああ、安心してくれたまえ。短慮ではない。私はそこまで短慮ではないさ。あくまで全ては仮の話だよ。ただ、もしも本当に粟あわ楠くす会かいが子飼いの情報屋を使って私をどうにかできると思っているなら……。ハハ、まあ、そこまで舐なめられているのなら……」

　劉りゆう生せいは笑顔のまま何度も頷うなずき──

　次の瞬間、机の上にあるガラスの灰皿を己の拳で叩たたき割わった。

「私の劇場を荒らした罪は償って貰もらう」

　ゴクリと息を吞のむ周囲の面々を前に、手から血をダラダラと流す劉りゆう生せいは、爽さわやかな笑顔のまま口を開いた。

「まず、その情報屋はこの球場から出る事ができなくなるだろう。……永遠にな」




　劉りゆう生せいの言葉から放たれる不穏な殺気によって緊迫した空気が流れる中、氷ひ浦うらはゆっくりと立ち上がり、溜ため息いきを吐きながら口を開いた。

「まあいいさ。我々も『被害者』にはなりたくないのでな。こちらも独自に動かせて貰もらうぞ」

「おや、どうなさるおつもりですか、氷ひ浦うら副知事」

　慇いん懃ぎんに『副知事』という役職名を付け加えた劉りゆう生せいを忌いま々いましげに睨にらみながら、氷ひ浦うらは当てつけるように答える。




「私も独自に事件解決に向けて動くだけだ。その情報屋に接触してな」





♀♂






売店前




　黛まゆずみ彩いろ葉はは、『第三調査部』の一員である。

　普段はビールの売り子として球場で働いている女性であり、ショートヘアの割に長い前髪で片目を隠したままビールを売り歩くその姿は、球場の常連の一部には『何か謎めいていて良い』と謎の高評価を受けている。

　だが、裏の顔は、劉りゆう生せいの指示の元で非合法な事を平気で行う球団会社の汚れ仕事担当であり、何か球場回りでトラブルが起こった時に、あまり円滑ではない方法で解決する為ための人員である。

　彼女は現在、警備部と連携して不審者の警護に当たっている。

　警備部の面々とは違い、彼女達には特殊な暗号で大まかな事情は伝わっていた。

　その上で、基本的に警備部のトップである不ふ藤どうの指示に従いながら球場を警戒していたのだが、今しがた、彼女を名指しで新たな指示が下された。

　──『車椅子専用スペースにいる、老人連れの黒い服の男。オリハライザヤというその人物に対して最大限の警戒をするように』

　確かに、彼女が現在ビールを売り歩いているのは、車椅子専用スペースとはさほど離れていない場所だ。

　彩いろ葉はがチラリと視線を向けると、そこには与えられた情報通り、黒い服を纏まとった男が執事風の老人の前で車椅子に座っている、

「────ッ」

　刹那、彩いろ葉はの全身を怖おぞ気けが走る。

　これまで何度も非合法な仕事をしてきた彩いろ葉はだが、時には命のやり取りをしてきた事もあり、映画や劇画で見るような『殺し屋』とでもいうべきプロとも何度も顔を合わせていた。

　そんな彼女の経験が、その男と老人を見た瞬間に身体からだ中に警報を鳴り響かせる。

　あの二人は、マズい。

　若い男が周囲を見回す目つきからも不気味でおぞましい何かを感じるが、それよりも老人の方が異常だった。

　周囲を射殺すような殺気や威圧感を放っているわけではない。

　逆に、周りの空気に溶け込むような穏やかさを感じる程なのだが、それでいて立ち振る舞いからは全くと言って良いほど隙が無かった。

　がら空きの背中なども、まるで『こちらへどうぞ』と誘っているかのような危険な空気が滲にじみ出でており、彼女は小さく息を吞のんだ。

　──まいったなあ。

　──もしもあの二人を拉ら致ちしろとか言われても、私には無理だ。

　──あのお爺じいちゃん、多分無茶苦茶強いし。

　──第三調査部が武器を揃そろえて総掛かりなら……。

　──……。

　──あれ？　うそ？　それでも負ける？

　頭の中でシミュレーションをするが、最悪の結果しか導き出されない。

　いや、自分の勘が鈍っているだけだ。あの老人がそこまで強いかも確実ではないのだから。

　そんな風に自分に言い聞かせて、彼女は静かに歩を進める。

　売り子として彼らに近づき、自分の目が正しいかどうかを確かめる為ために。

　だが──

　老人に対して警戒し過ぎていた為ためだろうか。売店の方から走ってきた少年の存在に気付かず、その道を塞いでしまった。

　ドン、と軽い衝撃が走り。振り返ると、そこではアイスを落とした少年が目を丸くしてアイスクリームを見つめていた。

「あ……あ……」

「慌てて走るからよ、ドジね」

　泣きそうな顔をする少年を見て、彩いろ葉はは営業スマイルを浮かべて身を屈かがめる。




　前を見ずに走っていた遥人はるとは、軽い衝撃と共に自分が買ったばかりのアイスが地面に落ちるのを目まの当たりにした。

　呆ぼう然ぜんとした後に状況を理解して目に涙をにじませていると、その『球場でお酒を売っているお姉さん』が声を掛けてくる。

「大丈夫だった、僕！」

　少年と視線の高さを合わせながら言うその女性に見つめられ、遥人はるとはこぼれ落ちかけていた涙を無理矢理止めた。

「ごめんなさいね、お姉さん、周りをよく見てなかったから……。大丈夫、ついてきて！」

「え？」

　きょとんとした顔で手を引かれる遥人はると。

　アイスの売店まで連れて行かれると、彼女が売店の店員に告げる。

「すみません、私の不注意でぶつかっちゃって……。この子に、同じ商品をお願いします！」

「はいはい。黛まゆずみちゃんが人とぶつかるなんて珍しいねえ」

　売店にいた年配の女性はそんな事を言いつつ、遥人はるとが先刻買ったのと同じアイスを用意してくれた。

「はい、今度はお互いに気を付けようね！」

「あの、お金……」

「いいよ、野球場の支配人さんからのサービスだから、受け取って！」

　遥人はるとは知らない人からモノを貰もらうという事にオロオロとしていたようだが、追いついてきたひまりが『……貰もらっておきなさい』と言った瞬間に目を耀かがやかせ、無邪気な笑顔で御お辞じ儀ぎする。

「ふわぁ！　お姉ちゃん！　ありがとう！」




　子供の顔に笑顔が戻ったのを見て、彩いろ葉ははホッと安あん堵どする。

　彼女が口にした『支配人さんからのサービスだから』というのは、彼女が咄とつ嗟さに思いついたフレーズではなく、支配人の瀧たき岡おか劉りゆう生せい自らが考案して球場スタッフに遵じゆん守しゆさせているマニュアルだった。

　観客に『太っ腹な支配人』というイメージを植え付けたいのか知らないが、実際に支配人は観客へのサービスに資金は惜しまない。

　だが、それが観客達を操る為ための餌に過ぎないという事もスタッフは皆理解していた。

　支配人である劉りゆう生せいの外そと面づらと本性の違いまで理解しているのは、腹心の面々や第三調査部といった極一部だけだろうが、球場で働く一般職員達も、なんとなくその澱よどんだ空気は察している。

　このサマータイルスタジアムは、観客の為ために作られた楽園ではなく、瀧たき岡おか劉りゆう生せいという独裁者が取り仕切る王国なのだと。

　そんな独裁者の仕事で汚れ仕事をやるのはまだ良いいが、人気取りにまで協力するのは面倒だと思いつつも、彩いろ葉はは笑顔で少年を見送って床に落ちた方のアイスの掃除に戻ろうとした。

　だが、その少年が隣の少女との会話で発した言葉が、彩いろ葉はの心を引き留める。

「まったく、あんたは本当に子供ね。アイス一つではしゃいじゃって」

「うー、だって、三段重ねのアイスなんて初めてだから、溶けないうちに臨いざ也やさんに見せなきゃと思って……」

　──……。

　──……イザヤ？

　つい先刻、独自の通信網で伝えられた固有名詞と、今しがた少年の口から吐き出された名前が一致した。

　彩いろ葉はが少年の背に視線を向けると、彼は歩いたままの少女を置いて一直線に走り去っていく。

　先刻、凄すさまじい怖おぞ気けを感じた車椅子の男と老人の元へと。




　黛まゆずみ彩いろ葉はは、まだ気付いていなかった。

　自分がここで少年と接触した事が、少し後に様々な人間の運命を決定づけたという事に。

　そして、自分自身の運命もこの時点で一八〇度ねじ曲がってしまったという事も。




　困惑する彼女は、車椅子の男と、彼の元に辿たどりついて笑っている少年を見比べながら思わず呟つぶやきを漏らしてしまう。

「オリハライザヤ……一体、どういう奴やつなの？」

　もっとも、ほぼ同時に三回の表が始まった事により、会場の熱狂によって彼女の呟つぶやきは誰にも聞かれる事なく搔かき消けされてしまったのだが。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「……子供？」

　スクリーン上に映し出された車椅子専用スペースの映像を見て、劉りゆう生せいは僅わずかに眉を顰ひそめた。

　車椅子の男の元に、小学生ぐらいの男子が走り寄り、楽しげに何かを話している。

　そして、少し遅れて同年代と思おぼしき少女も現れ、こちらは老人の方と何か会話をしているようだった。

「……何かのカモフラージュかしらね？」

「いや、あの子供達を仲間との連絡に利用しているのかもしれない、監視は続けろ」

「解わかったわ、兄さん」

　そう答える珠たま江えは、モニター上に映るもう一人に注目する。

　ノートパソコンに向かって何かをしている、ゴスロリパンク風のファッションをした眼鏡めがねの女性だ。

「……あれも折おり原はら臨いざ也やの身内？」

　野球が始まっているにも関わらず、パソコンをせっせと動かしている。

　折おり原はら臨いざ也やと会話しているようにも思えるが、顔を殆ほとんど臨いざ也やの方に向けないのでハッキリとは解わからなかった。

　パソコンを利用しているという事は、現在ネットワークに侵入している『蟲むし』は彼女なのだろうか。

　──だとすれば……。

　珠たま江えは僅わずかに歯は嚙がみする。

　自分もそれなりに情報を司つかさどる側の人間として腕はあるつもりだった。

　しかしながら、仮に現在監視カメラ網に入り込んでいるハッカーが彼女だとするならば、その腕前は自分を遥はるかに超えている。

　折おり原はら臨いざ也やが彼女を仕込んだのか、それとも元から凄すご腕うでだった人間を雇い入れたのか。

　どちらかは与あずかり知らぬ所だが、少なくとも決して油断してはならない相手だという事を念頭に置き、珠たま江えは不敵な笑みを浮かべる。

　──まあいいわ。

　──貴方あなた達がどういうつもりで私達に喧けん嘩かを売ってきたのかは知らないけれど……。

　──最後に勝つのは、総合的な力が上回る方だって教えてあげる。




　珠たま江えがそんな事を考えていると、モニターの車椅子席に動きがあった。

　それを見た劉りゆう生せいが、眉を顰ひそめながら呟つぶやきを漏らす。

「本当に接触する気か？」

　折おり原はら臨いざ也や達を映している画面の端に現れたのは、一イニング前までこの執務室にいた、氷ひ浦うらのボディーガードと秘書の二人だ。

「まあ、ここはお手並み拝見と行くとしよう」

　歩調を合わせて車椅子の青年に近づいて行く彼らを観みて、劉りゆう生せいは氷ひ浦うらの行動を浅慮と捉えつつも、心中では自分の身の振り方を考え始める。

　場合によっては、自らも動く必要があるだろうと。




　折おり原はら臨いざ也やが、事件に全く関係ない、ただ偶然この球場に居合わせただけの異物だとも気付かぬまま。

　彼らの運命を司つかさどる白球は、ゆっくりとファールライン上を転がり続ける。





♀♂






某国道　タクシー内




「それでね！　私は言ってやったの！　『南な無む三さん！』って！」




　個人タクシーの中に、楽しげな女性の声が響き渡っていた。

「ああ、でも、これ、受け売りなのよね。日本に観光に来てたアメリカ人のカップルから教えて貰もらって真ま似ねしたの！」

「は、はあ……」

　タクシーの運転手は、愛想あいそ笑わらいを浮かべながら、助手席に座る美女の会話に相あい槌づちをうつ。

　だが、彼は客の話を聞き流しており、内容はさっぱり理解していなかった。

　彼の視線と意識はバックミラーに映る後部座席の男に向けられている。

　あまりの巨体の為ために、身体からだを折り曲げるようにして後部座席に座る大男だ。

　顔に巻いた黒い包帯やら、その間に覗のぞく疵きず痕あとやギョロリとした目などを見ると、幽霊でも乗せた方がマシだったのではという気になってくる。

　しかし、運転手にとって何よりも奇妙だったのは、その怪物めいた男に気軽な調子で語りかける助手席の美女だった。

　怖くないのか、あるいは慣れは全てを凌りよう駕がするのかと首を傾かしげるが、『実は後部座席の巨漢が見た目だけ怖くて優しい男』とは想像しない。

　そして、実際にそのように想像したとしても、大きな間違いではあるのだが。




　包帯の男──臼うす原ばらは、フランケンシュタインの怪物よろしく、その圧倒的な怪力と耐久性で人間も含めて数あま多たのものを破壊してきた壊し屋である。

　基本的に破壊以外でのコミュニケーションを知らず、それ以外に誰かの役に立つ方法を知らず、それが彼の雇い主からは喜ばれてきた。

　およそ喧けん嘩かにも殺し合いにも負けた事はなく、武ぶ野の倉くらという鉱山都市の中でも自他共に認める『無敵の男』として君臨していたのだが──その都市自体が破壊された日、彼は初めて敗北を知る。

　坐そぞろ傳でん助すけと、折おり原はら臨いざ也や。

　彼らの手でいいように弄もてあそばれた臼うす原ばらは、自分のアイデンティティーを取り戻す為ために、激しい憤ふん怒ぬを伴って臨いざ也やと坐そぞろを叩たたき潰すと決めていた。

　決めていたのだが──




「いい、アユミちゃん！　球場には子供や家族連れの人もいっぱいいるんだからね！　周りに迷惑が掛かる所で喧けん嘩かしちゃだめだからね！」

　彼は現在、別種の敗北感を覚えつつある。

　武ぶ野の倉くら市でとある爆弾事件が起きた際、臼うす原ばらは犯人である女性から起爆スイッチを奪い取るという功績を挙げている。

　功績と言えば功績なのだが、直前に起きたトラブルで完全に頭に来ていた為ため、前後の事を臼うす原ばら本人はよく覚えていなかった。

　だが、起爆スイッチを奪った際に相手の腕の骨を折り骨折させた事から、話の顚てん末まつを聞いた義母、ユウキからは散々に説教をされてしまったのである。

　──「爆弾があるっていうすっごい緊急事態だから、女の子に怪け我がをさせた事はとやかく言わないよ？　でもね、その後に周りの人の迷惑を考えないで喧けん嘩かをして、怪け我がした女の子をほっぽらかしっていうのはどういう事なの!?　その折おり原はら君って子も悪いけど、アユミちゃんもしっかり反省しないとダメなんだからね！」

　臼うす原ばらからすれば記憶にないのだが、どんな理由があろうと、別段鍛えてもいない、か弱い女性の腕の骨を折った挙げ句に叩たたきのめしたという事自体が彼の中では恥だった。

　普段から彼は、雇い主だった阿あ多だ村むらという男から『喧けん嘩かをしたこともないような一般人やランドセル背負ったガキを殴るような真ま似ねだけはするな。俺はやるかもしれんが、お前はやるな。弱いを通り越して抵抗すらしないヤツらを叩たたき潰すのは、いずれ歪ゆがんだ快楽になる。それは、お前の暴力の切れ味を鈍らせる』と言われ続け、それを守ってきたつもりだったのである。

　彼にとって、自分をまともに人間扱いしてくれたのは、既に亡なくなった父親と、その阿あ多だ村むらという雇い主。そして、今タクシーに同乗している義理の母親だけだ。

　そうした事もあり、臼うす原ばらなりの薄い倫理観の中で、彼女は逆らえぬ存在であるのだが──




「でも、さっきテレビでファールボールを取ってたお爺じいさんっていうのは、アユミちゃんと同じぐらい強いんだよね？」

　母親の問い掛けに対し、臼うす原ばらは少し考えた後、『自分より』ではなく『同じぐらい』なら許容できると判断して頷うなずいた。

　すると彼女は、満面の笑みで頷うなずき、子供のように無邪気な調子で答えた。

「じゃあ、本気を出してもいいんじゃないかな？　ええと、私がその二人に文句を言ったら、あとは広いところでノビノビと喧けん嘩かの続きをして……」

　臼うす原ばらは、このタクシーの中での義母とのやり取りの中で、段々と気付き始めていた。

　このユウキという名の義母は、脳のう味噌みそのネジが少し所ではなく、大量に外れてしまっているのではないかという事に。




「それで、最後は握手して仲直りだね！　みんなで鍋でも食べに行こっか！」













間章　折原臨也ってどんな人？　（ひまり編）







　どうしたの、磯いそ坂ざかさん。

　磯いそ坂ざかさんから話しかけてくるなんて珍しいけど、ロリコンの気とかは無い人だったよね？

　……冗談よ。そんなに嫌な顔しないで。

　それで、何の用？

　……折おり原はら臨いざ也やの事をどう思ってるかって？

　そんなの、憎いに決まってる。

　あいつが私のお父さんを唆そそのかさなければ……。

　ううん、この話はもういいです。終わった事ですから。

　遥人はるとは、あいつに心酔してる。

　洗脳されてるって言った方がいいですよね。

　折おり原はら臨いざ也やは、悪人とか善人とか、そういう話で纏まとめられる人じゃないですよね。

　ただの、迷惑。

　歩く迷惑、喋しやべる迷惑、生きた迷惑。

　いるだけで周りの人間をひどい目に遭わせる、どうしようもない存在だと思う。

　たまにいい事をするって磯いそ坂ざかさんは言うけど、それは、誰か別の人の不幸がたまたま誰かの幸せになったっていうだけですよね。

　だから、台風と同じ、竜巻と同じ、雷と同じ、地震と同じ。

　逆らう事なんてできないから、ただ、そっとやり過ごすしかない。

　……そう思ってた。

　でも、聞いたの。

　美み影かげさんっていう人と木き根ねさんっていう人から。

　折おり原はら臨いざ也やが、昔負けた事があるって。

　だから、池いけ袋ぶくろから逃げ出したんだって。

　車椅子になるほどの大おお怪け我がをしたのもその時だって聞いたの。

　私、最初は信じられなかった。

　折おり原はら臨いざ也やを、なんとかする人間がいるなんて。

　折おり原はら臨いざ也やも、人間だったんだって。

　だから、私は諦めない事にした。

　あいつの傍そばで、あいつを覚えるの。

　折おり原はら臨いざ也やに、私はなる。

　折おり原はら臨いざ也や以上に、折おり原はら臨いざ也やになる。

　そうすれば、あいつをきっと出し抜けるから。

　あいつから、きっと遥人はるとを元に戻せるから。

　きっと、家族を、きっと、また、母さんと、父さん……と……




　ごめんなさい。いないのに。

　もういないのに。

　折おり原はら臨いざ也やなんて嫌い。

　磯いそ坂ざかさんやネクさん達は嫌いじゃないけど、普段は好きだけど、折おり原はら臨いざ也やと仕事してる時の二人は嫌い。

　私は、あんな奴やつの世話になってる私が大嫌い。

　でも、遥人はるとは嫌いになれない。なれない。

　ごめん、磯いそ坂ざかさん。

　私、もう行くね？




　磯いそ坂ざかさんは、女の子の泣き顔を見て喜ぶような危ない人じゃないでしょう？







[image: 三章　試合一時中断]






















観客席




「折おり原はら臨いざ也やさんですね」

　眼鏡めがねをかけた、秘書というイメージをそのまま現実に具現化させたような女が、車椅子スペースで遥人はると達と話していた臨いざ也やに声をかけてきた。

　今回、折おり原はら臨いざ也やがこの球場に来たのは、全くの偶然である。

　チケットを渡されはしたものの、それは日にちに関係なく入れる自由席用の招待券であり、実際直前まで今日のデーゲームにするかナイトゲームにするか迷っていた程だ。

　それなのに『臨いざ也や』という名前を知っているという事は、彼らが何らかの形で試合開始となってからこちらの情報を知ったという事になる。

　考えられる要素があるとすれば、当然ながらネクが無線式の監視カメラネットワークをハッキングした事だ。

　坐そぞろは警戒し、ネクは『自分が何かミスをしたか？　いや、そんな筈はずはない』と内心で自問自答している中、臨いざ也やは車椅子の上で首を僅わずかに曲げ、不敵な視線を秘書風の女に送りながら言葉を紡つむぐ。

「おや、凄すごいですね。もう俺の名前まで調べてくるなんて。ですがこちらは不勉強なものでして、貴女方あなたがたの名前も立場も存じ上げません」

　この上なく『いけしゃあしゃあ』という単語がしっくりくる態度で、相手の質問に質問を返した。

「それで？　氷ひ浦うら副知事と瀧たき岡おか劉りゆう生せい支配人。どちらからのお呼び出しですか？」




　彼の言葉を聞いた秘書風の女は、ピクリと身体からだを固まらせる。

　だが、それは一瞬の事であり、駆け引きは泥沼になると判断したのか、すぐに気を取り直して正直に告げた。

「氷ひ浦うら副知事が、臨いざ也や様を食事にお誘いしたいと」

　それを聞いた臨いざ也やは、にまり、と、絡からみ付つくような笑いを浮かべながら返答する。

「いいですよ。丁度私もお腹なかが空いていた所ですから」

　そして、少し離れて他人のフリをしようとしていた老人の方に向き直り、楽しげな声を人々の歓声の合間に響かせた。

「坐そぞろさーん！　坐そぞろさんもお腹なか空いてるよねえ？」

　呼びかけるような声に対し、坐そぞろは心底嫌そうに眉を顰ひそめたが、臨いざ也やは『逃がさない』とばかりに言葉を続ける。

「赤の他人に車椅子を押してもらうのも悪いからさぁ、どっちにしろ押すのをお願いするよ」

「やれやれ、その車椅子には自走機能がついていると記憶しておりますがなあ？　海外の最高級品を更に弄いじった特注品だと、散々自慢していた筈はずでは？」

「バッテリーを節約する為ためさ」

　打者が長打を放ったらしく、不意に球場内が歓声に沸いた。

　その人々の熱狂を背に、臨いざ也やは声が搔かき消けされるのも構わずに言葉を紡つむぐ。

「試合と一緒だよ。一手先には、何が起こるか解わからないからね」




「それが、人生って奴やつじゃあないかな」





♀♂






　──あれは……。

　彩いろ葉はの目には、秘書風の女とガタイの良いい男の二人組が、折おり原はら臨いざ也やに接触している光景が見える。

　──確か、氷ひ浦うら副知事の。

　雇い主である男と裏で繫つながっている政治家の秘書と護衛が、一体なぜこちらの監視対象と？

　いや、関係者だからこそ監視対象になったのだろうか。

　そんな事を考えながら観察していると、少し離れた場所から赤ら顔の観客の声が響いた。

「おーい、姉ちゃん。ビール一杯！」

「あッ……はい！　かしこまりました！」

　即座に営業スマイルに切り替えて、背中に装着した携帯用ビールサーバーから自由席の観客にビールを注ぐ。

　そして、代金を受け取ると、その場を離れながら小声で無線機に囁ささやいた。




「こちらＢの３２。対象は、ＶＩＰ席の御客様と接触しています」





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




　現在はブラインドで覆われているが、執務室の窓からもスタジアム上での試合は観戦できる。

　だが、外から覗のぞかれてはマズいことも多い為ために、そのブラインドが開く事は滅多になかった。

　そんなブラインドの隙間を指で広げ、劉りゆう生せいは観客席の一部に視線を向ける。

「肉眼では解わからんな。視力も鍛えておくべきだったか」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う劉りゆう生せいの後ろで、球場内の隠しカメラのデータを解析し続けていた珠たま江えが納得したように頷うなずいた。

「やっぱり、あの老人と子供達は折おり原はら臨いざ也やの同行者みたいね」

　チケット入場口のカメラの録画映像には、車椅子を押す少年と、その横に立つ少女。そして少し前を歩く老人が纏まとめて入場する姿が映し出されている。

「あのノートパソコンの女は……。だいぶ遅れて入場してるわね」

「その遅れてる間に、こちらの防犯カメラを弄いじっていたという事か？」

「弄いじられたのはもっと前ね。半日ぐらい映像が差し替わってる」

「すると、実行犯がその女という可能性も？」

　淡々と尋ねる劉りゆう生せいに、珠たま江えは静かに首を振った。

「それは何とも言えないわね。第一、雨あま木ぎさんは今日は本来オフだったわけだし……死亡推定時刻が分かれば絞り込めるけど、もう無理でしょう？」

「ああ、完全に溶けるのには時間がかかるがな」

　すると、劉りゆう生せいはふと思いついたように雑談めいたことを口にし始める。

「ところで、今となってはメジャーとなった死体を溶かす方法だが、ドラマなどで使われている薬品では、実際に最適と言われる薬品群よりは効果が薄いと知っていたか？」

「あら、ドラマはあまり見ないから知らなかったわ」

「クロロホルムを顔に当てると相手が眠る、などという迷信と一緒だ。万が一真ま似ねしたバカが必ず失敗するように罠わなを仕込んでいるんだ。愚かな犯罪者どもはそれに踊らされて悲劇の道を歩むというわけさ。作り手側が用意した台本通りにな」

　ブラインドから離れ、モニターに映る監視カメラの映像群を見ながら劉りゆう生せいは更に続けた。

「単なるドラマの視聴者だった存在が、自分がその情報を支配したと勘違いして逆に踊らされているわけだ。実に滑こつ稽けいで哀れな事だが、仕方がない。踊らされる者と踊らせる者の間には、最初から明確な線引きがあるのだから」

　周囲の男達も、妹である珠たま江えも、妙にテンションの上がっている兄に対して何も答えない。

　導入こそ違ったものの、ここから先は、彼らが何度も聞いている内容になると理解していたからだ。

「その線引きとは何か？　そう、敬意だ！　だが、何に対する敬意が足りないのか理解していない奴やつらが多い！　多すぎる！　これほど明確な答えは無いというのに！」

　芝居がかった口調で、大仰に部屋の中を歩き回る劉りゆう生せい。

　明らかに異常なテンションなのだが、既に慣れっことなっている妹や護衛達はさして気にした様子もなく劉りゆう生せいの叫びを聞き続けた。

「観衆へのトリックを仕込んだ監督や脚本家への敬意か？　あるいは原作を書いた小説家や漫画家への敬意か？　あるいは金を出したスポンサーへの敬意か？」

　ダン、と足を踏みならしながらこの球場の『支配者』である男は叫ぶ。

「違う！　違う！　どれも違う！」

　そして、自分自身と、自分が立つ『場』そのものに言い聞かせるように断言した。

「敬意を払うべき相手は、劇場だ」

　そのまま執務机に両手をつき、スクリーンに投影された監視カメラの映像を睨ねめ付つけながら尚なおも言葉を並べ続ける。

「文章が綴つづられた紙の束。テレビ画面の枠の中。感動と炎上を繰り返すインターネットという情報網。歌声が響く野外ステージとその周囲に広がる林。試合という名のドラマが繰り広げられているスタジアム！」

　感極まったのか、両腕を大きく広げて天井に向かって叫んだ。

「我々が人生という悲喜劇を踊れるのは、全て劇場という舞台があってこそだ！　人生が美しくなるのは舞台に合わせた演出があってこそだ！　地球だの世界だの人間社会だのは、所しよ詮せんは土台だ！　劇場を建てる為ための土台に過ぎない。その上に建つ明確な目的を持って生み出された空間こそが人に幸福を与える事ができる！　そうだろう？」

「そうね、その通りよ兄さん」

　珠たま江えはそう答えるが、声に深い感動の色はない。

　護衛の男達も、皆顔を見合わせている。




　彼らの純粋な感想は、

　──やっぱり、支配人はどうかしてるな。

　というストレートなものだった。

　しかし、口に出す者はいない。

　芝居がかってはいるが決して演技などではなく、素であのような言葉を吐き出す男が自分達の雇い主だと考えると辟へき易えきするが、同時に彼らは知っている。

　このようにピーキーな性格をしているからこそ、彼は堂々と悪事にも手を染め、曲くせ者ものひしめく夏なつ瓦がわらグループの中で頭とう角かくを現したのだと。

　だが、同時に劉りゆう生せいを知る者達は不安を感じていた。

　彼は自分を支配者だと信じて疑っていない。

　その自信に裏打ちされた行動力が彼の武器であるのだが、劉りゆう生せいの野心にはブレーキがない。

　いずれ、馬力だけでは突破できない壁か崖が目の前に広がった時に、とてつもない大惨事が起こるのは必然だろうと思われた。




　だが、劉りゆう生せい自身の目に不安の色は欠片かけらもない。

　彼の瞳を輝かせるのは、『敵』への憎ぞう悪おと、自分がスタジアムという『劇場』の絶対支配者であるというプライドだ。

　そして彼は、モニターの画面を氷ひ浦うらがいるＶＩＰルーム内部のカメラ映像へと切り替える。

　音も拾えるようにしてある特別製であり、壁の絵や天井のスプリンクラーに仕掛けられている為ため、一見すると来客は『この部屋は完全なプライベートルームだ』と勘違いする形となっていた。

　内部の会話も綺き麗れいに拾えるようになっており、本来ＶＩＰルームには有ってはならない類のものである。

　しかし、劉りゆう生せいは『この劇場と、特別な来客に敬意があればこそだ』と全てのＶＩＰルームに同じようなカメラを仕掛けていた。

　一体彼の中で『敬意』という言葉の意味がどのような化学変化を遂げているのか、独自の価値観のまま独裁を続ける劉りゆう生せいに逆らえる者はいない。

　彼らは、理解しているからだ。

　その独裁者がこのサマータイルスタジアムという『劇場』を生み出すまでの間に、自分達もかなりの汚れ仕事をして、その利益を享きよう受じゆしてしまっている。故に、彼を裏切る事は自分達の首を絞める事に他ならないという事を。

　比較的緩やかに坂道を登っていた時代から、配下に『首輪』を嵌はめていた男は、今やその枷かせ同士を結ぶ鎖を土台として巨大なスタジアムを造り出すに至った。

　そして、野望のままに自分の『劇場』を増築すべく──彼は更なる深しん淵えんを覗のぞき込こみ、全てのものを利用しようとしていた。




　相手もこちらを見返している事など、とうに理解した上で。





♀♂






ＶＩＰルーム




「最初に言っておくが、この部屋は恐らく瀧たき岡おか君に監視されている。そのつもりで喋しやべる事をオススメするよ」




　名乗るよりも先に、氷ひ浦うら乱らん蔵ぞう副知事はそんな言葉を口にした。

　車椅子に座った男は、そんな言葉に対して不敵な笑みを返す。

「ええ、存じ上げています。あの額の裏に一つと、天井にあるスプリンクラーには全部一つずつ付けている感じですね。スプリンクラーの方には集音器もつけていますから、確かに今こうして交わしている会話も、瀧たき岡おか支配人には筒抜けでしょうね」

　不敵な笑みと共に、車椅子の男は『監視カメラの位置は分かっている』と、すなわち『公にはできない側の球場監視システムに介入した』という意図の言葉を伝えた。

　──全部理解した上でのこのこと敵陣に飛び込んでくるとは、何を考えている？

　──何か交渉できる立場のつもりか？

「それで？　お互いに自己紹介の必要は無さそうだが……。まず、どういうつもりなのか聞こうじゃないか。オリハライザヤ君。君の目的はなんだ？」

　探るように問う氷ひ浦うらに、車椅子の青年は嘲ちよう笑しよう気ぎ味みの笑顔を漏らしながら告げた。

「もちろん食事ですよ。そういう話でこの部屋に誘われたわけですから。まさか、副知事ともあろう方が客人一人を呼びつけるのに噓うそをつくなんて考えられませんからね」

「……生意気な若造だな。瀧たき岡おかと良い勝負か」

「こんな素晴らしいスタジアムを支配している球団経営者と比べられるなんて、光栄ですね」

「いいだろう。ここは料理をシェフに作らせる事ができる。届くまで時間はかかるが、ゆっくりと味わうがいいさ」





♀♂






スタッフ用通路




　緊急の呼び出しを受けた黛まゆずみ彩いろ葉はは、ビールサーバーの中身が切れたというていで観客席から離れ、観客の入り込めないスタッフ達の専用スペースへと戻ってきていた。

　彼女が特殊な立場だということはビール販売部門のチーフは理解しているため、彼女がビールサーバーを置いて去ってもチラリと視線を向けるだけで特に口を出すことはない。

　ただ、『ああ、また何か難癖をつけて暴れるような厄介な客が出たのだろう』とだけ考え、我関せずとばかりに自分の仕事に集中し、彩いろ葉はが担当していた区画にさりげなく他の売り子を回すように連絡を回した。

　この球場の裏にあるきな臭さを気付いている者達も、そこをわざわざ覗のぞき込こむ真ま似ねはしない。

　自分の安あん寧ねいの為ために、彼らは自らに与えられた仕事を熟こなすだけだった。

　流石さすがに、彩いろ葉はが人の失しつ踪そうや死体処理などといったレベルの事象に関わっているとまでは気付いていなかったのだが。




　──最悪、あのオリハライザヤって奴やつを始末する事になるのかな。

　バックヤードを足早に歩きながら、彼女は小さく息を吐く。

　過去に『第三調査部』が殺人や拉ら致ちを行った事は幾度かある。

　彼女の役割は主にターゲットの誘導や死体の後始末だった為ために、直接殺害を行った事はない。

　だが、彼女は指示があればキッチリと相手の息の根を止める自信はあった。

　何しろ、瀧たき岡おかに雇われる前は、幼少期より何度も人を殺してきたのだから。

　元々捨て子だった彼女は、裏社会の人間に拾われ、『そうした仕事』に使う為ための様々な技術と覚悟を叩たたき込こまれ、そして実践してきた。

　自分が生き残る為ために何度も養父達と敵対する裏社会の人間を始末してきたが、15歳になるかならないかという頃、彼女は育ての親に売り払われる。

　瀧たき岡おか劉りゆう生せいという、野心溢あふれる財界人に。

　彼は汚れ仕事を行う裏の人間を集めていたらしく、戸籍すら存在していなかった彩いろ葉はは彼にとって使い勝手の良い駒だった。

　黛まゆずみ彩いろ葉はという仮の名前を与えられたが、その戸籍は他人から買い取った物である。

　戸籍を仲介した鯨くじら木ぎという女性にも会ったが、彼女も他人の戸籍を使用していると言ったので、意外とそうした人間は多いのだろうかと考えた。

　養父の元から離れて一年にわたる『一般人に溶け込む為ための教育』を受けた結果、そんな事を考えられる程度には、人間社会に馴な染じむ事ができていたのである。

　そう、馴な染じんでしまった。

　だからこそ、汚れ仕事に躊躇ためらいはないが、終わった後に空むなしさは感じるようになっていた。

　ビールの売り子をしている間に、観客達の一いつ喜き一いち憂ゆうする姿を見ていると、本当に自分のような存在が同じ空間に立っていても良いのだろうかと疑問に思う事も多い。

　だが、今更他の生き方を探す事もできず、彼女は他人から買った『黛まゆずみ彩いろ葉は』という人生を漫然と過ごしていた。

　直接殺しをする事も無くなった為ために、自分の腕が鈍っているのかどうかを確かめる事もできぬまま。

　ちなみに、自分を育て上げた養父はやはり殺し屋のようなもので、一つの組織の元締めだったらしいのだが──福ふく岡おかにある組織との抗争によって疲ひ弊へいし、最終的には向こうで凄すご腕うでと名高い殺し屋に始末されたと言う。

　──義と父うさんを殺した奴やつ、なんていう殺し屋だったかなあ。

　──にわ……。にわ……？

　──『なにわ侍』だったかなあ……。でもそれだと大おお阪さかだし……。

　自分の養父の仇かたきがどうこうという気もないらしく、『死んだのなら仕方ない』程度のものとして、彼女は人の生死については達観した考えを持っていた。

　ただし、その他の部分では幾分人間らしい心を育んでいたのだが。

　──あのお爺じいさんの方は九割がた無理だけど、オリハライザヤは殺せるかなあ。

　淡々とそんな事を考える一方で、先刻ぶつかった少年の事が思い出される。

　──ただ、子供が泣くのは嫌だな。

　──あの臨いざ也やって奴やつ、あんな子供を連れ回してるのに支配人に目をつけられるなんて……。

　──多分、ろくな奴やつじゃないんだろうね……。




　そんな事を考えながら、彼女は専用のロッカールームで着替えを行っていた。

　上着を脱ぐと、筋肉がうっすらと浮き出た引き締まった背中が露あらわになる。

　満タンの状態で20㎏近くなるビールサーバーを長時間担かついでもまったく苦にしない筋力を持ちながら、女性らしいラインとスレンダーさのバランスが取れたモデルのような体型をしている事からも、彼女が幼少からの教育等によってそのように『造られた』のであるという事が窺えた。

　彩いろ葉ははそんな自分の彫像のような肉体が特殊だなどとは気付いておらず、手早くその肌を新しい衣服に包み込んでいく。

　──これ着るの、久しぶりだな……。

　球場内部で潜入できる所にはできるだけ多く潜入できるようにと身につけさせられた技術の中でも、とりわけ特殊だったものだ。

　ＶＩＰルームの中にある、とあるサービスを行う為ためのものなのだが──彼女は割と、そのサービスを気に入っている。

　白と黒を基調にした仕事着が、揺れる自分の心を落ち着かせるような気がしていたからだ。





♀♂






ＶＩＰルーム




「間も無く食事が届き始める。なに、試合はまだ中盤戦だ。ゆっくりと楽しんでくれたまえ」

　氷ひ浦うらがそう言いながらグラウンドの方を見ると、試合は四回に差し掛かった所だった。

　だが、臨いざ也やは壁一面の窓硝子ガラスを見て、先刻と違う違和感を覚える。

　それは些さ細さいな変化だったのだが、人間好きを自負する彼としては、見過ごせない部分でもあった。

「なんだか、少し熱気が下がってますね」

「ああ、棟むな象かたの四打席連続ホームランが阻止されたからな」

「なるほど。それは気付いていませんでした」

　三回の攻撃の時、臨いざ也やはネクとの話に集中していた為ため、試合の様子は殆ほとんど追っていない。

　ただ一度、観客の落胆の声を感じる部分はあったのだが、その理由よりもネクから上がってくる情報の方を優先した結果、彼は棟むな象かた選手が偉業に届かなかった事を知らなかったのだ。

　──ああ、期待を持って球場まで見に来たのに偉業が達成できなかったのを見て、応援してる人達はどう思ったんだろうね。

　──せっかく応援に来たのに、と落ち込んでるのか、それとも『自分が見に来たせいで負けたんじゃないか』って落ち込んでるのか、どっちだろう。後者って、意外と多いんだよねえ。自分が生放送で試合を見た時に限ってチームが負けると思い込んじゃう人。

　──そういう人達には是非とも毎日生で観戦して貰もらって、勝ったときと負けたときの反応の違いを見せて欲しいものだね。うん、連敗した時にどんな顔をするのかは是非見たい。

　そんな下らない事を考えて感慨深げに頷うなずく臨いざ也やだったが、それを何か野球に対する複雑な感情と勘違いしたのか、氷ひ浦うらはバッターボックスに入る選手を見ながら語り出す。

「夏なつ瓦がわらサーペンツは、ジャイアンツやライオンズといったチームと比べると、新規参入したばかりの若く青いチームだ。だからこそ、チームワークと同時に、試合の流れを引っ張るスターが必要になる。棟むな象かたは充分スター性はあるが、世間の意識を塗り替える為ためには、もう一押し何かのインパクトが必要だ」

「薬物事件や賭と博ばく事件を起こしても、世間の意識を塗り替える事はできますよ？」

「嫌な事を言う男だ。球場に応援に来ておいて言う言葉ではないな。スポーツマンは嫌いか？」

　舌打ち混じりに言う氷ひ浦うらに、臨いざ也やは肩を竦すくめながら口を開いた。

「いえいえ、俺は、例えば野球選手がどんな状況になっても、決して見放したりはしませんよ。三十本連続ホームランを打とうと、一人で完全試合をしようと、２アウトからの逆転犠牲フライを打とうと、現役なのに賭と博ばくや薬に手を出して栄光の道から外れようと、俺にとっては全部野球選手が人間として見せた一面です。大好きですよ。野球万歳です」

「お前が野球をおちょくっているという事は良く分かった」

「俺が生まれる前の話ですけど、ドラフト会議のシステムの穴をついて『空白の一日』に契約したっていう大騒動とか最高ですね。ああ、どうして当時俺はまだ生まれていなかったんだ。なんで生でそのトラブルに関わった人達の顔を見られなかったんだって後悔──」

「もういい」

　吐き捨てるように臨いざ也やの言葉を打ち切った所で、部屋の扉がノックされる。

「失礼します。お料理をお持ちしました」

　若い女性の声だった。

「ああ、入ってくれ」

　背後で扉が開かれるが、臨いざ也やは構わずに車椅子を窓の方に向け続ける。

　そして、球場で一いつ喜き一いち憂ゆうする観客や選手に対して慈いつくしむような視線を送り続けた。

　観客達がリアルタイムで胸に抱くのは、攻撃か守備についている、応援するチームへの期待であり、基本的に、一打席ごとの勝負はすぐに結果が出る事が多い。

　アウトのコールかフェアグラウンドに転がる白球か、はたまたホームランかデッドボールか。

　様々な経けい緯いはあれど、勝者を応援していた人間、敗者を応援していた人間は同時に感情を曝さらけ出だす事になるだろう。

　臨いざ也やはそんな、相反する感情が渦巻く瞬間が好きだった。

　できる事ならば、ホームとビジター、両チームの応援者達が丁度半々にならないか、あるいは双方の客の悲喜こもごもな表情がオーロラビジョンに映し出されないだろうかと、無茶な上に趣味の悪い事を願う程に。

　すると、すぐ横から声が掛かった。

「失礼します。御希望のカクテルがあればお作りしますが」

　自分に声をかけられたのだと気付き、臨いざ也やはそこで初めて、料理を運んできた女性の方に視線を向け──

　ヒクリ、と、シャックリをするように喉を引きつらせた。




「？」

　表情は変わっていないが、明らかに全身を強こわばらせた臨いざ也やを見て、バーテン服に着替えていた黛まゆずみ彩いろ葉はは心中で首を傾かしげた。

　──あ、なんか凄すごい隙だ。

　──今なら普通に殺せそうだけど……。

　彼の横に立つ老人の顔を見て、即座に考えを捨て去った。

　──あ、やっぱり駄目だ。

　──ナイフでオリハライザヤの喉を搔かき切るより前に、私の首の骨が折れてる。

　相手を始末する事を想像した瞬間、そのイメージの中に執事風の老人が割り込んできて、手刀のみで自分の首をへし折る姿が浮かんできてしまった。

　──やっぱり、私じゃ無理かあ。




　折おり原はら臨いざ也やの護衛である老人──坐そぞろ傳でん助すけは、普段から殺気や圧力を放っているわけではない。

　常人から見れば完全に隠されている筈はずの実力を察する事ができるだけ、彩いろ葉はの感覚も充分に異常と言えたのだが、彼女は己の才能に気付かぬまま、自分はただの役立たずかもしれないと思い始めていた。




「？　どうしたのかね？　顔色が悪いが」

　給きゆう仕じの女性の顔を見た瞬間に動揺の色を浮かべた臨いざ也やを見て、氷ひ浦うらが訝いぶかしげに声を掛ける。

　するとそこで臨いざ也やは我に返り、普段通りの笑顔を浮かべながら首を振った。

「え？　ああ、すみませんね。大した事じゃありませんよ。ちょっとバーテンダーの制服にはトラウマがありまして」

「なにがどうなればバーテン服にトラウマを……？」

「ははは、まあ、いいじゃないですか」

　誤魔化すように笑うと、臨いざ也やはバーテン服の女性に目を向ける。

「ああ、お酒は結構ですよ。烏龍ウーロン茶ちやをカクテルグラスに入れる形で」

「かしこまりました」

　女性は恭うやうやしく一礼して、部屋の一画にあるバーカウンターに向かって歩み去った。

　それを見送りながら、氷ひ浦うらが口を開く。

「飲めないのかね？」

「憶病な気質でしてね。わざわざ危ない場所に飛び込んでアルコールを身体からだに入れる程の度胸はありませんよ」

　皮肉交じりの言葉に、氷ひ浦うらはクツクツと笑いながら答えた。

「その程度の危機感はあったか。……だが、まったく大したＶＩＰルームだ、部屋の中にバーカウンターまで用意させるとはな」

「ああ、池いけ袋ぶくろにある大きなカラオケボックスのパーティールームもそんな感じでしたよ？」

　臨いざ也やはすっかり余裕を取り戻し、車椅子をソファーの横へと移動させる。

　そして、運ばれてきた烏龍ウーロン茶ちや入りのカクテルグラスを受け取ると、臨いざ也やはそれを氷ひ浦うらの方に掲げて言った。

「県の繁栄に」

　続いて、隠しカメラがあると思おぼしき額縁の方にグラスを向けて一言。




「サーペンツの勝利を祈って。乾杯」





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「舐なめてくれたものだ。それだけ余裕という事か？」

　監視カメラ越しに乾杯をしてきた臨いざ也やを見て、瀧たき岡おかは口元を緩ませる。

　ただし、口の表情に反して目は全く笑っていない。

「我々が何もできないと思っているのか？　……黛まゆずみに指示を出せば、すぐにでもアイスピックで心臓と脳天を刺される状況だと気付いていないのか？」

「アイスピックトンプソンって殺人鬼がいたわね、そういえば」

　兄の言葉に合わせ、珠たま江えはそれとなくアメリカの都市伝説となっている殺人鬼の話題を口にした。

「ああ、あれは素晴らしい。犯人は最後まで不明。アメリカ版切り裂きジャックなどと呼ばれていたものだな。犯人はそれなりに上う手まくやったのだろう。だが、快楽ではなく純然たるビジネスの為ための殺人だったとするなら減点だな」

「どういう事？」

「本当に殺人劇という舞台を支配する側の人間なら、余程歪ゆがんだ趣味でもない限りは事件そのものを起こらなかった事にするだろうからな。そう、重要なのは、何を観客に見せ、何を見せないかだ。その取しゆ捨しや選せん択たくをする立場にいる者が、真しんに劇場を動かす者ということさ」

「なるほど、その通りね、兄さん」

　珠たま江えは内心ではあまり『なるほど』とは思っていないのだが、テンションが上がった状態の兄には何を言っても無駄だろうと判断し、軽く流す事にする。

　一方で、自分は外部の情報を取り入れ、折おり原はら臨いざ也やという人間を理解しようと試みる。

「……あの折おり原はら臨いざ也やって男、昔は随分とヤンチャをしてたみたいね。ダラーズっていうカラーギャングの一員で……街の噂うわさ話ばなしだけど、中学時代には同級生をナイフで刺した事もあるみたい」

「ふん、要するにただのクズという事だろう」

　鼻で笑う劉りゆう生せいだが、その実、彼は折おり原はら臨いざ也やという男を警戒もしていた。

　彼にとって一番安全だったのは衆しゆう目もくのある観客席ではなかったのか。

　計画が成功しようと失敗しようと、折おり原はら臨いざ也やは試合終了と共に溢あふれる帰宅者の波に紛れて姿を消すと思っていたが、まさかあっさりと氷ひ浦うら副知事の誘いに応じるとは思わなかった。

「何を考えている。狙いはなんだ？　なぜ子供と一緒に……」

　そう思いながら、劉りゆう生せいはふと動きを止めた後、少し考えてから珠たま江えに指示を出した。

「……珠たま江え、一つ頼まれてくれないか？」

「何？　兄さん」

「折おり原はら臨いざ也やと氷ひ浦うら副知事の話が円滑に終わりそうになったら、車椅子スペースに行って、例の子供達を連れてきてくれないか？　理由は……『折おり原はら臨いざ也やお兄ちゃんが呼んでるよ』でいいだろう」

「あら、私に芝居をさせるつもり？　今すぐじゃなくていいの？」

「ああ、交渉がすぐに決裂して、氷ひ浦うら副知事が折おり原はら臨いざ也やを始末してくれる可能性もあるからな」

　皮肉混じりで言う珠たま江えに、劉りゆう生せいは心の底からの笑みを浮かべながら妹に告げた。




「手が空いていれば黛まゆずみをキャスティングしたんだがな。……名演技を期待しているよ、珠たま江え」





♀♂






観客席




　臨いざ也やの居なくなった車椅子専用スペース。

　そこには現在、付き添いの人間用のパイプ椅子に座ったままのネクと、その周りでキョロキョロしている遥人はると、そして、達観したように立ち続けるひまりの姿があった。

「ねえねえ、ネクお姉ちゃん。臨いざ也やさん、どこに行ったの？」

「地獄だよ地獄、ヒヒッ」

　まともに答える気のないネクの答えに、遥人はるとは困惑する。

「臨いざ也やさん、いい人なんだから地獄に逝いく筈はずないよ！　……あ、でも、分かった！　お釈迦様しやかさまみたいに、糸を垂らしに行ったんだね！」

「……よく、そんな話を知ってるわね」

　時々妙な方向に広い遥人はるとの知識に感心しつつ、ひまりはスタジアムの一角にあるＶＩＰ席に目を向けていた。

　遠くなので裸眼では分からないが、何かが蠢うごめいているような気がする。

　先刻臨いざ也やから貰もらった小遣いで買ったオペラグラスを取り出し、ゆっくりと目に当てた。

「ああッ！　ひまりちゃんそれ買ったの!?　いいなーいいなー！」

　羨うらやましがる遥人はるとを余所よそに、ひまりはグラスで拡大された風景を覗のぞき見る。

　すると、新聞記者らしき人間達がいる席の上方に、一ひと際きわ大きな窓が並んでおり、その中に立つ坐そぞろらしき男の姿が確認できた。

　──あそこね。

　──まったく、保護者面するなら、最後まで遥人はるとの面倒を見ればいいのに。

　心中でそんな事を愚ぐ痴ちりつつ、ひまりもネクに声を掛けた。

「まだ何か調べてるの？」

「んー？　まあね。瀧たき岡おかって奴やつの周りで、失しつ踪そうしてる記者やヤクザ屋さんがわんさかいるなーって思って」

「そんな危ない事をしてたら、それこそネクお姉ちゃんが殺されて地獄に落ちるよ」

「ヒヒッ。だろうね。でも止められないんだよねー。病気になるから止めろって言われても煙草たばこが止められない人ってこんな気分なのかなー」

　パイプ椅子の上で体育座りをしたまま肩を竦すくめるネクは、ひまりに自慢するように──いや、確実に自慢するためだけに言葉を紡つむぐ。

「ほらほら、この人が瀧たき岡おかと政治家の癒着を追ってたライターさんの残したデータだよー。クラウド上に結構色々と残してたんだねえ。瀧たき岡おか以外にも政治家の危ない情報とか、お宝満載だねー。凄すごいよねえ」

「……なんで私に見せるの？」

「遥人はると君じゃ見せても『良く解わからないや』か『凄すごいね！』しか言わないんだもん」

「なになに？　なんの話？」

　自分の名前を耳にした遥人はるとが、背後からネクのノートパソコンを覗のぞき込こむ。

「ほら、たぶんもう死んじゃってる人の日記とか色々あるよー」

「へー！　良く解わかんないけど、凄すごいね、ネクお姉ちゃん！」

　遥人はるとは笑顔のまま、ほぼネクが推測した通りの言葉を口にした。

　そのまま、「あ！　棟むな象かた選手の打席だ！」と言って自由席の前の方まで行ってしまう遥人はると。

　ひまりはそんな彼の背を見て溜ため息いきを吐き出しながら、ネクをじっとりとした目つきで睨にらみ付つけた。

「で？　死んだ人の秘密を暴あばくのって、楽しい？」

「最高だね。ヒヒッ」

　ネクはそう言いつつ、パソコンの画面上に次々と『瀧たき岡おかに関わって姿を消した人物達の保有していたデータ』を拾い集めていく。

　流石さすがに死後処分されてしまったパソコンや、電源も電波もなく外部接続すら受け付けないパソコンのデータを覗のぞく事はできないが、サーバー上に残っていたメールデータや所属していた組織のネットワークなどは、ネクにとっては主を無くした沈没船の中に眠る財宝の山も同然だった。

『ネク』という名は彼女自身が付けた仮の名だが、その由来はかつて同業者であるハッカー達から付けられた渾名あだなからだ。

　彼女が得意としたのは、ネット上の『遺品』を探り自分の物として取り扱う事だった。

　死んだばかりの人間のメールアドレス、クレジットカードやオンラインマネー、クラウドサービス内のデータ。そうした数々のデータやアカウントの中から、死亡手続きが行われていないもの、あるいは死亡しようが関係無く残り続ける物などを利用し、まるでその死者が生き返ってネットで活動をしているかのように思わせるのが彼女の得意技だったのである。

　ネク本人の正体には辿たどり着つけないものの、それが恐らく同一人物による仕業だと気付いたハッカー達は、彼女の事を『死霊術士ネクロマンサー』や『屍体愛好家ネクロフイリア』と呼び、ある者は感心し、ある者は畏おそれ、ある者は敵意を抱き、ある者はファンとなった。

　だが、彼女自身はそうした呼び名を『長くて可愛かわいくない』と一いつ蹴しゆうし、自ら『ネク』という略称を名乗って活動を続けていたのである。




　そんなある日、彼女は『折おり原はら臨いざ也や』という男が遺のこしたデータを漁あさる事にした。

　池いけ袋ぶくろと新しん宿じゆくを拠点とする、都市伝説的な情報屋。

　彼がロシア人の殺し屋に消されたという噂うわさを聞いたネクは、早速大量のデータを漁あさる為ためにネットの海に深く深く潜り込んだ。

　だが──そこで、彼女にトラブルが襲いかかる。

　それは、初めて経験する『敗北』だった。

　九十九つくも屋や真しん一いち。

　その名で東京の街に関する本を何冊も出しているコラムニストだという事までは分かったが、その他の情報は何一つ出てこなかった謎のハッカー。

　折おり原はら臨いざ也やが管理していたデータサーバーに侵入しようとした彼女は、その男から見事なまでのカウンターを喰くらってパソコンのシステムを全てズタズタにされてしまった。

　直そうと思えば簡単に直せる範囲で、しかし、各データに御丁寧にテキストで『悪いなお嬢ちゃん。あいつから受けてた仕事でな。だが、これでようやく引き継ぎできる。ああそうそう。俺の名前は九十九つくも屋や真しん一いちだ。折おり原はら臨いざ也やにここまでの技量はないから勘違いするなよ？』という、妙な文章を残して。

　──もてあそばれた。

　自分より遙はるかに力量が上のハッカーに手玉に取られて、データ修復しやすいように情けまで掛けられ、あまつさえ名前を名乗られる程に舐なめられたという事実を前に、ネクは悔しくて毛布にくるまって泣き寝入り続けた。

　それから数ヶ月後、ようやく立ち直って活動を再開しようかと思っていたある日、彼女の家のドアが叩たたかれる。

　とうとう警察でも来たのだろうか。

　九十九つくも屋やから逆に侵入された時点でそれは覚悟していたのだが──

　扉を開けた前にいたのは、車椅子に座った一人の男。

　──「やあ、君。凄すごいね。九十九つくも屋やに概がい況きようはメールして貰もらったけど、俺なんかじゃあっという間に丸裸にされてたよ」

　──「コネって大事だよね。自分がエキスパートじゃないと感じたら、本物のエキスパートと友達になればいいんだから。まあ、こんな事を言うと九十九つくも屋やは『お前と友達になった覚えは無い』なんて言うんだろうけど」

　その男は、折おり原はら臨いざ也やと名乗った。

　死んだとばかり思っていたが、どうやら半死半生で助かったらしい。

　──「君、ネクロマンサーとかって呼ばれてるんだってねえ」

　──「どうも俺は死んだなんて噂うわさが流れてるらしいんだけどさ、俺の屍し体たい……残したデータを利用して、商売を始めてみる気は無いかい？」




　そんな過去を思い出しながら、ネクは更にデータを漁あさり続ける。

　同時に、パソコンの画面の右隅では監視カメラの映像が映し出されていた。

　──まったく。自分から地獄に飛び込んでくんだから、変態だよねえ臨いざ也やって。

　彼女が先刻遥人はるとに言った言葉は、比ひ喩ゆでもなんでもない。

　こちらが殺人現場を覗のぞいた事を知ったであろう相手の誘いに乗っていくなど、どう考えても自殺しに行くようなものだ。

　ノートパソコンを持っている自分が連れて行かれなかった事が不思議ではあるが、もしかしたら泳がせているつもりなのかもしれない。

　──こうしてる間に、私がさっきの死体処理映像をネットにばらまくとか考えないのかな？

　──まあ、そんなつまんない事はしないけどね。

　キヒヒと笑いながら作業を続けていくと、ついに彼女はとあるデータに辿たどり着ついた。

　瀧たき岡おかを追っていたフリーライターの残した取材データ。

　その中にあった、『証拠』というに相応ふさわしいファイルの数々を。

　──ビンゴっと。

　──さーて、どうしよっかなぁ。とりあえず臨いざ也やは放ほって置おくとして、磯いそ坂ざかさんにメールした方がいいかなあ。

　──臨いざ也やはこれ、どうする気なんだろうね？

　──っていうか、こんなのに踏み込んだら、まず間違い無く東京湾ツアーコンクリ添えコースになると思うけど。

　──まあ、いいか。その時はアイツの屍体データは大事に使わせて貰もらいますよ……っと。

　──九十九つくも屋やから仕事を引き継いだ時の契約通りにね。キヒヒッ。





♀♂






ＶＩＰルーム




「さて、食事もほぼ済んだ事だし、交渉の続きをしようじゃないか」

　既に、グラウンド上の試合は六回の裏を迎えていた。

　サーペンツの戦況は一進一退であり、相手チームとかなりの接戦となっていて観客席のボルテージもだいぶ復調してきている。

「おや、私達は交渉していたんですか。初耳ですね」

　ナイフとフォークを手にした氷ひ浦うらの声に対し、臨いざ也やは微笑と共に言葉を返した。

「ならば、ここから交渉を始めよう。折おり原はら臨いざ也や君。君のバックには誰がいる」

「誰もいない……と言いたい所ですが、俺はしがない情報屋ですからね、敢あえて言うなら、その時に俺を雇っているのが俺のバックにいる人間……という事になりますね」

「そうか、ならば、話は早い」

　氷ひ浦うらはギシリ、とソファーを軋きしませると、車椅子に座ったままの青年に作り笑いを浮かべて言った。

「私はね、仲介人になってあげようと言っているんだよ」

「仲介人、ですか」

「ああ。気付いているのかいないのかは知らないが、君は今、薄氷の上に立っている。しかも、煮えたぎるマグマの上に張られた氷の膜だ。いつ溶けてもおかしくはない」

「それはそれは、凍えるべきか汗を搔かくべきか迷いますねえ」

「お前が今回の件で手にしている情報を全部私に渡せ。悪いようにはしないし、全員が利益を得られる形にできるよう、瀧たき岡おかを説得してやってもいい」

　堂々と語る氷ひ浦うらの言葉を聞き、臨いざ也やは天井のスプリンクラーを見上げながら答えた。

「なるほどなるほど、それは実にありがたい申し出ですね。ですが……」

「何か不満でもあるのかね？」

「私の処遇や今後のビジネスについてまで全部決められる程に、氷ひ浦うら副知事は『あの件』に関しての主導権を握っているんですか？」

「……」

　黙り込む氷ひ浦うらに、臨いざ也やは尚なおも続ける。

「そもそも、『あの件』のビジネスパートナーは貴方あなただけじゃないでしょう？　私達のような新参者がそこに踏み込んでも？」




　その話をバーカウンターで聞いていた黛まゆずみ彩いろ葉はは、臨いざ也やの言動に不気味な空気を感じ取った。

　──『あの件』って……。

　──もしかして、この折おり原はら臨いざ也やって男は『アレ』に絡からもうとしてるの？

　──ただ者じゃないとは思ったけど、どれだけ大きな組織がバックにいるのかしら……？

　──やっぱり、あのお爺じいさんはその組織から派遣された凄すご腕うでの殺し屋か何か……。

　──あの歳としまで殺されずに生き残ってるなんて、それだけ物もの凄すごい存在なんだろうなあ。







　一方の坐そぞろは、臨いざ也やの横で話を聞きながら、心中の呆あきれを顔に出さぬよう必死に耐えていた。

　──信じられん男よな。

　──何が『あの件』か。まだ何一つ知らん癖に、ようもまあ、そこまでのハッタリを堂々と語れるものよ。

　──む？

　──あのバーテンダーの娘、こちらを見ておるが……。今は殺気はないな。

　──先刻は少し脅したが、素直に引き下がったという事は、単にこちらを試しただけのようだが……さてはて。

　坐そぞろは過去の経験から、ビールの売り子の女性の足運びや視線の配り方を見て、彼女が荒事のプロであるという事は見抜いていた。

　そして、その彼女が今度はバーテン服に着替えて現れた事から、恐らくは球場サイドが臨いざ也やにつけた監視か、あるいは、殺すように指示を受けた殺し屋だろうと判断して警戒していたのである。

　──しかし、ネク嬢よりも若い年頃であろうに、何人も殺あやめたような空気を纏まとっているとは、嘆かわしい世の中よのう。

　──まあ、臨いざ也や殿のようなペテン師が幅を利かせている時点で、それもやむなしか……。




　そんな二人の相反する評価を知らぬまま、当の臨いざ也やはペラペラと『中身を知らぬ交渉』を続けて行く。

「第一、保証がないでしょう。こちらの手札を全てオープンにした途端、『これなら処理できる』と判断してそちらのボディーガードさんが銃を抜くかもしれない。そんな可能性を考えたら怖くてとても情報を明かす事はできませんよ」

「ここで何も喋しやべらなくても、銃が抜かれるとは思わないか？」

「そんな不幸な事故が起こって、もしも私が死んだ場合は、貴方あなたが１９９６年にやった事の情報が世間にばらまかれるだけですよ」

　ビキリ、と、氷ひ浦うらのこめかみがひくついた。

　臨いざ也やが口にしたのは、先刻ネクが見せてきた脱税の資料にあった年号だ。

　完全なるハッタリだったが、相手は即座にその年号に反応し、脳内を歪いびつな感情が駆け巡る。

「……なるほど、俺を狙い撃ちしたというわけか？　最初から、俺が今日ここで『アレ』を取引すると知っていてこの球場に来たわけだ」

「こちらの質問に答えて下さいよ。貴方あなたは『アレ』にどこまで深く絡からんでいるんですか？」

「……私が取引しているのは、『舞台美術』と『小道具』だけだ。『照明』にも『エキストラ』にも手は出していない。私もそこまで外げ道どうになるつもりはないのでな」

　些いささか会話に場違いな単語が混じるが、臨いざ也やは全く気にせずに、まるでその意味を全て理解しているかのように言葉を紡つむいでいく。

「ハハ、『照明』と『エキストラ』について見て見ぬ振りをしてるだけでも充分に外げ道どうですよ」

「貴様……」

「もちろん、私も外げ道どうですがね。確かに、外げ道どう同士気が合うかもしれませんし、仕事上での取引は成立する可能性も高いでしょう」

　そこで一旦溜ためをつくり、再度、天井のスプリンクラー、正確にはそこに仕込まれたカメラレンズと盗聴器に向かって語りかけた。

「このスタジアムの支配人が、私達を受け入れる度量のある人間ならば、の話ですけどね」





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「……言ってくれるな。薄汚い人殺しの分際で」

　完全に自分の事を棚に上げた発言をしながら、劉りゆう生せいは不敵な笑みを浮かべる。

「奴やつは、明あ日す機き組ぐみとの取引でもこんな感じだったのか？」

　問い掛けた相手は、最初に臨いざ也やの存在を指摘した元明あ日す機き組ぐみの組員だった護衛の男だ。

「ええ、表面上は丁寧なんですが、常にこちらを見透かしてるような面で……なんていうか、世の中は全部自分の思い通りっていう感じで、組員の間でも生意気な若造って事で評判は良くなかったです。もしかしたら、粟あわ楠くす会かいに鞍くら替がえしたのもその空気を察したからかもしれません」

　部下の言葉を聞いた劉りゆう生せいは、含み笑いを漏らした後に首を振る。

「度量……私に、度量があるかだと？　もちろんあるに決まっている！」

　そして、モニター越しの臨いざ也やをニマリと睨ねめ付つけながら断言した。

「だが、折おり原はら臨いざ也や。貴様は駄目だ。人を試すなど、相手の尊厳を疑う行為だ。そこに敬意はなく、貴様はただの人間を気取るケダモノだと自ら証明してしまったな」

　無茶苦茶な理屈を並べ立てながら、劉りゆう生せいは大仰に首を振る。

「ケダモノを我々の舞台に上げるわけにはいかない。雨あま木ぎを、私の大事な大事な部下だった雨あま木ぎを嚙かみ殺ころしたケダモノとなれば尚なお更さらだ。しかも、あのような脅迫状でこちらの尊厳を踏みにじろうとしたにも関わらず、だ」

　そして劉りゆう生せいは、襟えりを正しながら部下達に告げた。

「まあいい。飼い主を吐かせたら、こちらでも飼い慣らせる獣かどうかを最後に試すとしよう」




「私の台本通り、仲間の執事や子供達を撃ち殺せるなら、使ってやらない事もない」





♀♂






ＶＩＰルーム




「さて、御ご馳ち走そう様さまでした。御ご相しよう伴ばんに与あずかり、光栄でしたよ。氷ひ浦うら副知事」

「……まだ商談は終わっていないのではないか？」

　引き留めようとする氷ひ浦うらに、臨いざ也やはゆっくりと首を振った。

「残念ですが、これ以上は瀧たき岡おか支配人が居なければ進まない話でしょう？」

「それはそうだが……」

「まあ、九回の裏までには瀧たき岡おか支配人がなんらかの答えを出して下さればいいんですけどね。それに、私の方も色々と連絡を取らなければいけない事があるので」

　臨いざ也やの言葉に、もっともだとばかりに氷ひ浦うらが頷うなずく。

「後で会う時には、君の雇い主が名前を明かしてくれる事を期待しているよ」

　そして、感心したように車椅子上の青年を観察しながら言った。

「しかし、奇妙なものだな。あまりに堂々としているから、君が我々に関わろうとしている組織のトップなのではないかと勘違いしてしまう」

「まさか」

　臨いざ也やは自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを浮かべ、車椅子の肘ひじ置おきを擦さする。

「俺はただの情報屋ですよ。雇い主の意志通りに動く、しがない操り人形ですとも」

「とはいえ、あの脅迫状の内容を実行する気はあるのか？」

　脅迫状。

　初めて耳にする単語に、臨いざ也やの車椅子を押そうとしていた坐そぞろがピタリと動きを止める。

　臨いざ也やにとっても初耳の情報の筈はずだが、一体どうするつもりなのか。

　坐そぞろがそんな事を考えていると──

　折おり原はら臨いざ也やは、いつも通りの表情で、やはりいけしゃあしゃあと答えを返した。

「さて？　仮に私がその脅迫状を出していたとして、それをここで『俺が出しました、でももう交渉のテーブルにつけたので実行はしません』なんて言うと思いますか？」

「それもそうだな。馬鹿な事を聞いた」

「ええ、私も貴方あなたも支配人も。何も知らない。脅迫状などなかったし、地下倉庫では何も事件は起こらなかった。それでいいじゃないですか。ねえ？」

「食えない男だ」

　貶けなしと賞賛を両方交えた言葉を吐き出す氷ひ浦うら。

　一方で、坐そぞろは心中で臨いざ也やを『やはりとんでもないペテン師だ』と認定する。

　何一つ焦あせる事なく、初めて聞いた単語で相手に話を合わせるという真ま似ねを苦も無くやってのけるこの男には、やはり性根が人とは違う何かなのではないかという疑問を抱かせた。

　臨いざ也やはそんな坐そぞろの心を知ってか知らずか、車椅子を自走させながら副知事に対して軽く手を振ってＶＩＰルームを後にした。

「それでは、またお会いしましょう」

「おい、元の席までお送りしろ」

「はい」

　護衛の男が頷うなずき、臨いざ也やと坐そぞろの前を歩く。

「いえいえ、お気遣いは結構ですよ？」

　そんな事を言う臨いざ也やに、氷ひ浦うらは首を振った。

「気にする事はない。間違って別の部屋に行ったら大変だからな。お互いに」

　要は、『見張っているから大人しくしていろ』という意味だろう。

　臨いざ也やは自分が何一つ信頼されていない事を実感しつつ、それが嬉うれしいとばかりに口元を緩ませて、車椅子の上から氷ひ浦うらに対して一礼した。

「それもそうですね。では、ありがたく」




　こうして、狸たぬきと狐きつねによる最初の腹の探り合いは終了した。

　お互いに何を獲物として取り合おうとしているのか、あるいは共闘できるのかという事すらハッキリと摑つかみ切れぬままに。

　二人に何か違いがあるとすれば──折おり原はら臨いざ也やの方は、その当ても無い状況を最高に楽しんでいるという事だけだった。





♀♂






観客席




「ねえボク達、ちょっといいかしら？」

「はい！　なんですか？」

「……」

　珠たま江えが声を掛けると、少年の方は無邪気な顔で寄ってきて、少女の方は訝いぶかしげにこちらを見て立ち止まる。

　──この子達であってる……わよね？

　隠しカメラのモニターで見たのは、この二人だろうかと珠たま江えが首を傾げた。

　土曜のナイターゲームという事もあってか、球場には子供も決して少なくない。

　──そもそも、あのゴスロリ女はどこ？

　──さっき監視カメラを確認した時はいたのに……。

　右耳に装着したイヤホンタイプの通信機から、兄の声が聞こえてくる。

『折おり原はらがＶＩＰルームを出た。急げ。Ｂ４通路から回り込むといい』

　その声を聞き、珠たま江えは僅わずかに焦燥を見せた。

　だが、それを即座に表情から消し去ると、眼前の二人が対象であると確認すると同時に誘いにもなる言葉を口にした。

「君達、折おり原はら臨いざ也やさんの連れの子よね？　……折おり原はら臨いざ也やさんが呼んでるんだけど、一緒に来て貰もらってもいいかな？」

　と、小学校で警告される『誘ゆう拐かいの手口』丸出しの言葉を。

　無論の事、少女の方は露骨に怪しげな目をしてこちらを見つめてきたのだが──

　少年の方は、疑う事を知らないというような目を耀かがやかせながら頷うなずいた。

「本当ですか！　すぐ行きます！　ひまりちゃんも一緒に行こう？」

「……行くわけないでしょう」

「ええっ!?　なんで!?」

「臨いざ也やさんが呼ぶなら、人を使ったりしないし、なによりさっき臨いざ也やさんの所に来た眼鏡めがねの女の人と違うし……」

　淡々と怪しい理由を列挙する少女に対し、珠たま江えは『そりゃそうよね』と溜ため息いきを吐いたあと、爽さわやかな笑みを浮かべながらひまりに一歩近づいた。

「小こ賢ざかしい子ねぇ。だったら、こっちの方が効果的かしら」

　そして、彼女の前に顔を近づけると、自分の服の裾すその裏側──そこに吊つるされた小さめの拳銃を見せながら、冷酷な視線で囁ささやきかける。




（大人しく来てくれないと、君のお友達の男の子から撃っちゃうからね？）





♀♂






球場前『サマータイルロード』




　チケット売り場や土産みやげ物もの屋や、球団グッズ売り場などが並ぶ球場前のショッピングゾーン。

　その端にあるタクシー乗降場に、一組の母子が降り立った。




「意外と早く着いたね！　一時間もかからなかったよ！」

「……」

「やったねアユミちゃん！　これならゆっくり試合も見られるんじゃない？」

　もはや目的を忘れているのではないかという義母の言葉に首を傾かしげつつ、臼うす原ばらは自らの巨体の何十倍もの高さを持つ開閉式のドーム球場を睨ねめ上げた。

　ここに折おり原はら臨いざ也やと坐そぞろ傳でん助すけがいる。

　少なくとも、一回の表の時点まで居たのは確かだ。

「……」

　あの時の雪せつ辱じよくが晴らせると考え、臼うす原ばらは自然と顔面に笑みを貼はり付ける。

　単純極まりない動機による笑みなのだが、第三者から見た場合、包帯や疵きず痕あと、夜という時間帯、元々の顔立ちといった数あま多たのギミックが、その笑みを凶悪な殺人鬼のものへと変化させた。

　周囲の人々が臼うす原ばらの顔を見る度にビクリと震えて駆け去っていくが、そのような者達は既に眼がん中ちゆうにはなかった。

「それじゃあ、アユミちゃん、チケット買ってくるからちょっと待っててね」

　義母の無邪気な声が聞こえてくるが、敢あえてそちらは見ない事にした。

　どうにもこの義母はこちらの毒気を抜いてくるので、応対すればするほど闘争の純度が低くなると考えたのである。

　そんな想おもいを胸に、臼うす原ばらはライトアップされた球場を見上げていたのだが──




　次の瞬間、その球場が消失した。




「!?」

　臼うす原ばらだけではなく、周囲にいた通行人や、チケット売り場にいたユウキさえもが突然の異変に目を丸くする。

　しかし、実際に球場が消えて無くなったわけではなく、ただ、消えたように見えただけだという事はすぐにわかった。

　それまで夏なつ瓦がわら球場を照らし出していた数あま多たの照明が、一斉にその明かりを消してしまったのである。





♀♂






　大だい王おうＴＶ　野球中継




『こちら放送席です。えー、現在、夏なつ瓦がわら球場内部で大規模な停電が起こっている模様です。こちらはカメラに内蔵された非常時のバッテリーによる撮影でして、外部の中継車を経由して放送席の声をお送りしております。いやあ、解説の笹ささ柱ばしらさん。こんな事ってあるんですねえ』

『いやあ、びっくりしましたねえ。ナイター照明はともかく、通路や客席の明かりぐらいは非常電源とかあると思うんですが……』




『どうも球場の電気系統にトラブルがあったようです。復旧次第試合を再開するとの事で……』





♀♂






15分後　ＶＩＰルーム




「……随分と、復旧に時間がかかるな」

　トン、とソファの肘ひじ掛かけを指で叩たたきながら、氷ひ浦うら副知事が眉を顰ひそめた。

「錦にしき野のはまだ戻らないか」

　錦にしき野のというのは、臨いざ也やを送っていった大柄な護衛である。時間的には停電の前に戻って来ていてもおかしくないのだが、彼は未いまだに姿を見せていない。

　もっとも、秘書の持っていたスマートフォンのライトが無ければ、錦にしき野のが戻って来た所で顔を見る事すらできないのだが。

「この停電では迂う闊かつに歩けませんからね。なぜか非常灯もついていないようですし」

「……非常灯も、か」

　眼鏡めがねをかけた秘書の言葉に、氷ひ浦うらが僅わずかに胸騒ぎを感じ始めた所で──不意に電気が復旧し、内部の蛍光灯とグラウンドのナイター設備が復活した。

　観客席から漏れる歓声は、不安から解放された為ためか、それとも試合が無事に継続しそうだと思ったからであろうか。

　そうこうしている間にアナウンスが流れ、ＶＩＰ席の中にも淡々とした事務報告が響き渡る。




『大変ご迷惑をおかけしました。試合は５分後より再開致します』




「これで錦にしき野のも戻ってくるか……様子を見てこい」

「はい」

　秘書は頷うなずいて、颯さつ爽そうと扉の外へ歩き始め──




　扉を開いてから一瞬の間を置いて、甲かん高だかい悲鳴がＶＩＰルームに響き渡った。

「！」

　氷ひ浦うらが駆け寄ると、そこにあったものは──

　へたりこんで震えている眼鏡めがね秘書と、首の骨を折られて絶命している、変わり果てた錦にしき野のの姿だった。













間章　折原臨也ってどんな人？　（坐傳助の場合）







　折おり原はら臨いざ也や殿がどのような人物であるか？

　これは厄介な質問ですなあ。

　ほほう、探偵殿でしたか。

　臨いざ也や殿の事を知りたがっている方がおられると。

　まあ、口止めされている事でもないので、語る自由ぐらいは行使させて頂きましょうぞ。

　某それがしの主観で宜よろしいのですかな？

　それとも、彼が社会の中でどのような役割を果たしているのかという、客観的な話が必要ですかのう。




　ふむ、主観で。

　ならば話は簡単ですな。

　どうしようもなく捻ひねくれて育った、上辺だけ整った５歳児。

　しかも、その５歳児は、貴殿の中で想像しうる最悪な性格の子供とするが宜よろしかろう。

　子供が子供であるゆえに許されると理解した上で、その事実すらも悪あく辣らつに利用する賢さかしい小童こわつぱという所ですな。

　嫌いかと問われれば、当然嫌いと答えるべきでしょうなあ。

　仕事上の契約と某それがしの家族に対する恩義さえなければ、某それがしが真っ先にあの細首をへし折っていたかもしれませんのう。

　某それがしはせめてもの歯止めになればと思っているのですがなあ。

　全くもって、彼の行動は度しがたい。

　安全な場所に引きこもる力を持っていながら、自らの敵の前に躍り出なければ気が済まない、戦闘狂のような鬼おに童わらしとでも言うべきですなあ。

　問題は、臨いざ也や殿自体はまるで肉弾戦ができぬという事なのですが。

　昔の噂うわさは聞いておりますぞ。

　なんでも、『ぱるくうる』という技術で街を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び跳ね、ナイフを自在に操っては相手を切り刻んでいたそうですが、今はあの通りの身体からだですゆえ、同じ事はできますまい。

　しかしながら、あの男はその束縛すら楽しんでいる節がある。

　医者からは治す意志さえあればまた走り回れるようになるかもしれないと言われておるようですが、今の所はその道を歩むつもりはないのでしょう。

　自分への戒めだなどと嘯うそぶいておりますが、内心では怖がっているのかもしれませんなあ。

　昔の自分に戻り、再び、故郷の街に戻る事が。

　池いけ袋ぶくろ。

　彼にとって始まりの街であり、終わりの街でもあったと聞いております。

　事情もある程度は。

　ですが、まあ、言うてはなんですが、完全な自じ業ごう自じ得とくですなあ。寧むしろ殺されなかっただけ、池いけ袋ぶくろという街の慈悲に感謝すべきでしょう。




　しかし、その事件以降、臨いざ也や殿は今まで以上に『人』に執着するようになったようですなあ。

　これまでは付かず離れずの便利な『手駒』を大量に用意していたようですが、近年では某それがしのように『己にできぬ事』の代替を人に求めるようになったと言うべきですかのう。

　しかし、老骨の身の上ながら、長く生きたゆえに分かる事もある。

　アレの……折おり原はら臨いざ也やという人間の本質は何一つ変わっておるまい。

　某それがしは、かつてのあの男を直接見たわけではない。ないが、それでも身体からだの中に通る、決して変わる事のないスジのようなものは見えるのでなあ。

　通常の人間ならその『スジ』を持たぬ者が多い。

　せめて身体からだに宿ったその信念が、良き物であれば良かったのだが。

　いや、完全なる悪であればその方が救いようがあったかもしれん。

　だが、無理ですなあ。

　折おり原はら臨いざ也やの持つ信念は、善悪といった形に分けられるものではない。

　結果的に『悪』と断じられる行動になる事が多いが、全ては振り子の揺れ次第。

　どちらに振り切れようと、誰かにとって臨いざ也や殿の行動は『悪』となる。

　某それがしにできる事があるとすれは、できるだけその振り子の振り幅を抑える事でしょうなあ。

　しかし、某それがしはそのような作業は苦手なのだが……。

　せめて折おり原はら臨いざ也や殿が、誰か一人の人間に恋心でも抱けば何かは変わるのであろうが……。

　無理でしょうなあ。結局の所、無理なのでしょうなあ。

　探偵殿、貴方あなたには想像できますかな？

　かの折おり原はら臨いざ也やが、例えば可か憐れんな女性に一ひと目め惚ぼれをし、他の全てを捨ててでもその彼女に身を捧ささげ、引き替えにその女性から全てを享きよう受じゆされたいと恋い焦がれる姿を。

　いやはや、しかし、逆に良かったとも思いますぞ。

　考えてもみられよ。

　あの手て練れん手て管くだを選ばぬ怪人が、本気で一人の人間だけを愛したら。

　きっとあの男は、本当に『悪』となる。

　その相手を手に入れる為ためだけに、平気で世界を壊し、人を殺し、社会を滅め茶ちや苦く茶ちやにしても構わないと思うでしょうなあ。

　ゆえに、我々は幸運に感謝すべきだったのかもしれませんなあ。

　あの折おり原はら臨いざ也やという男が、人間という種そのものを平等に愛する、歪ゆがんだ博愛主義者であったことを。




　ふむ、探偵殿。

　某それがしに折おり原はら臨いざ也やの事を聞けと言ったのは、他でもない折おり原はら臨いざ也や自身ではないか？

　いや、構わんよ。そのまま伝えるが良い。

　己を見つめ直す必要はない。もはや貴き殿でんは正気には戻れぬであろう。

　せめてこの坐そぞろ傳でん助すけが、貴き殿でんが本当に狂った時にはトドメを刺すと。

　いや、某それがしでも駄目だった時には、例のバーテン服の男が今度こそ貴き殿でんを殺すのでしょうなあ。

　貴き殿でんの言う所の、人を止めた忌いむべき化け物に。

　しかし、某それがしからすれば、化け物になる可能性があるのは貴き殿でんの方ですぞ。臨いざ也や殿。

　怪物はいずれ人に追われるものです。

　願わくば、某それがしの寿命が尽きるまでは人で在り続けて欲しいものですなあ。

　遥人はると殿と、ひまり嬢の為ためにも。

　そして何より、貴き殿でん自身の為ためにも。







[image: 四章　二死満塁]






















　劉りゆう生せいの執務室




「やってくれたな」

　報告を聞いた瀧たき岡おか劉りゆう生せいの声は、極めて平静なものであった。

　しかし、その目には深い憎しみの炎が宿っている。

「だが、どうなんだ？　これは予告通りと見ていいのか？　正確には『ＶＩＰルーム』ではなく、『ＶＩＰルーム前の通路』と言うべきなんじゃあないのか？」

「そもそも、脅迫犯の予告なんて信じる意味無かったんじゃない？」

　珠たま江えの言葉に、劉りゆう生せいは右手で口を覆いながら考えた後、大きな溜ため息いきを吐き出した。

「なんてことだ。奴やつらは自ら仕掛けたゲームのルールすら破るというのか……。まあ、そんな舞台を舐なめた連中にこれ以上好き勝手させるわけにはいかないが」

「でも、本当にあいつらがやったのかしら。車椅子の男とお爺じいちゃんじゃ、二人がかりでもあの護衛の人をどうにかできるとは思えないけど」

「……車椅子はブラフで実は歩けるのではないかとも考えたが、あの体格ではな……。せめてうちの警備部の連中ぐらいの体格があれば納得もできるが」

「まあ、折おり原はら臨いざ也やが雨あま木ぎさんを殺せるとも思えないし、他に実行部隊みたいなのが紛れてるんでしょうね。うちの第三調査部みたいな」

　珠たま江えはそう言って、執務室の中に並ぶ十数名の面々を睨ねめ付つける。

　執務室には、緊急事態という事で、不ふ藤どうを始めとするスタッフの中核、そして護衛や第三調査部の面子メンツも大半が揃そろっていた。

　そして、部屋の中には氷ひ浦うら乱らん蔵ぞうの姿もあった。

「私の護衛が殺されたというのに、随分暢のん気きに推理ごっこを続けるのだな」

「これは失礼。ですが相変わらず氷ひ浦うらさんも容疑者であるという事をお忘れなく。何しろ、アリバイを証明する為ための映像は残っていないんですからね」

　無線式の隠しカメラは当然バッテリーや電池などで動いているが、それらを中継し、録画する為ための設備が停電で一時的にダウンしていた。有線である通常の監視カメラも停電の間の映像を記録する事はできていない。

　そもそも、この停電自体があまりにも特殊だった。

　通常、落雷や地震などで地域全体が停電した場合でも、自家発電による非常用電源装置などによって最低限のシステムは維持される筈はずだった。

　だが、その非常用電源システム自体に罠わなが仕掛けられていたのである。

　一体いつからそれが仕込まれていたのか、技術スタッフが配電室に向かうと、遠隔操作でメイン電源と非常用システム、双方の配電系統をショートさせるような装置が取り付けられていたという。

　その修理が全て終わり、電気が復旧した所で、氷ひ浦うらの護衛の屍し体たいが発見された。

　屍し体たいは現在、雨あま木ぎが倒れていたのと同じ地下倉庫に隔離されている。

　どのみち、仕組まれた停電の間に第二の殺人が起きてしまった事実を前にして、劉りゆう生せいはネクタイを締め直しながら反省点を口にした。

「非常用電源に頼らず、無停電電源装置を監視カメラとシステム関連機器の一台一台に取り付けるべきだったな。この失敗は今後の為ための教訓としよう。金はかかるが、より完かん璧ぺきなシステムとなる」

　それを聞いた氷ひ浦うらが、眉を顰ひそめながら口を開く。

「呆あきれたな、まだこの球場の皇帝を気取り続ける事ができると思っているのか？」

「ええ、停電について公式な謝罪は必要ですが、その程度で更こう迭てつされる事はないでしょう」

「私の、部下が死んでいるんだぞ？」

　怒りを押し込めた声に対して、劉りゆう生せいは飄ひよう々ひようと言った。

「私の部下も死んでいます。雨あま木ぎという大事な大事な懐ふところ刀がたなが」

　実際は雨あま木ぎは劉りゆう生せいの秘書の中でも下したっ端ぱの方なのだが、それを知る者達は誰もそれを指摘しない。下手へたに真実を口にして氷ひ浦うらと揉もめさせる意味を感じなかったし、なにより劉りゆう生せいの不興を買う事を怖おそれたからだ。

「非常に残念な結果ですが、貴方あなたの護衛の方も行方ゆくえ不明になったという事で一つ手を打とうじゃありませんか」

　それはつまり、雨あま木ぎと同じように屍し体たいを『消す』という事に他ならない。

　氷ひ浦うらはこめかみをひくつかせながら、劉りゆう生せいに言った。

「私に、犯罪の片棒を担かつげというのか？」

「もう、犯罪者でしょう？　『アレ』の取引をしている時点で。事件が公になって『アレ』も発覚すれば、刑務所行きはギリギリ免まぬがれても政界復帰は絶望的だと思いますがね？」

「……」

　黙り込む氷ひ浦うらを前にして興が乗ったのか、劉りゆう生せいは言葉に高揚の色を含めながら喋しやべり続ける。

「我々はすでに一いち蓮れん托たく生しようです。同時に、先ほどから何度も申し上げているように、貴方あなたも容疑者の一人という事をお忘れ無く。疑えばキリがありませんが、例えば先刻のＶＩＰルーム内での折おり原はら臨いざ也やとの会話も、全て事前に打ち合わせた台本通りで、最初からグルだったという可能性すらあるのですから！」

「それは君も同じ事だろう？　あの男と組んで、邪魔な身内を始末したという可能性もある。口封じの為ために私も死体隠しの共犯者にしてな」

「もちろん、貴方あなたから見ればそうでしょう。しかし私は自分が犯人ではない事を知っている。そして、私はこの『劇場』のトップに立つ人間です。舞台監督であると同時に、全てのキャストの人生を彩いろどる演出家でもあります。少なくとも公平に人を裁く事ができる王として振る舞えると信じていますし、私の裁定には誰にも文句は言わせません」

　傲ごう慢まん極まりない理屈を並べ立てると、劉りゆう生せいはそのまま氷ひ浦うらの護衛について言及した。

「錦にしき野のさんでしたっけ？　殺された彼も、脛すねに傷のある人間だという事は分かっています。今更失しつ踪そうした所で、誰も怪しまない。なんなら、適当にデータを抜かれたフリをして『機密情報を持ち逃げされた』と言えばそれなりに説得力も増すでしょうしね」

「……」

「まあ、貴方あなたの裏の顔を知っていても問題ない護衛を一から育て上げなければならないという点には同情しますが」

　そこまで言った所で、劉りゆう生せいは妥協案を口にする。

「失しつ踪そう処理が面倒なら、階段から転げ落ちた事にでもすれば良いのではありませんか？　停電の時から戻ってこない護衛を階段の下で見つけた。恐らく停電に驚いて足を滑らせたのだろう……で済むと思いますがね」

「首の骨だけ綺き麗れいに折れるとは、随分と都合の良い転び方だな」

　氷ひ浦うらは不満げに言うが、特別に深い嘆きや怒りは感じられなかった。

　劉りゆう生せいはその態度を見て、護衛の男が氷ひ浦うらにとってもさして重要な人物ではないのだろうと判断する。

　──実は隠し子だったというのなら、中々に面白い展開だったんだが。

　そんな不謹慎な事を心中で思いつつ、劉りゆう生せいは現状について話を進める事にした。

「問題は折おり原はら臨いざ也やとその背後の組織でしょう。ここまで明確に喧けん嘩かを売られたとあれば、私も対応を選んでいる暇はありません。まあ、一応氷ひ浦うらさんも容疑者ですが、今の所は協力体制を敷こうではありませんか」

「だが、本当に折おり原はらが絡からんでいるのか？　確かに状況的にも一番怪しくはあるが、あの若造とは話が付きかけていた。あとはお前の態度次第だと言っていただろう。背後の組織がどこであれ、仲介役を買った私の護衛を殺す必要がどこにある？」

「生半可な交渉をする気はない、という事かもしれませんよ？　とりあえず我々がやるべきことは、あの情報屋を名乗る生意気な男を、この球場から出さない事です。連絡員である事を考えると、あの老人と子供達……まだ仲間かどうか確定ではありませんが、念の為ためにノートパソコンの女の身柄も確保するべきでしょうねえ」

　すると、それまで劉りゆう生せいと氷ひ浦うらの会話を聞いていた不ふ藤どうが恐る恐る声をあげた。

「合わせて五人ですか……。結構な大仕事になりますが、騒ぎにならないでしょうか」

「それができるからこそ、我々はこの舞台の演出家たりえるんですよ、不ふ藤どう君。大丈夫。私の劇場を信じなさい。こういう時の為ために、公式の図面には載のせていない区画や設備がいくつもあるのですから」

「は、はい」

　愛想あいそ笑わらいを浮かべながら頷うなずく不ふ藤どうから視線を外し、劉りゆう生せいは妹の珠たま江えに目を向けた。

「で？　その子供達はどうしている？」

「第六応接室に軟禁してるわ。停電の前にＶＩＰルームから戻って来てた黛まゆずみちゃんに全部任せてあるし、ドアの外にも念の為ために第三調査部の人間を二人張らせてる」

「そうか。黛まゆずみ君か。そういえば彼女を買ったのは良いものの、まだ本来の仕事をさせてはいなかったな」

　黛まゆずみ彩いろ葉はは死体処理などの裏の仕事や、ビール売りなど表の仕事を双方こなしているのだが、劉りゆう生せいはそれらが『本来の仕事』ではないと言い切り、言葉を続ける。

「臨いざ也やへの脅しの為ために、一人ぐらい殺やらせてみるか。……まあ、子供の頃は優秀だったらしいが、腕が鈍っている可能性はある。子供達ならリハビリに丁度いいだろう」




「肉体的にも、精神的にもな」





♀♂






観客席　車椅子用スペース




「いやー、見張りが急に露骨になったねえ、坐そぞろさん」

　車椅子スペースに戻って来た臨いざ也やは、楽しげに坐そぞろへと語りかける。

　確かに、彼らの目の届く範囲に妙な気配を纏まとった清掃員やら警備スタッフやらがちらほら散見されるようになっており、皆時折こちらに自然に見えるような形で視線を向けてきていた。もっとも、病的な程に人間を見続けてきた臨いざ也ややその道に長く足を踏み入れていた坐そぞろにとっては、自然でもなんでもなく『見張られている』とハッキリ分かる挙動だったのだが。

「きっと坐そぞろさんのせいだよ。せっかく仲介人になってくれるって言った氷ひ浦うらさんの部下に対してあんな酷い事するから」

「……しかたありますまい。あれは正当防衛ですからなぁ。降りかかった火の粉を払っただけの事ですゆえ」

　淡々と言い放ちながら襟えりを正す坐そぞろに対し、臨いざ也やは口元を歪ゆがめて首を振った。

「正当防衛ねぇ。坐そぞろさんは素手だろうと普段からサブマシンガン持ってるようなものなんだからさ。ボクサーや空手家と同じように気を遣わないと駄目だと思うんだけど」

「そのような事よりも、もっと他に気になる所があるのではありませんか？」

「ネクちゃんがいないね。遥人はると君達も」

　パイプ椅子だけが残され、ネクの姿は彼女の手荷物ごと無くなっている。

　周囲を見渡していると、臨いざ也やのスマートフォンが振動した。

　それは公式のオンラインストアなどでは配信されていない特殊なアプリケーションであり、アプリ上のディスプレイには特殊な記号文字が並んでいる。

「あれ、ネクちゃんだ」

　これは彼女が『カンディル』の通信連絡用に作成した特殊な通話アプリであり、場合によっては機種同士のBluetoothやWi-Fiでダイレクトに接続通話できる代しろ物ものだ。

　もっとも、ピーキー過ぎる為ために一部の機種を更に違法改造したものでしか使えないのだが。

　それが見知った者による連絡である事を知ると、臨いざ也やは通話ボタンを押してスマートフォンを耳にあてる。

「今どこ？」

『例の瀧たき岡おかちゃんの妹がこっちに向かってくるのが監視カメラの映像で見えたから、自由席の真ん中に座って隠れてた所ー。もういいかなって覗のぞいたらアンタが見えたから、こうして隠れながら連絡したってわけよ。ヒヒッ』

「それで？　遥人はると君達は？」

『え、遥人はると君達がどうかした？』

「……君ってこういうケースになると本当に驚くほど役立たずだよねえ。まあ、そういう一長一短があるからこそ人間らしくていい事なんだけどさ」

　クスクスと嗤わらう臨いざ也やを余所よそに、電話の向こうからは舌打ちと共に気まずそうな声が聞こえてきた。

『参ったねえ、私が狙いだと思ったから隠れたのに。まさか遥人はると君達を連れてくなんて』

「それこそ、ハッキングした監視カメラで確認できなかったの？」

『あの女、妙に用心深くなってて、丁度そこを映してる監視カメラをシャットダウンしたよ。まあそりゃ、私が別の場所で子供を攫さらう瞬間の映像を録画してたらマズいだろうからねえ。再起動してみたけど、なんか真っ暗だった』

　それを聞いた臨いざ也やが、隠しカメラがあった場所に目を向けると、そこにはマニキュアか口紅らしきもので手すりにあった小さな穴が塗り固められているのが見えた。

「物理的に塞いだかぁ。どうやら、ネクちゃんの事をよっぽど警戒してるみたいだね。まあ、確実に子供を攫さらう瞬間さえ映ってなきゃいいと思ったんだろうね」

『あー、他のカメラも何箇所から順繰りに潰されてるよー。まあ、おかげで大体球場のどの辺りに連れて行ったかは分かるよー』

「分かったところでねえ。どっちみち瀧たき岡おかの手の内ってのは明らかなわけだし」

　のんびりとした口調で言う臨いざ也やの背後から、重々しい声が響く。

「ふむ……そんな事より、遥人はると殿とひまり嬢が心配ですが」

　珍しく顔を曇らせている坐そぞろの言葉に、臨いざ也やは不敵な笑みを浮かべたまま答えた。

「大丈夫だよ、交渉の道具として連れ去ったなら、乱暴はしてないだろうしね。今死体を増やしたら弱みを俺達に握らせるだけさ」

「某それがしが貴き殿でんに付き添ったのは失敗でしたな。何か子供達が安全でいられる根拠があるのだろうと、貴き殿でんを少しでも信用したのは不覚の極み」

「おやおや、それはまた大きな不覚だねえ、不覚だよ坐そぞろさん。俺がこんなにも心が躍る事件を前に、子供達を気遣いながら行動するような男に見えていただなんて」

「……」

　坐そぞろの視線が臨いざ也やを捉える。

　常人ならば、それだけで全身を震え上がらせ失禁してもおかしくないような『圧』の籠もった視線だったが、臨いざ也やはその目を見つめ返しながらも平然としていた。

　数秒の沈黙を経た後、坐そぞろはあきらめたように溜ため息いきを吐き、『やはり、契約を破棄してでも今ここで首を折るべきか……』とブツブツ呟つぶやいた後、雇い主である臨いざ也やに問い掛ける。

「それで、どうなさるおつもりか。普通に警察沙ざ汰ただと思いますがなぁ」

「仮に警察に通報したとしても、球場の捜査なんてそう簡単にはできないと思うよ？　誰かが捜査員を足止めしてる間に二人はこの世から肉体ごと消えちゃうだろうねえ。そもそも、俺は一応彼らの保護支援者って事になってるけど、状況から言って二人が行方ゆくえ不明になったら疑われるのは俺だろうしね」

「ならば、如何いかがなされるおつもりか？」

「どうも俺達は地下倉庫での死体を作った犯人だと思われてるらしい。真犯人は何か脅迫してるみたいだったけど、それが具体的に何なのかは分からないねえ。氷ひ浦うらさんの口ぶりからすると大きな利権に関わる非合法な何かだけど」

　少し考えた後、臨いざ也やはクツクツと笑いながら小声で呟つぶやく。

「まあ、大体予想はできるし、違っててもそれはそれでいいや」

　そして臨いざ也やは、車椅子の上で足を組み、背骨のあたりに走る痛みに耐え、肌に滲にじむ冷や汗を隠しつつ無駄に格好をつけた。

「どうせ犯人と勘違いされるなら、もっと大きく勘違いさせようじゃないか。うん、そうだ。どうせならバックにネブラみたいな超巨大企業やアメリカのルノラータ・ファミリーみたいなマフィアの大御所が絡からんでると思わせよう」

「……なんの為ためにですかな？」

「もちろん、遥人はると君とひまりちゃんを助ける為ためさ」

　臨いざ也やの言葉に、坐そぞろは片眉だけを器用に顰ひそめる。

「やだなあ、そんな顔をしないでよ坐そぞろさん。俺だって、二人の事は心配なんだよ？」

　臨いざ也やはスマートフォンを耳に当て、ネクに対しても言い聞かせるように自分の正直な気持ちを口にした。

「せっかくイイ感じで面白い人間に育ちそうなのに、この先が見られなくなるのも……逆に最さい期ごの瞬間がこの目で見られなくなるのも、俺にとっては大きな大きな損失だからね」

　そして、笑いながら今後の行動指針について語り始める。

「というわけで、二人を助ける為ために、ちょっと本気でお金とコネを動かしてみるとしようか」

『……本気で、ってことは、外にも依頼するの？　何するつもりなのさ。ヒヒッ』

　臨いざ也やと付き合いの長い人間以外は、聞いた瞬間に『頭は大丈夫か？』と心配するような言葉を付け加えて。

「なに、簡単な事だよ。真犯人になろう」




「そして、ささやかな喝かつ采さいを送るだけさ。……『元』真犯人に、お疲れ様でしたってね」





♀♂






第六応接室




　このサマータイルスタジアムには、隠された応接室がある。

　消防署などに提出する公式な図面に記されている応接室の数は五つだ。しかし、地下には本来存在しない筈はずの通路が何本かあり、そこに併設された部屋の一つが第六応接室だ。

　本来球場にいてはならない『客』との会合や、不都合な人間を一時的に軟禁する為ための部屋であり──現在は、後者として利用されている。

「ねえねえ、臨いざ也やさんは？　まだ偉い人とお話し中なの？」

「そうね、もうすぐ来ると思う」

　少年の無邪気な声に、彩いろ葉はは形だけの笑顔を浮かべながら答えた。

　そして、そんな偽にせの笑顔にコロリと騙だまされ、「そっかぁ」と引き下がる少年を見て、彼女の心が僅わずかに痛む。

　更に言うならば、少年とは対照的に、最初からこちらに敵意丸出しの顔を向けてきている少女の視線も彩いろ葉はの心を抉えぐり続けた。

「……」

「何か飲む？」

　険しい顔の少女にそう問い掛けるが、彼女は首を振って吐き捨てる。

「毒入りかもしれないから、いらない」

「毒なんて入れないよ」

「相手に対して『これから毒を入れます』なんて正直に言う奴やつは折おり原はら臨いざ也やぐらいよ」

「そ、そう。臨いざ也やさんって凄すごいのね」

　完全に嫌われてしまっているようだと感じつつも、やはりこの二人はイザヤという男の関係者で間違いないらしいと確信した。

　そして、会話の内容が聞こえていたのかいないのか、遥人はるとと名乗っていた少年が力強く頷うなずいている。

「そうだよ！　臨いざ也やさんは凄すごいんだよ？」

　上機嫌になった遥人はるとは、聞いてもいないのにペラペラと彩いろ葉はに『オリハライザヤがいかに凄すごいか』という事を説明してきた。

　最初は子供視点で語られる『パソコンとかたくさん持ってる！』『すき焼きとかよく御ご馳ち走そうしてくれるんだよ！』といったたわいもないものだったのだが、やがて、気になる話が彩いろ葉はの耳じ朶だに触れる。

「ええと、あとね、警察の偉い人とも友達なんだって！」

「……警察？」

「うん！　いつか警察のボスキャラになるかもしれない人なんだって！　そうだよね！　ひまりちゃん！」

「ボスキャラ……」

　警察長官の事だろうか。

　まさかそこまでの人間ではあるまいと考えつつも、チラリと少女の方を見る。

　ひまりと呼ばれていた少女はやはり敵意に満ちた視線を向けていたが、そんな表情のままで忌いま々いましげに口を開いた。

「遥人はるとの言ってる事は本当よ。キャリア組のエリートで、今は警察署長やってるって言ってた。名前までは知らないけどね」

「……」

　外見年齢よりも幼い遥人はるととは対照的に、大人びた空気を持ち合わせるひまり。

　そんな彼女の言葉には有無を言わせぬ説得力があり、念ねんの為ためという事で、彩いろ葉はは第三調査部のまとめ役である瀧たき岡おか珠たま江えにそれを伝える事にした。




　オリハライザヤが警察関係者だと知れば、子供達に危害を加えるような真ま似ねはしないのではないかという、殺し屋として育てられた者としては色々な意味で甘すぎる期待を抱きながら。
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　劉りゆう生せいの執務室




「警察幹部だと……？」

　珠たま江えからの報告を聞いて、劉りゆう生せいは流石さすがに眉を顰ひそめた。

　氷ひ浦うらも同様に難しい顔をしている。

「まあ、黛まゆずみちゃんが子供達から聞いただけだから、本当かどうかは分からないけどね？」

「子供の戯言たわごとだと無視するのは簡単だが……。奴やつの余裕はそういう事なのか？　まさか警察そのものが折おり原はら臨いざ也やの『依頼主』という事はないと思うが……」

　僅わずかに鼻はな白じろむ氷ひ浦うらに対して、劉りゆう生せいはあくまで強気に首を振った。

「警察が『アレ』の情報を摑つかんでるなら、こんな遠回しな手段は使わないでしょう。とっくにこのスタジアムは強制捜査の対象になっているでしょうし、潰さずに利用するつもりなら、直接私か氷ひ浦うら副知事に圧力をかけた方が早い」

「ならば、今回奴やつの背後にいる組織とは無関係という事か。だが、迂う闊かつに奴やつを始末すれば、我々の情報がその警察官僚に流れる可能性もある……。やはり、始末するのは反対だな」

「とくに、貴方あなたは困るでしょうねえ氷ひ浦うらさん。１９９６年の脱税の記録まで暴かれるわけですから」

「それでも、『照明』と『エキストラ』に絡からんでる君に比べたらマシだと思うがね」

「証拠は残しませんよ。誰がどうタレ込もうと、全てこの球場の地下で証拠を処理できるようにはしてありますから、その時間さえ稼げれば問題ありません」

「とにかく、折おり原はら臨いざ也やをここに呼ぶ事だな。脅すにしろ交渉するにしろ、本人が居ないのでは始まらん」

「……」

　氷ひ浦うらは折おり原はら臨いざ也やをこの場に立たせたいようだが、劉りゆう生せいは簡単にそれを認めたくはなかった。

　交渉するという事は、相手と同じ高さに立つ事であると劉りゆう生せいは考える。

　国力の差がある国同士の交渉など一方的な恫どう喝かつに過ぎないとすら言い切るタイプの男であり、それは当然自分の『国』であるサマータイルスタジアムでも同じ事だと信じていた。

　自分が王として治めるこの『劇場』が、ただの情報屋を名乗る使いっ走り風ふ情ぜいと並び立つなどあってはならない。

　そう考えている劉りゆう生せいは、静かに呼吸を整えて、『どこまで踏み込むか』を思案し始めた。

　──奴やつのバックにいるのが粟あわ楠くす会かいだと仮定しよう。

　──だとするならば、向こうはもうこちらの人間を二人も始末している。

　──ならば、こちらも意い趣しゆ返がえしをしなければ粟あわ楠くす会かいに舐なめられたままだ。

　──奴やつらにとっては交渉中も殺人を続けるのは、念を入れた脅しのつもりなんだろうが……。

　──明あ日す機き組ぐみと繫つながりのある私を脅すという事は、私よりも完全に優位に立つだけの力を有しているのか、あるいは、『アレ』の利権で確実に優位に立てると踏んで勇み足をしたのか……。

　──何にせよ、こちらも折おり原はら臨いざ也やを始末して、ケジメは取らせなければな。

　──あるいは、折おり原はら臨いざ也やを脅して手駒にするか……。

　相手組織の意図が読み切れずに困惑しながらも、『支配者は惑わない』と、その焦あせりを表に出さぬように感情をコントロールする劉りゆう生せい。

　氷ひ浦うらも同じように、自分の困惑を気け取どられないようにポーカーフェイスを貫いていた。





♀♂






　だが、この球場内で最も困惑していたのは、彼らではなかった。

　サマータイルスタジアムという巨大な『劇場』の中で一番混乱しているのは、劉りゆう生せいでも氷ひ浦うらでも無く──




　──なぜ。

　──なぜ、あの折おり原はら臨いざ也やという男は、こんな真ま似ねを？




　臨いざ也やという謎の男の意図が全く読めない、殺人事件の真犯人だったのだが。




　そして、更なる余談となるが──

　現在真犯人の次に困惑しているのは、通常の監視カメラのモニターをチェックしていた、裏の事情を知らない警備員達だった。

「おい……」

　モニターを眺めていた警備員が、モニターを見て眉を顰ひそめる。

「なんかこの客……でかくないか？」

　入場口のあたりをうろうろしている、身長が軽く２メートルを超していると思おぼしき巨漢。

　それだけならば「背が高いな、バスケかバレーの選手か？」で済む話なのだが──その男は髪を青く染めあげ、顔の半分程を包帯で巻き隠しているという異様な姿だった。

　解像度の高い有線カメラの中を蠢うごめくその男のもっとも奇妙だった事は、終盤に差し掛かっている野球の試合には目もくれず、何かを探すようにキョロキョロとその首を動かし続けているという事だった。





♀♂






スタジアム内　入場ゲート側




　その巨漢──臼うす原ばら歩あゆ美みは、暫しばらく首を回した後、目当てのものをようやく発見した。

　球場の売店の上に置かれた、座席案内のパンフレットである。

　チケット売り場でうっかり貰もらい忘れてきた為ために、球場内にも同じものがあると踏んで探していたのだ。




「……」

「いらっしゃ……!?」

　ぬう、と突然強面こわもての巨漢が現れ、ホットドッグ屋の店員がビクリとその身を震わせた。

　男は軽く片手で宙を切る形を作って謝罪し、パンフレットだけを一部つまみ取る。

　巨大な手で器用にそのパンフレットを広げると、座席配置図の中で『車椅子用スペース』の文字を探し始める。

「どう？　アユミちゃん。折おり原はら君って子、見つかった？」

「……」

　パンフレットの横にヒョコリと顔を出す義母に対して首を振りつつ、座席表に目を通し──自分が今立っているのとは反対側のスタンドの自由席裏にある事を確認した。

「それにしても、停電のせいで入場規制なんてビックリだよね！　雷でも落ちたのかしら。良い天気なのにねえ」

　能天気な事を言う義母の声に、臼うす原ばらはチラリとナイター設備に意識を向ける。

　停電に関しては臼うす原ばらも奇妙とは思っており、もしかしたら折おり原はら臨いざ也やが関わっているのではないかと頭の隅に引っかかっていた。

　そんな事を考えながら、ゆっくりと向かい側のスタンドに目を向ける。

　臼うす原ばらの視力はかなり良いらしく、彼の目に一部の区画に並ぶ車椅子の列が映った。

　次の瞬間──

　彼はその中に、黒い服を纏まとった男と、その横に立つ白髪の老人の姿を見つけた。

　同時に、彼は凶悪な笑みを顔面に貼はり付ける。

　まるで長年追い求めた沈没船を見つけたトレジャーハンターのような笑みに、親の敵かたきに対するような凄すさまじい殺気を纏まとわせていた。

　周囲で『なんだか背の高い人がいるな』と目を向けていた観客達が、ゾワリ、と全身の毛を逆立てる。

　ラーメン屋の観客達やタクシーの運転手と同じように、自らの命の危機を感じとったのだ。

　次の瞬間、自分はこの恐ろしい男に殺されるかもしれないと。

　しかし、そんな空気の中で、やはり義母のユウキだけが平然とした顔で立っており、周囲で臼うす原ばらに怯おびえている観客達を見て、息むす子こに対する忠告を口にした。




「アユミちゃん、さっきも言ったけど、ここで暴れちゃダメだからね？」





♀♂






観客席




　試合はいよいよ八回表。

　観客席は、異様な熱気に包まれつつあった。

　前の試合から続けての三打席までで途絶えてしまった棟むな象かた寒かん四し郎ろうのホームラン記録だったが──その後、この試合での三打席目で再びホームランを打ち放ち、なんと四打席目もホームランを打ったのだ。

　これで、今日の成績は本塁打三本の三振が一回。もしこの後打席が二巡するならば、王おう選手達に匹敵する一試合四連続本塁打という大記録に並ぶ事となる。

「参ったなあ、試合の方も面白くなってくるなんて」

　スタジアムを包み込む観衆の熱気を前に、臨いざ也やはその熱意の行く末を最後まで観察していきたいという欲求に囚とらわれていた。

「悪趣味とは思いますが、どうしてもそちらが気になるならば、ネク嬢に頼んで観客席の映像を保存して、後でゆっくりと楽しめば良いでしょう」

「おや、坐そぞろさんがそんな民間人のプライバシーを考えない発言をするなんて」

「不本意ながら、今は子供達の安全を優先して貰もらわねば困りますのでなあ」

　ジロリと見下ろしてくる坐そぞろの視線を受け、肩を竦すくめながらスマートフォンを弄いじり続ける臨いざ也や。

「うわ、こっちも参ったね……頼りにしてた九十九つくも屋やがダメだったよ」

　苦笑しながら、九十九つくも屋やというハッカーらしき男からの返答に目を通す。

「うーん。『そんな犯罪に荷担する気は無い、いますぐ坐そぞろさんに乗り込んでもらって支配人を袋だたきにして人質にすればいいだろう』だってさ。……おかしいな。こっちの事情までは詳しく話して無い筈はずなんだけど……」

　関東でもナンバーワンと言われるハッカーに対して『相変わらず不気味な奴やつだ』と思いながら、臨いざ也やは他の当てを探り出した。

　すると、背後にいた坐そぞろが拳を軽く握りながら口を開く。

「某それがしはそれでも構いませんぞ。むしろ手っ取り早く助けられるならば望む所です」

「まあそう言わないでよ。どうせ暴れるなら、もっと盛大にやろうじゃないか。それに、俺ものんびりしてるわけじゃないよ」

　そう言いながら、臨いざ也やは少し離れた自由席の中央に座って作業を続けるネクに通話を繫つなげた。

「やあネクちゃん。九十九つくも屋やはダメだったから、博多はかたの彼、黒脚ナメコ君に頼む事にしたよ。悪いけど、繫つないでくれる？」

『げ、背番号24番君？　あの菌糸類に借り作るの？　えー？　絶対後で無茶言われるよー？　勝手に賞金首にされても知らないよー？』

「九十九つくも屋や以外に短時間で仕事を完遂できそうな人は限られてるからねえ。あの作業はネクちゃんの苦手分野でしょ。何年か前にこっちが格安で仕事を受けた貸しがあるから、それを返して貰もらうって事にするさ」

『ヒヒッ！　それは随分と高い利子がついちゃったねぇ』

　そんな事を言いながら、『blackleg_nameko』というハンドルネームのハッカーに繫つなぎを取り始めるネク。

　一方で、臨いざ也やは別の人間に連絡を取り始めた。

「ああ、俺だけど、そっちは準備ができ次第始めちゃっていいよー？　あとは、タイミングに合わせてこっちでなんとかするから。富ふ士じ浦うらさんにもそう伝えておいて、じゃあ、よろしく」

「……」

　臨いざ也やが何をしているのか把握できぬまま、坐そぞろは心中で遥人はるとやひまりの安全を祈り続ける。

　ただ一つ。

　どちらにせよ、関係者全体にとってはろくでもない結果になるという確信を持ちながら。




　臨いざ也やとネクがそんな作業を目まぐるしく続けていると、周囲から物もの凄すごい歓声が上がった。

　オーロラビジョンを見ると、どうやら棟むな象かた寒かん四し郎ろうの打席が回って来たらしい。

　試合は乱打戦となっており、このまま行くと最終回にもう一度打席が回ってくるチャンスはある為ため、野球史に残る大記録が夢ではなくなってきた。

「いやあ、なんだか凄すごい事になってきたねえ」

　臨いざ也やはクスクスと嗤わらいながら、横に立つ坐そぞろに視線を向けた。

「流石さすがにここまで熱狂的だと、坐そぞろさんの勘も鈍るんじゃない？　これじゃ誰が瀧たき岡おかや氷ひ浦うらの部下か区別つかないでしょう？」

「ふむ……。ですが、あからさまな殺気を持つ者が居れば、佇たたずまいだけである程度区別はつきますぞ。一人一人を見るのではなく、全体を見ながら違和感を追う感覚と言えば……」

　そこで、坐そぞろの声が一旦止まる。

　片目を大きく見開き、顎あご髭ひげを擦さすりながら数秒沈黙した後、感心したように口を開いた。

「ほう……これはこれは」

「？　どうしたの、坐そぞろさん？」

「ふむう、奇遇とは恐ろしいものですなあ。まさかこんな所で既知の人間を見かけるとは。ハハ、凄すさまじい殺気ゆえ、すぐに気付きましたぞ」

「殺気って……まさか格闘漫画のオーラみたいなのが目に見えてるわけじゃないよね？」

　そんな事を尋ねつつ、臨いざ也やは懐ふところからオペラグラスを出して、坐そぞろの見ている方角に向けた。

「ホットドッグ屋の前です」

「坐そぞろさんって遠視だっけ？　眼鏡めがねかけてるのに良くあんな所まで見えるね。どれどれ……」

　そして、臨いざ也やはそのレンズの中に映った巨大な人影を見て、思わず声を上げた。

「……うわあ。噓うそでしょ？」

　笑顔を崩してまではいないが、目は笑っていない。

「参ったね。本当に俺が今日この球場に来たのが偶然かどうか、怪しくなってきたよ？」

「はてさて、恨まれているのは某それがしと臨いざ也や殿、どちらでしょうなあ」

「両方だと思うよ？　ああもう、俺、人間は好きだけど、あのタイプの人はどちらかというと遠くから観察していたい方なんだけどなあ……。ああいう手合いに追いかけられると、どうにも嫌な化け物を思い出してね……」

　池いけ袋ぶくろに居た頃の記憶をフラッシュバックさせつつ、臨いざ也やは坐そぞろに言った。

「幸い、こっちの準備は終わってるし。あとはネクちゃんに任せるって事で……それじゃあ、逃げるとしようか坐そぞろさん」

「？　逃げる……どこにですかな？　確かに、某それがしがアレを抑え込んでいる間は臨いざ也や殿は無防備になりますが……。まさか球場から出ると？」

「違うよ、もっと安全な場所があるでしょう？　あんな怪しげな部外者が入れない場所がさ」

　臨いざ也やはそのまま車椅子の自走スイッチを入れ、スタンドを移動し始める。

　そして、手近に居た警備スタッフ──自分を監視していた瀧たき岡おかの部下と思おぼしき男に近づき、満面の笑みで口を開いた。




「さて、そろそろ瀧たき岡おかさんの答えが聞きたいんだけど……支配人室まで案内して貰もらえるかな？」





♀♂






数分後




「あれれ？　いなくなってる？」

　車椅子専用スペースまで来て首を傾かしげた臼うす原ばらユウキは、周囲をキョロキョロと見回した。

　彼女は臼うす原ばらに『急に臨いざ也や君と顔を合わせたら喧けん嘩かになるでしょ？　私がまず球場の外に来るように頼んでくるから、それまでここで待ってなさい』と告げ、何か言いたそうにしている臼うす原ばらに『大丈夫大丈夫！　こんな人前で何かしたりはできないと思うから』と言いながらここまで歩いてきたのだが──肝心の折おり原はら臨いざ也やと老人の姿が無くなってしまっている。

　トイレにでも行ったのだろうか？

　そう考えた彼女だが、もしかしたら息むす子こに気付いて逃げてしまったのではないかと考え、周囲の人間に尋ねて回る事にした。

　すると、折おり原はら臨いざ也やらしき青年の隣で観戦していた車椅子の子供が、「ついさっき、どこかに行っちゃったよ？」と証言する。

　更にその付き添いの女性が「ああ、あの格好いいお爺じいちゃんと一緒にいた人ね！　あの人なら、さっきあそこにいる警備員の人と話してて……そしたら誰か迎えに来て、お爺じいちゃんと一緒にどこかへ行っちゃったわね」という目撃情報をくれた。

　そして、ユウキは何の疑いもなく、トテトテとその警備員へと近づいて行った。

　これは彼女が能天気な性格をしているという事を差し引いても、球場のスタッフを警戒しろというのは酷な要求だろう。

　何しろユウキを含めた通常の観客達は、誰もこのスタンドを取り巻く破滅的な空気に気付いてなどいなかったのだから。

「ええと、すみません。こういう子を探してるんですけど、見かけませんでしたか？　息むす子この友達なんです」

　警備員はその美女が持っていた写真を見て、一瞬ギョッと目を見開き──すぐにポーカーフェイスに戻って、何ど処こかに無線連絡を取り始めた。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「どうしたの、臨いざ也やはもう不ふ藤どう君に引き渡したんでしょう？　……。……え？」

　配下である第三調査部からの連絡を聞き、眉を顰ひそめる珠たま江え。

「兄さん、車椅子スペースに、臨いざ也やを探してる女性っていうのが来たらしいけれど……」

「……連絡員か？」

「息むす子この友達だ、って言ってたみたいだけど。まだ若い女みたい」

「なるほど、いかにも誤魔化しの為ために言いそうな言葉だな。息むす子この友達……なるほど、息むす子こというのは、今第六応接室にいる少年の事か」

　臨いざ也やは不ふ藤どうに案内され、もうすぐこちらに到着する。

　そのタイミングで連絡員が現れるという事は、何かすれ違いがあったのだろうか？

　少し考えた後、彼は折おり原はら臨いざ也やを脅す為ためのカードは一枚でも多く欲しいと、淡々とした表情で指令を下す。

「第六応接室まで案内して差し上げろ。その後は……丁寧におもてなしをするように伝えるんだ。子供達と一緒にな」

「分かったわ。お茶でも出す？」

　冗談交じりに尋ねる妹に、劉りゆう生せいは口角を吊つり上あげながら自らも皮肉の言葉を返した。

「最後の晩ばん餐さんになるかもしれないんだ。希望があればできるだけ好きなものを食べさせてやれ」




　自分が今しがた下した判断が、どのような災厄を呼び込んだかも気付かぬまま。





♀♂






観客席




　義理の母親が、球場のスタッフと話した後に姿を消した。

　そんな様子を遠目に──反対側のスタンドから目撃している者がいた。

『ここで待っているように』とその義母に言われた臼うす原ばらである。

　しかし、ここはその言葉を言われたホットドッグ屋の前ではない。

　様子を窺うかがっていたら突然臨いざ也やと坐そぞろが移動を始めて姿を消した為ため、義母を止めようと自らも同じサイドの自由席周辺まで行こうとしたのだが──

　その最中さなか、ほんの数秒目を離した隙に、義母が消えてしまった。

　もしかしてトイレかどこかだろうか？

　心中で思わずそう思う。

　あるいは、そうであってくれと願っていた。

　だが、彼の動物的勘は、何か嫌な予感がすると全身を緊張させ続ける。

　臼うす原ばらは車椅子スペースまで来ると、周囲をキョロキョロと見渡し──

　そこに、見知った顔を見つけた。

　ほんの数日しか一緒に行動しなかったが、確かに同じチームとして動いていた女性の姿を。




　臼うす原ばらは足早に自由席へと移動し、半ば力尽くで観衆を押しのけながら『彼女』の肩に手を伸ばした。

　彼女は『やばッ』と小さく呟つぶやいた後、自由席の隙間に潜り込もうとしたが──一瞬早く臼うす原ばらの手が届き、その襟えり首くびを摑つかむ事に成功した。

　続いて、臼うす原ばらはヒョイ、と彼女を片手でつまみ上げる。

　そして、彼女と目を合わせて──自分の判断が全く間違っておらず、確かにそのゴスロリ少女が知り合いである事を確信した。




　一方、乱暴な持ち方をされた猫のようになった女性──ネクは、気まずそうに目を逸そらした後、困ったように笑いながら巨漢に対して片手をあげた。

「ヤッホー、久しぶりだね。臼うす原ばらっち」




「ええと……その、阿あ多だ村むらさんのところ以来だっけ？　ヒヒッ」













間章　折原臨也ってどんな人？　（ネクの場合）







　はあ？　臨いざ也やの事をどう思ってるかって？

　社長でしょ？　嫌な奴やつでしょ？

　他に何かあるの？




　異性として見た事はあるか？

　ヒヒッ。馬鹿な質問するねえ、あんた。

　あれに惚ほれる女がいるとすれば、相当な破滅主義者だよ？

　社長が一番心を許してそうなのは、ずっと秘書をやってたっていう女薬剤師って話だけど……今はアメリカにいるみたいだし、なによりその人は物もの凄すごいブラコンだから臨いざ也やにはイチミリも興味無いって聞いてるよー？




　ま、私とアイツはそんなんじゃないよ。

　完全に趣味……っていうか、ビジネスパートナーとしての関係だね。

　それが無ければ、私も何度アイツを始末してたか分からないよ。ヒヒッ。

　何かされたのかって？　いや、あいつは私の本名を……。

　いや、ゴメン、なんでもない。

　忘れて忘れて。

　忘れないと死ぬから。マジでマジで。キヒヒッ。




　まあ、感謝はしてるよー？

　私みたいな社会不適合者に、ちゃんと仕事と居場所をくれたしねー。

　それに、何だかんだ言って私も一種の病気だからさ。

　アイツの持ってくるトラブル、面倒臭いけど割と楽しく感じちゃうんだよねー。

　周りに平気で迷惑を掛けちゃう。そういうブレーキとか無かったんだけど……反面教師って言うのかな。あいつが私よりずっとずっと無茶するから、人の振り見て我が振り直せって感じで逆に自分は落ち着くんだよねー。

　うん。感謝してるよ。ほんとほんと。

　時々『死ねばイイのに』とは思うけど、ずっとアイツに対して死ねって思ってる坐そぞろさんやひまりちゃんよりはマシだよ。いや、どっちかっていったらあの二人の方が常識人か。ヒヒッ。




　うーん。

　折おり原はら臨いざ也やがどんな奴やつかって言われてもねえ。

　アイツはねえ、ただのバグだと思う。

　自己増殖はしないけど、何をやっても完全には排除できない嫌なタイプのバグ。

　更に厄介な事にさ、あいつは自分がバグだって理解してる。

　君も気を付けなよ。

　あのバグは、自分を増やす事はない。

　だけど、他の正常な部分を壊して別のバグにしちゃうってのは得意だからさ。




　でも、手遅れかな。

　臨いざ也やなんかの事を詳しく知りたがる時点で、アンタもとっくにバグってるのかもしれない。

　私はバグっていうか、最初からコンピューターウイルスみたいなもんだよ。キヒヒヒ。

　……ま、バグりにバグったウイルスだから、あんまり存在してる意味はないんだけどね。




　さっきも言ったけど、臨いざ也やはそんな私に意味をくれるから、感謝している。

　あいつがこっちを退屈させるような事をすれば、いつでも恩を仇あだで返すつもりだけどね！







[image: 五章　試合放棄]






















　観衆達による大だい喝かつ采さいが、スタジアム全体を揺らしている。

　恐らくは、棟むな象かた寒かん四し郎ろうが本日二度目の三打席連続ホームランを打ち放ったのだろう。

　だが、その結果自体は、折おり原はら臨いざ也やにとってはどうでもいい事だった。

　彼にとって興味の対象となるのは、その結果がもたらした人間の心の動きであり、所謂いわゆる『感動』と呼ばれるものに身体からだを支配されている人々の姿そのものである。

　ゆえに、球場に響き渡る大だい喝かつ采さいから一人一人の心の情動を想像し、臨いざ也やはゆっくりとその身に幸せを嚙かみしめる事にした。

　豪華な料理を前にして匂いしか嗅かげぬような寂しさはあるものの、今の臨いざ也やにとっては、人々の悦よろこびや打たれた投手の嘆きを思うだけで、充分に自分が生きていると実感する事ができる。




「随分と嬉うれしそうな顔をしてるじゃあないか、折おり原はら臨いざ也や君」

　独りよがりな愉悦に浸る臨いざ也やに対し、様々な感情を込めながらも驚異的な精神力で平静を装よそおった声が響き渡る。

　臨いざ也やはそんな複雑な声の奥にある熱量を感じ取りながら、爽さわやかな笑顔を浮かべ、車椅子をキイ、と声の方角に向け直す。

「もちろん、貴方あなたにお会いできたからですよ。瀧たき岡おか劉りゆう生せい球団社長」

「それは何よりだ。私の事は『支配人』と呼んでくれたまえ」

　部屋の中央にいる臨いざ也やだが、状況は決して良いものではない。

　普通に考えるならば、最悪と言っても良い絵面だった。

　特別な応接間と会議室も兼ねている執務室は、その実三十畳ほどの広さがあるのだが、そこが些いささか狭く感じる程に多くの人間が敷き詰められている。

　中央で車椅子に座る折おり原はら臨いざ也や。

　その横に立つ坐そぞろ。

　相対する形で執務机の前に立つ瀧たき岡おか劉りゆう生せいと、その横に立つ瀧たき岡おか珠たま江え。

　少し離れた場所でソファに座っている氷ひ浦うらと、彼の背後に立って青い顔をしている秘書。

　更には、不ふ藤どうを始めとした劉りゆう生せいの『裏の顔』を知る幹部数名。

　そして、臨いざ也やに対して警戒の目を向けている第三調査部の面々だ。

　二十人程の人間に取り囲まれ、そのうち十人以上は何らかの武器を携帯していると思おぼしき状況であり、これから一方的な虐殺が始まってもおかしくない絵面だった。

　そんな圧倒的な差がある中で、瀧たき岡おか劉りゆう生せいが余裕を持った笑みを臨いざ也やに向ける。

　見下してはいるが、警戒は怠ってない鋭い目つきで、このスタジアムの『王』が口を開いた。

「よくもまあ、堂々と私の前に顔を出す事ができたものだと感心するよ」

「こそこそ怯おびえていた方がお好みでしたか？」

「好む好まないに関わらず、それが当然だろう」

　交渉をするつもりはないとばかりに、瀧たき岡おかは上から目線で言い放った。

「この私が造り上げた『劇場』の中に脚を踏み込んだ以上は、自分の身の丈にあった役を演じて貰もらう。君の役割は、調子に乗った挙げ句に惨みじめに命乞いをするハメになったチンピラＡに過ぎない。私ができるのは演技指導だけだ、君の声は本来ならば演出家の耳に届くものではない」

「役者の意見を取り入れるタイプの演出家も多いですよ？」

「残念ながら、私はそのタイプではなくてね。演出家が舞台の神であり舞台監督は王であると考えている。荒ぶる神であり、暴君だ。人はただ糸で繰られる操り人形であればいい。君達はただ、私のこの『劇場』であるスタジアムに敬意を捧ささげ、心に畏い怖ふを抱き続けるべきだ」

　興が乗ってきたのか、いつものように芝居がかった口調になる劉りゆう生せい。

　周囲の面々は心中でうんざりしつつも受け流そうとしたが──

　当の折おり原はら臨いざ也やが、これに対して真っ向から言葉を返し始めた。

「ここが貴方あなたの劇場？　違うでしょう？　本当のオーナーは夏なつ瓦がわらグループの総帥、夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるさんだと思いますが？　その劇場が何を上演するかを最終的に決定するのはオーナーでしょう。貴方あなたがスポンサーの顔色を窺うかがう操り人形ではないと誰が証明できるんです？」

「建前上の王と、実質的な支配者は違う。夏なつ瓦がわらグループなど、所しよ詮せんは金の亡もう者じやにすぎない。私は私の力だけでこの『劇場』を、サマータイルスタジアムを完成させた！　欠点があるとすれば、夏なつ瓦がわら球場という名前だけだ。いずれそれも、私が夏なつ瓦がわらグループを掌握したら変更する予定だがね」

　あっさりと親企業である夏なつ瓦がわらグループへの叛はん意いを口にする瀧たき岡おか。

　だが、彼の暴走はそれでは止まらなかった。

　憎しみをぶつける対象である折おり原はら臨いざ也やが目の前にいる事で、抑えていたタガが外れかけているのかもしれない。

「私は、このスタジアムをより完かん璧ぺきな『劇場』とする義務がある。私はその為ために生まれて来たと言ってもいいだろう。そうだ、このスタジアムは最終的に劇場の枠すら超え、一つの国家、いや、一つの完結した世界そのものとなるだろう！　私には、それができる！」

　オペラ歌劇の役者のように、声高らかに叫ぶ瀧たき岡おか。

　氷ひ浦うらは『今のは聞かなかった事にする』とばかりに視線を逸そらし、珠たま江えは普段と変わらぬ笑みを浮かべているが、その目は静かに伏せていた。

　護衛達も表情を顔に出さず、不ふ藤どうのような一部の人間が『ああ、そんな発言が外部に漏れたらどうするんだ』とでも言いたげな目で怯おびえている。

　だが、この妄想こそが夏なつ瓦がわらグループでのし上がる原動力となった以上、簡単に否定はできない。できるはずもない。

　誰もがそう考えている中──拍手の音が、執務室内に響き渡った。

　ゆっくりと、それでいて力強い拍手の音が。

「素晴らしい」

　拍手を送ったのは、他でもない折おり原はら臨いざ也やだった。

　車椅子に座ったまま、真剣な目で瀧たき岡おかを見すえて賞賛の拍手を送り続ける。

「実に壮大な夢ですね。確かに、それ程の偉業は貴方あなたほどの技量がなければ成し得ない事でしょう。いや、技量があっても、それを成し遂げる為ための力も必要です。事実、貴方あなたはその剛腕で夏なつ瓦がわらグループに風穴を開け、このスタジアムとサーペンツを手中に収めた！　貴方あなたの演出する『劇場』を完結した一つの宇宙とする。貴方あなたには、それができる可能性があった」

　さりげなく『世界』から『宇宙』に格上げしつつ賞賛する臨いざ也やだが、瀧たき岡おかは最後の一言に眉を顰ひそめた。

「……可能性が『あった』、か。過去形なのはなぜか聞いても？」

「ええ、言葉のままですよ？　現状の貴方あなたが、天地創造に至る道はありません」

　とうとう天地創造とまで口にし始めた臨いざ也やに、周囲で聞いていた不ふ藤どう達は『あれ？　頭がおかしいのが一人増えた？』という思いを抱く。

　だが、劉りゆう生せいがギラついた目を向けて話に興味を持っている以上、臨いざ也やの言葉を揶や揄ゆして遮るという選択肢は存在しなかった。

　そんな周囲の空気を敢あえて読まず、臨いざ也やは劉りゆう生せいにのみ話の調子を合わせて語り続ける。

「貴方あなたは完かん璧ぺきに近い『劇場』を持っていますよね。そして、貴方あなた自身にもその劇場に見合った舞台監督と演出家の才能がある。世界を相手取って戦うだけの胆力も持ち合わせている。……それだけに残念でなりませんね。ただ一つ。いえ、より細かく分けるなら、二つの要素が足りないせいで、貴方あなたのシナリオは途中で幕を閉じる事になる」

「私に、何が足りないと言うつもりだ？」

　最初はこれから追い詰める男の強がりを聞いてやろうというつもりだったが、劉りゆう生せいは臨いざ也やが言う『自分に足りないもの』という話が気にかかり、つい相手のペースに乗ってしまった。

　今や純然たる興味を持って、臨いざ也やに答えを促したのである。

　劉りゆう生せいの問いに対して返ってきた答えは、彼の心を揺さぶるには充分なものだった。

「人材ですよ。キャストと、スタッフです」

「……なんだと？」

　眉を顰ひそめる劉りゆう生せいをよそに、臨いざ也やは車椅子に座ったまま周囲をぐるりと見渡した。

「貴方あなたには、貴方あなたの舞台を成功させるに相応ふさわしい役者が集まらなかった。スタッフも、完かん璧ぺきな仕事をしているとは言いがたい。貴方あなたの指示は完かん璧ぺきなのに、周囲の人間は貴方あなたの言葉を信じていないんですよ。これでは舞台は完成しない」

　まるで最初から台本を用意していたのではないかと思える程に、臨いざ也やの口からつらつらと芝居がかった台詞せりふが溢あふれ出だす。

　横で聞いていた坐そぞろは『本当に口から先に生まれて来たような男だ』と思いつつ、車椅子を押す付添人として黙って成り行きを見定めていた。

「貴方あなたの夢を、野望を、いや、現実的なプランを、この部屋にいる誰も信じていない。貴方あなたの妹である珠たま江えさんも含めてね」

「……何を言ってるの？　馬鹿馬鹿しい」

　相手の言葉を即座に否定すべく、珠たま江えが嘲あざけるように笑いながら口を開く。

　すると、臨いざ也やはそちらをチラリと一いち瞥べつし、あからさまな嘲あざけりと共に言った。

「焦あせってますね珠たま江えさん。片眉が少しあがるのは、噓うそをついているサインですよ？」

「なッ……」

「俺はそういうの分かるんですよ。これでも情報屋の端くれですから。相手が噓うそを言ってるかどうか見分けられなければ商売あがったりですしね」

　泰たい然ぜん自じ若じやくとした表情で言う臨いざ也やに、劉りゆう生せいは暫しばし沈黙した後、問う。

「折おり原はら臨いざ也や。君がそうも余裕を見せていられるのは、自分が殺される事はないという確信があるからか？　私達が君の背後の組織を慮おもんぱかって、君に遠慮するとでも？」

「まさか。劉りゆう生せいさんは寧むしろ俺を積極的に殺して相手に自分の立場を示すタイプでしょう？　いますぐに俺を殺さないのは、氷ひ浦うらさんへの気遣いですか？」

「……」

　その言葉を聞き、氷ひ浦うらがジロリと臨いざ也やを睨にらみ付つける。

「おい、俺が無関係だとしても、お前が死ねば……例の１９９６年のデータは流れるようになってるのか？」

「どうでしょうね。データを預けている人の判断次第だと思いますけど」

「貴様……」

「まあ、瀧たき岡おかさんにも同じような交渉を持ちかけようかとも思ったんですけど、貴方あなたの場合、警察やマスコミが裏を取る前に全部証拠を処理できる能力をお持ちですからねえ」

　臨いざ也やがそう言うと、瀧たき岡おかが鼻で笑いながら答えた。

「そのために作った劇場だからな」

　瀧たき岡おかはそのまま執務室の机の奥に回りこみながら、臨いざ也やに問い掛ける。

「折おり原はら臨いざ也や。こちらにもメンツというものがある。せめて、そちらの実行犯を引き渡すなら、今後の交渉も穏便に済ませようじゃないか」

「実行犯、ですか。どの件のです？　この球場に仕掛けた事は、心当たりが多すぎるもので。具体的な被害者はどちら様です？」

「無論、殺人の件だ。私の部下の雨あま木ぎと、氷ひ浦うら副知事の護衛のにし……ええと」

「錦にしき野のだ」

　言いい淀よどむ瀧たき岡おかに、氷ひ浦うらが淡々と補足した。

「そう、錦にしき野の氏を殺した実行犯だ。錦にしき野の氏を殺してから時間は経たっていない。まだ球場の周りにいると思うが……そこらの雇われの殺し屋なら、差し出しても大した損失ではないのでは？」

「はは、そう来ましたか」

　当然ながら臨いざ也やに犯人の心当たりはない。

　しかも、二人目が死んでいたなどというのは初耳だ。

　錦にしき野のというのは、恐らく氷ひ浦うらのＶＩＰルームから自分達を送り出した男だろう。

「私一人の判断ではなんとも。連絡を取っても構いませんか？」

「ああ、だが、会話は全て聞かせて貰もらおう。ここで連絡を取るんだ」

「ええ、構いませんよ」

　臨いざ也やは携帯電話を取りだし、ネクへとアプリで連絡を取った。

　刹せつ那な、僅わずかに珠たま江えの顔が曇るのを確認する。

　恐らく、通常の電話回線ならば何らかの方法で相手を特定するつもりだったのだろう。

　だが、独自のアプリではすぐには解析ができない。

　臨いざ也やはそんな珠たま江えの悔しそうな表情を楽しみながら、通話に出たネクに語りかけた。

「やあ、俺だよ。臼うす原ばらの奴やつはそっちに行ったかい？」

『いやー、見つかってヤバかったよー。ええとね、正直に「球場の事務所のどこかにいると思う」って言っちゃったよ。ごめんね？　で、ついさっき、バックヤードに入っていったよ。慌てて止めようとしてた警備員がドアに引きずり込まれてたけど、そいつから臨いざ也やの場所を聞き出してたらヤバめだと思う』

　ネクの声は周囲には聞こえていない。

　それを利用して、臨いざ也やはさも『自分の雇い主』と話しているかのように語り続ける。

「実はね、アマギさんとニシキノさんが亡なくなった件で、手打ちが必要なんだ。臼うす原ばらの奴やつは切り捨てても問題ない人材かな？」

『……。キヒヒッ。そういう事？　アマギさんとニシキノさんね。ＯＫＯＫ。で、誰にやる？』

「ああ、瀧たき岡おかさんや珠たま江えさんはもちろん、氷ひ浦うらさんや球場の幹部の人達も殺されっぱなしじゃ納得しないみたいだ。なんとか上に許可を取って貰もらえないかな」

『ようするに関係者全員ね。キヒヒッ。で、どういう嫌がらせにする？』

「とりあえず結果が出たらメールで連絡をくれればいい。上との交渉は任せるよ。じゃあね」

『ＯＫＯＫ。それじゃ、ちょっと墓荒らしに行ってくるよ。キヒヒッ』

　通話を切ると同時に、瀧たき岡おかがニヤリと笑った。

「臼うす原ばら……それが実行犯の名前か」

「彼はかなりの実力者ですよ。いますぐに身柄が欲しいというなら誘導には協力しますが、抵抗にはくれぐれもお気を付けて」

「悪いが、我々もそれなりに装備は整えているのでな」

　瀧たき岡おかはそう言った後、机の引き出しを開けてある物を取り出した。

　二重底の下に隠していた、減音器サプレツサー付きの拳銃である。

「おや、物騒なものをお持ちですね」

「お前のような奴やつがいるからな。護身の為ための装備は必要だ。もちろん、お前の周りにいる連中は、ほぼ全員携帯している」

　そこで一度ニヤリと笑い、凶悪な笑みを浮かべて言った。

「君はさっき、私には人材が不足していると言ったな。だが、そういう君はどうだ？　君なら、私の意図に完かん璧ぺきにそう演技ができると？」

「俺はどちらかというと裏方系ですけどね」

「なに、役割じゃあない、覚悟の問題さ。君と私が、ビジネスパートナーになれるかどうかを確かめたい」

　すると、劉りゆう生せいはゆっくりと歩み寄り、臨いざ也やの前にその拳銃を置く。

　護衛や第三調査部の男達が慌てて懐ふところに手を伸ばすが、劉りゆう生せいは酷薄な笑みを浮かべて車椅子に座る臨いざ也やを見下ろした。

「私が、演出家として君に与える最初の台本だよ」

　そして、数歩離れた場所に立つ坐そぞろを顎あごで差しながら言葉を紡つむぐ。




「君の車椅子を押していたその老人を撃つんだ。君の手でね」





♀♂






第六応接室




「あれれ？　折おり原はら臨いざ也や君はどこ？　まさか君じゃないよね？」

　臼うす原ばらユウキが連れてこられたのは、地下にあると思おぼしき応接室の中だった。

　ユウキが周囲を見渡すと、そこには子供が二人と、バーテン服を着た若い女が一人。

　自分を案内した男は既に部屋から退出しており、その際、扉に鍵を掛ける音が響いたような気がした。

　だが、そんな事を気にするよりも先に、子供の一人、男の子の方が声を掛けてくる。

「え？　お姉ちゃん、臨いざ也やさんを知ってるの？」

「ああ、もう。『お姉ちゃん』だなんて、お世辞が上う手まい子ね」

　実際彼女は20代の上に童顔なので普通の事の筈はずなのだが、未亡人であり歩あゆ美みの義母でもあるという自覚のせいか、自分の事を立派な母親であると思い込んでいた。

　男の子の頭をわしゃわしゃと撫なでていると、バーテン服の女性が近づいて来る。

「あの、ええと……折おり原はら臨いざ也やさんと、どういう関係なんですか？」

「え？　ああ、そうそう。折おり原はら臨いざ也や君はね、息むす子この友達なの！」




「息むす子こさんの……？」

　相手の答えを聞いて、黛まゆずみ彩いろ葉はは困惑した。

　彼女の息むす子こというなら、どんなに歳としが行っても５歳前後だろう。

　それが臨いざ也やの友達とはどういう事なのか？

「ええと……臨いざ也やさんとは、どのぐらい前からのお知り合いなんですか？」

「今日初めて会うの！　最初は一言文句を言ってやろう！　って思ってたんだけど、いざ会うとなると、どんな子なのか楽しみになっちゃって！」

　童顔に相応ふさわしく目を耀かがやかせるその女性に、彩いろ葉ははどう対応して良いのかわけが分からずにいた。連絡では臨いざ也やの連絡員という話だったが、とてもそんな気はしない。

「ええと、それで、貴女あなたは？」

「あ、はい。黛まゆずみ、黛まゆずみ彩いろ葉はです」

　混乱の最中さなか、彩いろ葉はは思わず名乗ってしまった。

「彩いろ葉はちゃん！　カワイイ名前ね！　私は臼うす原ばらユウキ、宜よろしくね！」




　それが、きっかけだった。




　ほんの些さ細さいな、一人の女性が『転職』を決意するきっかけ。

　──ああ、そうか。

　──やっぱり私、鈍なまってたんだなあ。

　──殺し屋が簡単に本名を名乗っちゃダメだよね。

　──あれ？　でも、私のこれは買った戸籍だからいいのかな。

　──そもそも最後に人を殺した時は名前なかったし。

　──……。

　──もういいや面倒臭い。

　──今日の仕事が終わったら、どこか地方に逃げて、喫茶店の店員にでもなろう。

　そんな事をぼんやりと考えてると、自分に名前を尋ねてきた女性が無邪気な笑顔のままで言葉を続ける。

「そうそう、彩いろ葉はちゃんは何のお仕事をしてる人かしら？　ええと、待って待って、当ててみせるから！　バーテン服だからバーテンダー、じゃ簡単過ぎるよね」

　クルクルと周囲を回りながら自分を観察する女性を見て、遥人はるとも『なになにー！　お仕事を当てるの!?　面白そう！』と一緒になって回り始める。

　周囲を可か憐れんな美女と小学生男子に回られ、離れた場所から小学生女子にジト目で見られているという謎の状況を前に、彩いろ葉はは考える事を止めかけたのだが──

「ええと、もしかして、ボディーガードかなにか？」

「!?」

「歩き方とかが、阿あ多だ村むらさんの家にいた人達にソックリだし、でもヤクザ屋さんって感じじゃないから、そんな所かしら？」

　突然そんな事を言いだしたユウキに続き、遥人はるとも声を上げる。

「うーんとね、僕は殺し屋さんだと思う！」

「!?」

「ああ、私もそれと迷ったのよ！　じゃあ、間を取って、スパイにしましょう！　スパイ、かっこいいわよねスパイ！　それでそれで？　正解はなあに？」

　目を耀かがやかせながら尋ねてくるユウキと遥人はるとに、彩いろ葉はは困惑の極みといった顔で、なんとか愛あい想そ笑わらいを浮かべて誤魔化した。

「アハハ、そんなわけないじゃないですか……。私が殺し屋やスパイだったら、怖いでしょう？」

　そんな事を言う彩いろ葉はに、遥人はるとはあっさりと言った。

「え？　どうして？」

「どうしてって……殺し屋さんだよ？　君の事を殺しちゃうかもしれないよ？」

「大丈夫だよ！　いい殺し屋の人もいるもん！　臨いざ也やさんのお友達にもたくさんいるよ！」

　遥人はるとは天てん真しん爛らん漫まんという言葉が似合う笑顔で、物騒極まりない事を口にする。

「それに、お姉ちゃんは僕にアイスを奢おごってくれたもん！　人をたくさん殺してても、きっといい人だよ！」

　更に、彼に相あい槌づちを打つようにユウキが言った。

「そうよねえ、時代劇の主役も何人も人を斬り殺してるけど、いい人だもんねえ」

　ゾクリ、と、彩いろ葉はの背中が震える。

　折おり原はら臨いざ也やの関係者は、一体全体なんだと言うのか。

　表と裏、社会のどちら側の視点から見ても明らかに普通ではない。

　しかし、その一方で、妙な安あん堵ども覚えていた。

　例え異常な状況であろうと、出会ってすぐの子供に信頼された事に、妙な高揚を感じていたのである。

　──いい人、かあ。

　──参ったなあ。

　──今日で最後にしようって決めたばっかりなのに。

　感慨深げに微ほほ笑えみながら、彩いろ葉はは淡々と考えた。

　──どんどん、最後の仕事が殺り辛くなる。

　──ああ、子供達を殺せっていう命令がこないといいな。

　結局の所、命令されれば仕事はこなす。

　その選択肢が外れないあたり、遥人はると達やユウキを異常と言った彼女もまた、根っこの所では殺し屋のままか──

　あるいは、もっと異質な何かだったのかもしれない。





♀♂






某通路




　バックヤードの地下にある、公式の設計図上は存在しないはずの通路。

　その通路に、点々と人が倒れていた。

　不ふ藤どうの部下達の中でも、裏の事情を把握しているバックヤードの警備員達だ。

「……」




　時間は、10分程遡さかのぼる。

　なぜか臨いざ也やのいた席の傍そばにいたネクを捕まえると、彼女は自分からペラペラと『あ、臨いざ也やを探してるの？　だったらもうここにはいないよー。あの世に行っちゃうかも』と言って、この球場の支配人である男に連れて行かれたと語っていた。

　しかし、今は臨いざ也やよりも大事な事がある。

　口べたな臼うす原ばらだが、車椅子席に女が臨いざ也やを探しに来なかったかと辿たど々たどしくネクに問い掛けたところ、『へ？　そういえばさっき女の人が係員と話して裏に連れて行かれてた気がするけど……。臨いざ也やを探しに来たなら、一緒にその支配人の所に連れて行かれてるかもよ？』と言われ、彼女をその場に置いて駆け出した。

　そして、職員通路への入口の扉を軽く捻ひねってドアノブと鍵を壊し、止めようとした警備員をそのまま引きずり込んで気絶させる。

　臼うす原ばらはそのまま奥へ進み、支配人の居場所を知っていそうな警備員を見つけては脅しつけて居場所を聞こうとした。

　だが、途中から妙な空気になっていた。

　最初は特殊警棒などを持っていたガードマン達だが、次第にテイザーガンなどを持ち出し始め、最後にはナイフや拳銃を持ち出してきたのである。

　明らかにただの球場警備員が持つものではない。

　臼うす原ばらは、これも臨いざ也やの陰謀かと頭に血を上らせると同時に、義母の事が心配になった。

　まだ２年程しか顔を合わせていないが、確実に分かる事はある。

　あの義母は、全てを受け入れすぎる。

　自分が所属していた富ふ津つ久く会かいのヤクザ達ともすぐに仲良くなっていたし、その上で敵対する勢力の人間とも軽々と話をする。

　なまじ観察眼があるので、相手が堅かた気ぎかそうじゃないかをあっさりと見破るのだが、その上で相手に気軽に話しかけるのだ。

　恐怖というものを感じる脳のう味噌みその器官が欠落しているとしか思えない。

　一方で、そんな彼女だからこそ、自分のような人間を『息むす子こ』などと呼んで普通に接してくれるのかと思うと複雑な気分だった。




　そんな事を考えながら、臼うす原ばらは拳銃を持ち出した男の指を一本ずつ折って支配人の居場所を聞き続ける。

　男は四本目あたりで吐いたが、見逃してまた銃を使われても面倒だと首を折ろうとしたところ──義母の顔が思い浮かび、とりあえず残りの指と両肩両りよう肘ひじ両手首の骨を外すだけで見逃す事にした。

　もっとも、肘ひじを脱だつ臼きゆうさせた所で気絶してしまったのだが。

　臼うす原ばら歩あゆ美み。

　外見が目立つ事を除けば、その規格外のパワーに加え、携帯操作や鍵開けなどといった細やかな作業もできる優秀な潰し屋だ。

　もっとも、その唯一の欠点があまりにも大きなハンデだったのだが。




「なッ……!?　ば、バケモノ!?」




　また一人、こちらに気付いた男が懐から出したナイフを向けてくる。

　前の職場で潰したプロの殺し屋と同じナイフの持ち方をしていたが、とりあえずそのナイフの射程外から砲弾のような速度で前蹴りを繰り出した。

「バカがッ……ボッ……バッ」

　靴の裏にナイフを突き刺してきたが、底に鉄板を仕込んでいる特製安全靴の前には無駄な事だった。

　ボキリと折れたナイフと自分の腕を巻き込んで、巨大な靴が男のみぞおちに食い込んでくる。衝撃で腕の骨がグシャグシャに折れるのを感じながら、第三調査部の殺し屋は数回通路をバウンドし、そのままあっさりと沈黙した。




　そして臼うす原ばらは執務室に向かって歩き続ける。

　臨いざ也やがいたらその場で潰す。

　義母がいたら一旦助けてからこの場を離れる。

　問題は臨いざ也やと義母が一緒にいた場合にどうするべきだろうか。

　そんな事を考えながら、首輪から解き放たれた『阿あ多だ村むらの飼い鯨くじら』は、通路をのしのしと進み続ける。

　この日を境に、裏社会で『球場潰しの青あお鯨くじら』という渾名あだなが付けられるとも知らぬまま。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




　銃を渡された臨いざ也やは、クスリと笑いながら劉りゆう生せいに言った。

「俺が、この銃で貴方あなたを狙うとは思わないんですか？」

「腕をこちらに向けた瞬間、君は蜂の巣になる。護衛の反応速度より早く撃てる自信があるならやってもいいが、仮に私の脳天を撃ち抜いたとしても、君が蜂の巣になるのは変わらない」

　その言葉を聞き、臨いざ也やは周りに目を向ける。

　すると、何人かの男達が銃を懐ふところから取りだしており、いつでも撃てるように準備を始めているのが見えた。

「……」

　臨いざ也やは少しだけ笑みを消し、ブラインドで覆われた窓の方に目を向ける。

「ああ、予あらかじめ言っておくが、窓を撃って観衆に異常を知らせようとしても無駄だよ。ブラインドの奥のガラスは防弾性でね。その程度の銃じゃ鉛玉の方が砕け散るだけだ」

「まいりましたね、まさか、本気で俺に坐そぞろさんを撃てと？」

「ソゾロ？　変わった名前だな。まあ、ソゾロでもオセロでも構わない。弾はたっぷり入れてある。命中するまで何発でも撃って構わないが、流れ弾がこちらに来るような事があれば君は次の瞬間死ぬ事になるよ」

「坐そぞろさんを撃ち殺せって……無理ですよ、そんなの」

　おや、と、劉りゆう生せいと珠たま江え、そして氷ひ浦うらが眉を顰ひそめた。

　他人の命をなんとも思わないような雰囲気を臨いざ也やからは感じていたが、この老人はそこまで特別な人間なのだろうかと訝いぶかしむ。

　──しかし、ならばなぜこんな危険な場所に連れて来たのだ？

　氷ひ浦うらはそんな疑問を浮かべるが、劉りゆう生せいは『相手の弱みを見つけた』とばかりにサディスティックな笑みを浮かべ、老人と臨いざ也やを見比べた。

「ハハハ！　君も人の子か、情報屋！　思わぬ悲劇が演出できそうだ。だが、気にするな。悲しみを乗りこえた先にあるのは、私と手を組めるという栄光だ」

「……本当に、やらなきゃだめですか？」

　僅わずかに冷や汗すら浮かべている臨いざ也やに、劉りゆう生せいは最高の笑みで首を振る。

「もちろんだ。できないというなら、君の仲間の子供達や若い女の連絡員が死ぬ事になる」




　──若い女の連絡員？

　──はて。ネクちゃんとはたった今電話したばかりだけど。

　困惑はしたが、今の臨いざ也やに、その情報を分析する余裕はない。

　助けを求めるように、臨いざ也やは坐そぞろに目を向けた。

「臨いざ也や殿、この老骨の事は気になさらず撃つが宜よろしい。もうこの歳としまで生きてきた以上、悔いは殆ほとんどありませんのでなあ」

「坐そぞろさん……そんな事言わないでよ」

　懇願するように首を振る臨いざ也やに坐そぞろは穏やかな笑みを浮かべて頷うなずいてみせる。

「さあ、撃ちなさい。こんな老いぼれよりも、子供達の命を優先すべきです」





♀♂






観客席




「あッ。しまった」

　ノートパソコンで作業を続けていたネクが、思い出したように声を上げた。

「臨いざ也やの奴やつに、臼うす原ばらが女の人の事も探してたって話、するの忘れちゃったね……。まあいいか」

　周囲の観客達は立ち上がってサーペンツの応援歌を歌い始めているが、ネクは我関せずとばかりにキーボードを弄いじり続けている。

　そして、彼女はすぐに、ネットの海に眠るとあるデータに辿たどり着ついた。

　臨いざ也やからの連絡で知らされた二人の被害者の名前。

　それを既に調べ終えている瀧たき岡おかと氷ひ浦うら、あるいは球場の関係者の中のリストと照合し──、ネクは己の名の由来である『仕ア事イ道テ具ム』を発見したのだ。

　彼女はそのデータを睨ねめ回まわしながら、嬉うれしそうに嬉うれしそうに笑い続ける。

「キヒヒッ！　新鮮な『屍し体たい』、二つも見ーつけたっと！」




　物騒な彼女の呟つぶやきは応援歌の大合唱によって打ち消され、誰の耳にも届く事はなかった。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




「ははは！　いい度胸だな、爺じいさん！　さあ、折おり原はら臨いざ也や！　その老いぼれの想おもいに答えてやれ」

「……」

　高揚する劉りゆう生せいとは対照的に、氷ひ浦うらは眉を顰ひそめていた。

　──ソゾロ……？

　──はて、どこかで聞いた事があるような……。

　しかし、彼がその答えを思い出すよりも先に、執務室内の状況が動き始める。




「しょうがないなあ」

　大きく息を吐き出した後、臨いざ也やは顔面から表情を消し、確認するように坐そぞろに言った。

「いいかい、坐そぞろさん、これは脅されて仕方なくだからね？　契約違反とかじゃないから、そこはよく考えて欲しいな。何しろ、遥人はると君達を救う為ためなんだから」

「分かっておりますとも、恨みはしませんから、さっさとお撃ちなさい」

「……？」

　二人のやりとりに劉りゆう生せいが妙なものを感じた次の瞬間、臨いざ也やは引き金に指を掛ける。

　そして、一切の躊躇ためらい無く坐そぞろに向けて銃弾を撃ち放った。




　刹せつ那な──減音器サプレツサーから小さな音が響き、老人の姿がぶれた。

　一瞬、老人が撃たれた衝撃で揺れたと思ったのだが、何か様子がおかしい。

　見ると、臨いざ也やが車椅子の上で『右手』を押さえながら蹲うずくまっている。

　そして、天井近くに、何か黒い物体が回転しながら浮遊していた。

　だが、それは山なりに弧を描いていただけのようで、黒い塊はそのまま自由落下を開始する。




　臨いざ也やの押さえる右手に注目した者は、気付く。

　彼の右手首がズレ、クニャリと下に曲がっている事に。




　黒い塊を注視した者は、気付く。

　それが一瞬前まで臨いざ也やが右手に握っていた銃であるという事に。




　結果から分かる事は、坐そぞろは発砲された銃弾を躱かわした上で臨いざ也やの手にカウンターを入れ、その衝撃で拳銃は宙を舞い──

　次の瞬間、坐そぞろの手の平に収まった。

　ただ、それだけの事だった。




「なッ……」

　周囲が呆あつ気けに取られた僅わずかな隙をつく形で、坐そぞろは減音器サプレツサー付きの銃を両手で構えて身体からだを回転させながら引き金を何度も絞り込む。

　パス、バス、と減音器サプレツサー越しのくぐもった破裂音が何度も響き、銃を握っていた者達の腕や肩を次々と撃ち抜いていった。

「がッ……」「ぐぁッ……」

　そして、銃を持った面子メンツの腕を使い物にならなくした所で、ゆっくりと銃口を劉りゆう生せいに向けた。

「……きさ……ま……？」

　あまりの事に頭が追いつかず、呆ぼう然ぜんと声をあげる。

「手間を惜しまず、銃弾は一発にするべきでしたな。あるいは、この手の余興にピッタリのリボルバーを用意するべきでした。それなら弾切れで少しばかり某それがしが困る結果となりましたな」

　負ける、とは断言しないまま、相手の迂う闊かつさ、傲ごう慢まんさを窘たしなめる坐そぞろ。

「やれやれ。某それがしは道具も使いますが素す手て喧ご嘩ろが基本ゆえ、銃器の扱いは苦手なのですがなぁ。それでも、この距離なら外しませんぞ」

「う……ぐ……」

　その呻うめきを上げたのは、銃口を向けられた劉りゆう生せいではない。

　車椅子に座ったまま蹲うずくまる、折おり原はら臨いざ也やのものだった。




　坐そぞろは、何一つ噓うそをついていない。

　撃って良い、恨まない、全て真実の言葉だった。

　しかし臨いざ也やは当然ながら気付いている。

　反撃しないとは、一言も言わなかったという事に。

「っ……！　……ったぁ！　いったっぁぁ！　坐そぞろさん！　手首！　手首外れたんだけど!?」

　抗議するように言う臨いざ也やに、

「某それがしに銃を向けて、その程度で済んだ事を感謝して欲しい所ですなあ。そもそも、こうなるのが分かっていたから利きき腕うでではない右手で銃を握ったんでしょうに」

　言うが早いか、坐そぞろは臨いざ也やの手首を握り、上下に軽く振ってみせる。

「ちょッ……あぎッ!?」

　車椅子に座ったまま奇妙な声を上げる臨いざ也やだが、次の瞬間、不思議な事に臨いざ也やの手首は元通りに嵌はまっていた。

　もっとも、痛みが消えたわけではないらしく、臨いざ也やは脂汗をかきながらも、それを我慢して顔に笑みを貼はり付けた。

「……まったく、劉りゆう生せいさんのせいですよ？　坐そぞろ傳でん助すけに銃を向けろなんて、普通なら自殺しろっていうのと同じ事ですからね？」




「！」

　その言葉に反応したのは、氷ひ浦うらだった。

　──ソゾロ……坐そぞろ傳でん助すけ！

「まさか……唐から獅じ子しの傳でん助すけか！」

「おや、阿あ多だ村むらさんも知ってたみたいだけど、坐そぞろさん、本当に年配の人には有名人だねえ」

　過去にとある事件で知り合った壮年の大物資産家の名を挙げた後、臨いざ也やは車椅子の上で脚を組む。

　そして、手首と背骨の痛みなど感じていないかのように涼しげな顔で言葉を紡つむぐ。

「さて、こちらの手駒も分かって頂いた所で、商談の続きと行きましょうか」

「お前……今の醜態さらした後でよくもそんな顔ができるな……」

「はて？　なんの事だか良く解わかりませんね」




　臨いざ也やと氷ひ浦うらがそんな会話をしている時、動くに動けずにいる護衛や腕を撃たれて呻うめいている第三調査部の面子メンツの後ろでコソコソと動く影があった。

　警備主任の不ふ藤どうである。

　彼は護衛達の陰に身を潜めながら、小声で無線機に連絡を取っていた。

（緊急事態だ。全員武器を取って執務室に来い！　あと、黛まゆずみはそこにいる奴やつを誰か連れてこい！臨いざ也やと爺じじいがヤバイ！　人質にする！　いいな！）

　劉りゆう生せいに銃が向けられているが、こうなれば、雇い主の彼が死んでも構わないと思い始める程に──不ふ藤どうはただ、このわけの分からない状況から逃れたくて仕方が無かったのである。
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「……」

　無線から響いた不ふ藤どうの言葉を聞いて、彩いろ葉はは息を吐く。

　──ああ、そうか。

　──やっぱり、第三調査部や護衛の人達じゃ、あのお爺じいさんをどうにもできなかったんだね。

　──……今更、人質を一人二人連れて行ってどうにかなるとは思えないけど。

　──まあ、仕事だし……ね。

　静かに、深く、覚悟を決め、頭を『仕事』に切り替える為ために。

　だが、その切り替え作業を遮る形で、ユウキが声をかけてきた。

「どうしたの？　彩いろ葉はちゃん。怖い顔して」

「……」

　彩いろ葉はは表情を引き締め、部屋にいた三人に対して告げた。

「誰か一人、来て貰もらいます」

「え？　どこに？」

　遥人はるとの問いに、彼女はハッキリと答える。

「折おり原はら臨いざ也やさんの所です」

　──ついてきた人は、危ない目に遭うと思います。

　その言葉は、口にできずに終わる。

　流石さすがに、最悪自分が殺す事になるかもしれない相手には伝えられなかった。

「臨いざ也やさんの所に!?　わかった、じゃあ僕が……」

「ダメだよ、遥人はると君」

　遥人はるとの言葉をやんわりと遮ったのは、ユウキだった。

「えッ？」

「ひまりちゃんをここに置いていったらかわいそうでしょ？　臨いざ也や君には、二人揃そろって会ってあげないと、臨いざ也や君も『ひまりちゃんはどうしたの？』って心配しちゃうよ？」

「あ、そっか……そうだね。ごめん、ひまりちゃん」

「私は……」

　困惑したような目でユウキと彩いろ葉はを見るひまり。

　ユウキはそんな彼女に笑顔を向け、近くにあるテレビのリモコンを手に取りながら言った。

「ほらほら、テレビでも見て待ってるといいよ？　臨いざ也や君も、きっとすぐ来るからね」

　そして、テレビ画面を点つけ、適当なチャンネルを回す。

　遥人はるとがそれにかぶりつきになっているのを見て、ひまりはしばし迷った後、ユウキに対して深々と頭を下げた。




「……どうして、貴女あなたが来る事にしたんですか？」

　通路の外に出ると、見張りの男は既に居なかった。

　恐らくは不ふ藤どうに呼ばれた為ため、執務室に向かったのだろう。

　彩いろ葉はが執務室に向かう道すがら尋ねると、ユウキはアハハと笑いながら言った。

「やっぱり子供が死んだりするのは、嫌だしねー」

　その言葉を聞き、彩いろ葉はは目を見開いて問い掛ける。

「ど、どうして……」

「これでも、２年もアユミちゃんの母親やってるし……今までも、色んな人を見て来てるからね。なんとなく分かるの、そういう事。貴女あなたが、仕事はちゃんとする人だって事もね」

「だったら、なおさら……なんで貴女あなたが」

　子供達を選べば、自分は暫しばらく安全だ。場合によっては逃げ出せるかもしれない。

　危険な状況だと気付いていたのならば、なぜ自分が来るなどと言ったのだろうか？

「んー……。勢い、かな。結婚した時と一緒だよ」

　ユウキは童顔に自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを貼はり付けたあと、彩いろ葉はを安あん堵どさせるように言った。

「それに、私がどうこうより、彩いろ葉はちゃんが嫌でしょ？　子供を傷つけるの。できる事なら、転職しようとか思ったりしてたんじゃない？」

　今度こそ、彩いろ葉はは動きを止めた。

　心を読むモノノケでも見るような目で見つめる彼女に、ユウキはニシシと子供じみた笑いと共に言葉を紡つむぐ。

「顔を見れば分かるよ、彩いろ葉はちゃん、思ってる事、顔に凄すごい出るよ？」

　それを聞いた彩いろ葉はは、思わず自分の顔をぺたぺたと撫なでて、憑つき物ものが落ちたように苦笑した。

　苦笑とはいえ、久しぶりに自分の心からの笑顔を浮かべたのである。

　つくづく、自分は殺し屋には向いていなかったのだなと嚙かみしめながら。
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「それで……それで私に勝ったつもりか？　折おり原はら臨いざ也や」

　赤く腫はれた手首をさする臨いざ也やに、劉りゆう生せいが喉の奥から怨えん嗟さの声を絞り出す。

　こちらに銃を向ける坐そぞろとの距離は数メートルあるが、それでも、先刻の腕前を見ると簡単に当ててくるとみて間違いはないだろう。

　動くに動けぬ状況となった劉りゆう生せいに、臨いざ也やは言った。

「勝ち負けじゃありませんよ。俺は交渉に来ただけなんですから」

「そんな化け物みたいな爺じいさんを雇っているなら納得だ。こんな状況で堂々としていられるのもな。やはり、あの停電の間に氷ひ浦うらさんの護衛を殺したのは……」

「俺達じゃないですよ？」

「……なに？」

　想定外の答えが返ってきた事で、劉りゆう生せいは困惑に包まれる。

「確かに、正当防衛で動けなくはしましたけど、首の骨を折るなんて残酷な事はしてませんよ。それに、氷ひ浦うらさんとの交渉が上う手まく行ってるのに、その部下を殺す理由なんてありますか？」

「ちょっと待て、……正当防衛というのは何だ？」

　氷ひ浦うらの問い掛けに、臨いざ也やはあっさりと答える。

「襲ってきたんですよ。停電になった途端に」

　補足する形で、坐そぞろが口を開いた。

「あれは、停電になる瞬間が分かっていた感じでしたな。そのまま私の首を絞めに来たので、股こ間かんと喉仏を潰してその場に放置しておきましたが」

「どういう事だ……？」

　訳が分からないといった調子で、氷ひ浦うらが目を細める。

「私達も、ハメられかけていたんですよ。いやあ、きっと真犯人は恐ろしい連中ですね」

「一体何を……」

　劉りゆう生せいが言いかけた所で、執務室の電話が鳴った。

「……」

「あ、どうぞ、出てもらって構いませんよ？」

　臨いざ也やが促すと、劉りゆう生せいは電話の受話器を取る。

　正直銃を突きつけられて電話もなにもあったものではないのだが、ナンバーディスプレイに映った番号が、決して無視できぬ男からのものであった事が劉りゆう生せいにその電話を取らせた。

「……もしもし、はい。瀧たき岡おかです」

　僅わずかな間を置き、劉りゆう生せいの眉が顰ひそめられる。

「はぁ……テレビ、ですか？」

　その言葉を聞き、臨いざ也やが口元を緩めて『ビンゴ』と呟つぶやいたが、それを耳にするものはいなかった。

　訳の分からぬまま、劉りゆう生せいはプロジェクターのスイッチを切り替え、部屋の隅のスクリーンにテレビの映像を映し出す。




　そして、そこに映し出されたものは──
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「むー」

　リモコンでテレビのチャンネルをランダムに変え続けていた遥人はるとが、首を傾かしげながらリモコンを机に置いた。

「なんだろう。全部おんなじのやっててつまんない！」

「……ニュースの特番？　いや、でも、本当に画面が全部同じ……」

　ひまりがその『全てのチャンネルに映る同じ映像』に目を向け──その内容を確認した瞬間、一ひと際きわ強く眉を顰ひそめた。

　映像の内容そのものにではない。

　今現在テレビで起こっている事件に、今の自分達の状況と、折おり原はら臨いざ也やが絡からんでいると確信してしまったからだ。
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『夏なつ瓦がわらグループに告ぐ。夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるに告ぐ。瀧たき岡おか劉りゆう生せいに告ぐ』

『サマータイルスタジアムの【照明】と【エキストラ】の権利を破棄せよ』

『これが脅しでは無いという事は、既に世界に示した』




　純白の画面に、その三行の文章が繰り返し映し出される。

　合間に不可解な映像や幾何学的な模様が挿入され、誰かの囁ささやき声のようなノイズも混じり、見ているだけでこちらを不安な空気に包み込む不気味な映像だった。

　最初は誰かのパソコンの画面でも映し出されているのではないかと疑ったが、チャンネルを弄いじり、そのような常識的な類の現象ではないと認識する。

　選局したテレビ局は、アニメを放映している某局を除いて軒並み同じ映像を映し出していた。

「電波……ジャック？」

　頰をひくつかせながら言う劉りゆう生せいに、臨いざ也やが携帯電話を見ながら言った。

「ああ、今……ネットでも大騒ぎみたいですねえ」

「何？」

「夏なつ瓦がわらグループの休暇中の工場が爆破されたそうです。それと、夏なつ瓦がわら食品の前に何か毒入りの瓶が置かれていたみたいですよ？　『世界に示した』というのは、そういう事みたいですねえ。いやあ、なんだか、この事件、表に出ないで揉もみ消けされる程度の話の筈はずが、日本を揺るがす大事件になっちゃったみたいですね！」

　まるで他人ひと事ごとのように語る臨いざ也や。

　だが、執務室の中にいた面々は、劉りゆう生せいも珠たま江えも氷ひ浦うらも秘書も不ふ藤どうも護衛の面々も、腕や手を撃たれて苦しんでいた者達でさえ、状況の速さに頭が追いつかずにいた。

　無意識の内に受話器を置いて電話を切った劉りゆう生せいの頭の中に、様々な思いが過よぎる。




　　　　　──この御時世に、各局の電波ジャックなど可能なのか？

　──いや、可能かどうかはどうでもいい。問題は、実際にジャックされてしまった事だ。

　　　──なぜだ。　　　　　　　　　　──一体誰が。

　　　　　　　　　　　　──そういえば、数年前に九州でも似たような事が。

　　　　　──日本中の話題になる。　　　　　　　──『エキストラ』の話がなぜ？

　　──どうやって誤魔化す？　　　──無理だ。

　──警察が来る前に証拠は処理できる。　　──だが、確実に夏なつ瓦がわらの内務調査が動く。

　　　　　　　　──終わり？　　　　　　　　　　──私が？

　　　──誰がこんな真ま似ねを？　　　──殺人も爆破や毒物の一環なのか？




　──そもそも、脅迫状には『顧客リストと取引記録を寄越せ』とだけ……。




　どの疑問にも、答えは出ない。

　だが──執務室の面々の困惑は、それだけでは終わらなかった。




　劉りゆう生せいの携帯が音を立てる。

「……」

　今電話を切った夏なつ瓦がわらグループ本社が携帯に電話を回してきたのだろうかと思い、画面表示に目を向ける。

　するとそこには、メールの着信通知と並び、差出人の名前が記されていた。

　決して、映し出される筈はずのない男の名が。

「雨あま木ぎ……？」

　死んだ筈はずの雨あま木ぎからメール。

　まるで何かに取り憑つかれたかのように、親指が画面上を滑ってそのメールを開封した。




『よくも、俺を』




　短い文面。

　それだけに、困惑が募る。

　更に、劉りゆう生せいに考える暇いとまを与えぬとでも言うかのように──珠たま江えや不ふ藤どうを始めとした、室内にいる者達の携帯が次々と音を立て始めた。

　劉りゆう生せいの携帯にも、立て続けにメールの着信が届き続ける。

　大半は雨あま木ぎからのメールだったが、一つは知らないアドレスだった。

　しかし、差出人の『錦にしき野の』という名を見て、それが恐らく氷ひ浦うらの護衛だった男のものだと確信する。

　当然ながら、氷ひ浦うらの部下は死んでいた。

　現在倉庫に寝かせて処理を待つ状況だが、蘇そ生せいをしてメールを打つとは考えにくい。

　──では、誰かが携帯を……。

　──いや……。

　錦にしき野のという男はともかく、雨あま木ぎは既に携帯電話を処理済みだ。

　しかし、今こちらの携帯には、ＰＣ・携帯双方のアドレスから不気味な文面が届き続けていたのである。




　『炉炉炉　炉炉』　『俺じゃない』　　　『助けて』　　　『珠たま江え』　　『氷ひ浦うらさんが』

　　『裏切った』　　　　『なぜ俺を』　　　『よ　　てら　ぐん　　はた』　『よぎ　な』

　『不ふ藤どう』　　『飛行船が落ちる』　　『騙だました』　『瀧たき岡おか劉りゆう生せい』　　『　　　』




　意味の無い文字の羅列から、関係者の人名、何かを罵ののしるような単語に至るまで、様々な単語がひっきりなしにメールで送られてくる。

「いったいなんだ？　コレは」

　死人がメールをする筈はずなどない。

　だが、イタズラにしては何かおかしい。

　劉りゆう生せいと氷ひ浦うら、護衛の人間達は眉を顰ひそめるだけだったが──

　部屋の中を観察していた臨いざ也やは、露骨に顔を青ざめさせている者が二人居る事に気が付いた。




「どうしたんですか？　顔色が悪いですねえ。珠たま江えさん」




「……ッ！　なんでもないわ。昔から嫌いなのよねぇ。こういうホラー系っていうの？」

　平静を装よそおおうとしているが、その指先が僅わずかに震えている。

　しかし、それ以上何も言うつもりはないらしく、タブレットの方を弄いじり始めた。

　臨いざ也やはそれを確認した後、もう一人の方に声を掛ける。

　元から気が弱そうな上に、現在は眼球が飛び出しそうなぐらい目を泳がせている男だ。

「そこの人も凄すごく調子悪そうですけど、大丈夫ですか？」

「ち、違う……違う違う！　違う！」

　臨いざ也やに声をかけられたからか、堰せきを切ったように叫び出す男に、劉りゆう生せいが視線を移した。

「……不ふ藤どう？」

「お、おおお、俺じゃない！　俺は、そんな……なんで！　関係ない！　俺は爆破テロなんて……毒、違う！　くそ！　俺はただ雨あま木ぎの死体を見つけただけで……クソ！」

　そして、発狂したように、珠たま江えを指差しながら叫ぶ。

「そいつだ！　そいつだよぉ！　全部そいつがッ！　俺は知ってるぞ！　知ってるんだ！　お前があの、氷ひ浦うらの護衛と組んでッ！　組んッ……組んでるってなぁ！」

　震えながら叫ぶ不ふ藤どうに、珠たま江えは頰に汗を滲にじませ、嘲ちよう笑しよう混じりに答えた。

「何を言ってるの？　不ふ藤どう、あなたどうかしてるわ！」

「うるせぇえぇ！」

　バスリ、と、乾いた音が鳴る。

　不ふ藤どうの手に握られていたのは、第三調査部に支給されているのと同じ、減音器サプレツサー付きの拳銃だった。

　弾丸は珠たま江えの頰をかすめたようで、撃ち抜かれた髪がハラハラと床に落ちる。

　それに合わせる形で、彼女は全身をカタカタと震わせながら床にへたりこんだ。




「ど、どどッ……どけぇ！　どけぇえぇぇ！　俺は違う！　俺はただ、俺は、犯人をッ！　犯人を殺しただけだぁッ！　て、テロとか、毒とか、なんでそんな大ごとになってんだよ畜生！　無かった事になるんじゃねえのかよ！　クソが！　クソがクソがクソがぁぁあッ！」

　わけの分からない事を叫びながら、その男は銃で脅して護衛を下がらせ、そのまま部屋の入口へと駆け出した。

　丁度そのタイミングでドアが開き、女が二人、部屋の中に入ろうとした。

「あの、人質を一人お連れ……」

「邪魔だぁぁああぁぁあッ！」

　銃を振り回しながら叫び、ドアの前に居た女性の一人を突き飛ばす。

「きゃッ!?」

　小柄なその女性は体格の良い不ふ藤どうに突き飛ばされ、廊下の壁に頭を打ち付けて失神した。

　その横を走り抜け、青ざめた男が部屋から遠ざかっていく。

「ユウキさん！」

　慌てて廊下に出るバーテン服の女性の背を見ながら、臨いざ也やは小さく首を傾かしげた。

　──人質を連れて来ました……って言ってたけど。

　──あの廊下に突き飛ばされた人、誰だろう？　何の人質？

　だが、それを考えるのは取りあえず後回しにする事にした。

　今は、目の前に人生のクライマックスを迎えようとしている人間がいるのだから。




「……」

　立て続けに起こる珍事と凶事を前にして、何がどうなっているのか分からず、劉りゆう生せいは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

　すると、デスク上のパソコンからも立て続けにメールの着信音が鳴り響き始めた。

　差出人は、やはり雨あま木ぎや錦にしき野のといった死んだ者達のアドレスからであり──そこには、錦にしき野のと誰かのメールやＳＮＳでのやり取りが添付されていた。

「……」

　自分が坐そぞろに銃を突きつけられているのも忘れ、食い入るようにその添付ファイルの内容を見る劉りゆう生せい。

　そして、僅わずかな間を置いた後──それまでの尊大な態度が全て剝はがれ落ちた、幽ゆう鬼きの如ごとき表情で自らの妹に目を向けた。

「たま……え……？」

「……」

　珠たま江えは何も答えない。

　彼女のタブレットにも、同じファイルが送られてきていた。

　手元の機種内では全て消去した筈はずのやり取りがサーバー上の残ざん滓しから復元され、残さず証拠として貼はり付けられたのである。

「お前が……雨あま木ぎを殺したのか？」

「……」

「答えろ！　珠たま江え！」

「……私じゃないわ。やったのは錦にしき野のよ」

　それを聞いて、氷ひ浦うらが顔を強こわばらせる。

「どういう事だ……？　つまり、あの脅迫状は、錦にしき野のが書いたのか？」

「ああ、なるほど」

　納得したという調子で頷うなずき、臨いざ也やが口を挟む。

「監視カメラの管理を任されている珠たま江えさん自身が、球場のカメラの一部を静止画に差し替えたんですねえ。そして、実行犯の錦にしき野のさんを手引きした……と」

　その推測を聞いた劉りゆう生せいは、納得がいかないとばかりに首を振った。

「馬鹿な……なぜだ？　脅迫状にある顧客リストと取引記録など……お前はもうとっくに持っているじゃないか！　なのに、なぜわざわざ脅迫して手に入れようとする必要がある!?」

　すると、へたり込んでいた珠たま江えが、全てを諦めたような顔で語り始めた。

「だって……そのまま利用して『商売』したら、身内の仕業だってバレるじゃない」

　ウンウンと訳知り顔で頷うなずきながら、臨いざ也やがその言葉を補足する。

「つまり、内部資料を一度『謎の脅迫犯』によって流出させて、自分達に疑いがかからないようにしてから金かね儲もうけに利用しようとした……って所かな」

　薄い笑顔のまま語る臨いざ也やの言葉を聞き、氷ひ浦うらが口を数回パクつかせた後に尋ねた。

「ちょっと待て、じゃあ、お前は……。お前はもしかして、脅迫状にも殺人にも、何も関わっていなかったのか!?」

「あれ？　俺、関わってるなんて言いましたっけ？　言ってたらすいません。それは噓うそです。お金を貰もらってない情報屋が本当の事を言うと思ってたら火傷やけどしますよ？」

　車椅子の上で肩を竦すくめる臨いざ也やの言葉に、氷ひ浦うらは大口を開けたまま固まった。

　その様子を見ていた珠たま江えは、壊れた微笑を顔に貼はり付けて臨いざ也やを睨にらむ。

「頭がおかしくなりそうだったわ。突然現れて、まるで自分達が犯人だっていうように振る舞うんですものね。だから、真意を問とい質ただそうと思って、錦にしき野のさんに脅して貰もらうはずだったのよ」

「じゃあ、あの停電は……？」

「仕掛けを作ったのは私、スイッチを持ってたのは錦にしき野のさんよ。本当は、不ふ藤どう君あたりを殺すつもりだったんだけどね。フフ。フフフッ」





♀♂






通路




　──おかしい。

　──なんでだ。どこでこうなった。

　女を突き飛ばし、通路を走りながら、不ふ藤どうの頭は自分の過去の行動を思い返す。




　停電が起こった時、たまたま彼は通路の角から聞こえる呻うめき声を耳にした。

　恐る恐る覗のぞき込こんで通路を電灯で照らすと、暗闇の中に誰かが倒れており、それが氷ひ浦うら副知事の護衛である事を理解した。

　助けなければと思って近づいた所で、不ふ藤どうは男の横に転がる奇妙なスイッチを目に留める。スイッチの横には携帯が転がっており、どうやら同じポケットから落ちたようだ。

　一体何をされたのか、身体からだをビクビクと震わせながら苦しみ続ける男。

　何か不穏な気配を感じた不ふ藤どうは、その携帯の画面を見た。

　すると、そこには、『厄介者の始末は済んだ？』という文面が書かれており、不ふ藤どうはゾクリと身を震わせる。

　もしや、と思い、メールの履歴を見ると、一定期間以上前の履歴は全て消されていたものの、そこには細かいやり取りの指示が残されていた。

　死体の第一発見者である不ふ藤どうは、即座に理解する。

　それは、雨あま木ぎを殺す為ための手順を確認する為ためのやりとりだと。

　更に、監視カメラに関する手順から、このメールの相手が珠たま江えだと気付いてしまった。

　犯人が目の前にいる。共犯者が身内にいた。

　それは恐怖でもあり──同時に、彼の中に欲望が湧き上がる。

　ここでこの男を始末すれば、自分がその利益を引き継げるのではないかと。

　不ふ藤どうは『雨あま木ぎの仇あだ討うちだ。雨あま木ぎの仇あだ討うちだ』と心の中で何度も何度も唱え続け──

　気付けば、暗闇の中で失神しかけていた錦にしき野のの首に腕を回していた。

　そして、ミキリ、ミキリと腕に伝わる感覚に吐き気を覚えながら、ここで止めたら地獄だぞと自分自身に言い聞かせ、ついにはその頸けい椎ついをへし折った。

　後は、人目を避けてすぐ近くにあるＶＩＰルームの前まで男の死体を引ひき摺ずったのである。




　──あとは、あとは自分は陰から珠たま江えさんを脅すだけだったのに！

　──珠たま江えさんが俺のものになる筈はずだったのによお！

　錦にしき野のと雨あま木ぎが殺されたのは、警察が調査しない限りは同一人物の仕業として処理される筈はずだ。

　後の証拠は死体ごと消え、雨あま木ぎ殺しの際にアリバイのある自分が疑われる事はない。

　──その筈はずだったのに！　なんだよ爆弾ってのは！　何だよ電波ジャックってのは！

　──どうして、全国レベルのテロリストにされなきゃならねえんだ！

　──くそ、こうなりゃ逃げるしかねえ！

　──あの劉りゆう生せい相手にどこまで逃げられるか分からねえが、とにかく──

　そこまで考えた所で、彼は前に進めなくなった。

　脚は動かしているのだが、身体からだは止まっている。

「あ……え？」

　一瞬遅れて、不ふ藤どうは自分の頭が誰かに摑つかまれて、そのまま片手で持ち上げられているのだと理解した。

「アぐッ!?　あッ、あッ、あぁッ！」

　ミキリ、ミキリと嫌な音がするが──幸い彼の首は折れる事はなく、不幸な事に、凄すさまじい勢いで投げ飛ばされる結果となる。

　その速度は、ピッチャーマウンドから投げられた直球というよりも──それを更なるパワーで跳ね返した、弾丸ライナーとでもいうべき勢いだった。

　不ふ藤どうはそこで意識を失ったが──惨劇は、そこで終わる事を許さない。





♀♂






数分前　通路




　臼うす原ばらが総支配人室を探していると、丁度義母の姿が見えた。

　バーテンダー服の女性に連れられて、立派な扉の部屋に入ろうとしている。

　あそこが支配人室だと理解した臼うす原ばらは、足早に歩を進めた。

　やっとの事で見つけたが、無事で何より。

　後は彼女を外に出し、あの総支配人室にいる折おり原はら臨いざ也やと坐そぞろ傳でん助すけを叩たたきのめさなければ。

　そんな義務感を抱きながらも、義母が元気そうなのを喜んでいた臼うす原ばらだったが──

　彼の目の前で、事件は起きた。




「邪魔だぁぁああぁぁあッ！」




　怒声が響き渡り、部屋から何かが飛び出してくる。

　それは、つい一瞬前まで無邪気な笑顔を浮かべていた、義母の姿だった。

　小さな悲鳴と共に、床に叩たたきつけられる華きや奢しやな身体からだ。

　義母は続いて出て来た男に突き飛ばされたらしく──頭を打ったのか、そのまま通路に倒れ伏して動かなくなった。




　臼うす原ばらは、ここから数分間記憶が飛ぶ。





♀♂






　劉りゆう生せいの執務室




　デスクに両手をつき、死人のように青白い顔をする。

　彼のパソコンには未いまだにメールが届き続けるが、既に差出人の名は雨あま木ぎと錦にしき野のの二人だけではなくなっていた。

　過去に始末させたフリーライターの名前なども混じり始め、そこには地下倉庫に眠る『アレ』の存在を示す証拠なども含まれていた。

　正に、死人があの世から蘇よみがえり、自分を追い詰めているかのようだった。

「流石さすがに、死人をキャスティングする事はできませんか？」

　絶望の淵ふちに立っていた劉りゆう生せいに、臨いざ也やがだめ押しとばかりに声を掛ける。

「いやあ、面白い。本当に貴方あなたは素敵な人ですよ、瀧たき岡おか劉りゆう生せいさん。惜しくてならない。もう少し早く、別の形でお会いしていればいい友人になれたかもしれないのに。私が貴方あなたの役者になってあげても良かった。ですが、違う出会い方をしてしまった。まったく、『ただの偶然』という奴やつは本当に厄介ですよ。ほんの些さ細さいな事で、人間の運命をガラリと変える」

「臨いざ也や殿、無駄な挑発は止めた方がよろしいかと思いますぞ」

　坐そぞろが窘たしなめるが、臨いざ也やの舌は回り続ける。

「貴方あなたが本当に今まで演出してきたのは、劉りゆう生せいさん自身なんでしょう？」

「……ッ！」

「やはり貴方あなたは操り人形だ。自分自身に糸をつけて、必死で『強い自分』であるように糸を引き回し続けている、哀れで滑こつ稽けいな人形です」

「だま……れ……」

　声は震えていたが、机に置いた劉りゆう生せいの指に力が籠もった。

「ああ、誰よりも人形に近いのに、誰よりも人間らしい！　素晴らしい！　貴方あなたを見てると心が躍りますよ！　ここが本当に劇場なら、私は客席から惜しみない喝かつ采さいを送る事でしょう！　素晴らしい！　実に実に素晴らしいと万ばん雷らいの拍手を────」

「黙れぇえぇッ！」

　劉りゆう生せいは机の中からもう一丁の銃を取りだし、臨いざ也やに向けようとした。

　坐そぞろに撃たれても構うものか、死んで臨いざ也やも道連れにすると覚悟しての行動だったが──




　そこに、第三の困惑が訪れる。




　とはいえ、もはやそれは困惑というよりも、恐怖そのものだったのだが。

　更に言うなら──折おり原はら臨いざ也やにとっても、それは困惑と同時に恐怖をもたらすものだった。

　何しろ、かなり頑丈に作られている筈はずの扉がベニヤ板のように拉ひしやげ、その扉を突き破る形で、一人の男が飛び込んできたのである。

　腕や脚が歪いびつな方向に曲がり、顔面は内出血で金魚の蘭らん鋳ちゆうのように腫はれ上がっていた。

　かろうじて息をしているというような状態で、このまま治療せずに放置すれば死は免まぬがれないだろう。




　瀧たき岡おか劉りゆう生せいは、ズタボロになった服装などから、それが先刻飛び出した不ふ藤どうであるとかろうじて理解した。

　──……なんだ？

　──今度は、何が起こった？

　──これも全て、折おり原はら臨いざ也やの仕業か？

　そう思って臨いざ也やの方に目を向けると、彼も困惑したような目を扉の方に向けている。

　──……？

　劉りゆう生せいが、臨いざ也やの視線を追う形で壊れたドアに目を向けると──

　通路と部屋の狭間はざまに、一人の怪物が立っていた。

「……」

　それは、巨大な男だった。

　青い髪の下に獣めいた目をギョロつかせ、その周りを中心に顔の半分ほどを包帯で覆い隠している。

　目からは正気が殆ほとんど失われており、薬物などというよりは、単純に怒りで我を忘れているようにも見受けられた。

　フランケンシュタインの怪物だと言われても、今の劉りゆう生せいならあっさりと信じる事だろう。

　それだけの迫力がその巨漢にはあったし──なにより、全てを失い絶望したばかりだと思っていた自分が、死の恐怖を感じて震えている事に気付いたからだ。

　その怪物は、部屋の中をグルリと見渡し──車椅子に座った男を見み据すえる。

　怒りに燃えた目のまま、まるで『仇かたきを見つけた』と言わんばかりの兇きよう笑しようを浮かべ、怪物はゆっくりと臨いざ也やに向かって雄叫おたけびをあげた。

「オリハラァ……イザヤァアァァアッ！」




「あ、これはちょっとマズいかなあ。坐そぞろさーん、お願いしていい？」

「構いませんが、そうなると銃で瀧たき岡おか殿を牽けん制せいする人間がいなくなりますぞ？　その間に撃たれて死んだとしても、責任は取れませんなあ」

　臨いざ也やが目を向けると、劉りゆう生せいが引き出しに手を伸ばしているのが見える。

　恐らく、既に手には銃を握っているのだろう。

「ええと……、劉りゆう生せいさん、それじゃあ、ここらで休戦と行きませんか？　氷ひ浦うらさんも何か言ってあげて下さいよ……って、アレ？」

「……」

　劉りゆう生せいは沈黙したまま臨いざ也やと臼うす原ばらを見比べるだけで、氷ひ浦うらは既に秘書に連れられて部屋の隅に退避していた。

　臨いざ也やは困ったように肩を竦すくめるが、さほど恐怖を抱いた様子は見せずに首を振った。

「しょうがないなあ。じゃあ、自力でなんとかするしかないか……」

　真剣な目つきになって、車椅子に仕込んだ様々な特注のギミックを使う準備を整える。

「車椅子になってから本気で逃げ回るのって、初めてかもね」

　池いけ袋ぶくろの事を一瞬だけ思い出し、僅わずかに顔を顰しかめながら、臨いざ也やは笑った。

「……『あいつ』より速いって事は、多分ないと思うけどさ」




　そして、執務室前の通路にも、困惑している者が一人居た。

　失神したユウキを介抱していた、黛まゆずみ彩いろ葉はである。




　時は僅わずかに遡さかのぼる。

　ユウキの状態を調べる彩いろ葉はだが、確かに意識は失っているものの、瞳どう孔こうも呼吸も正常だ。

　とりあえず、今すぐに命がどうこうという事はないだろう。

　そう思って安あん堵どの息を吐いた瞬間──

　自分の真横を猛スピードで通りすぎる、顔面をパンパンに腫はらした不ふ藤どうと目があった。

　先刻ユウキを突き飛ばして逃げていった不ふ藤どうが、半分肉の塊と化して水平に飛んできたのである。

　そして、それを追うような形で、怪物としか思えない男がのしのしと部屋の中に入っていったではないか。

　呆ぼう然ぜんとして、自分が夢でも見ているのではないかと考えていた彩いろ葉はだが──




「オリハラァ……イザヤァアァァアッ！」




　その怪物の咆ほう吼こうを聞き、我に返る。

　どうやら怪物の狙いは折おり原はら臨いざ也やらしい。

　ならば、自分はとりあえず安全なのだろうか？

　だが──

　──「そうだよ！　臨いざ也やさんは凄すごいんだよ？」

　不意に、遥人はるとの笑顔が思い浮かんだ。

　そして、彼女は想像する。

　このまま怪物に折おり原はら臨いざ也やが殺されてしまったら、あの遥人はるとという少年はきっと悲しむのだろうと。

　そして、

　──あの子が泣くのは、嫌だな。

　と、そんな事を考えた。

　考えてしまった。

　──……。

　──やっぱり、私、殺し屋の素質は無かったんだなあ。

　過去に何人も始末した事は鑑かんがみず、今の自分だけを省みて、彼女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　今の所、人質を連れてこいと言われた後の命令はない。

　命令がないのならば──自由に動いても構わないだろう。

　そして、彼女は部屋の中に踏み込んだ。

　視線の先に映るのは、車椅子の男にゆっくりと近づいて行く巨大な影。

　──ああ、まずいな。

　──この大きい人も、背筋がぞわぞわする。

　──方向性は全然違うけど……多分、あのお爺じいちゃんと同じぐらいマズい相手だ。

　──？　どうしてあのお爺じいちゃん、劉りゆう生せいさんに銃を向けてるんだろう？

　──素手の方が強そうなのに……まあいいか。

　──でもそっかあ、あの大きな人も強いかあ……。

　──そりゃ強いよね、お爺じいちゃんとは逆で、見た目のまんまだよね。

　彼女はバーテン服の一部を緩め、裾すその裏に仕込んでいたアイスピックを二本取り出した。

　──まあ、でも、だからって……。まあ……。

　そして、両手にそれを握り込み、身を低くしながらゆっくりと──そして爆発的な加速を伴って巨漢の背中へと突撃した。




「だからどうした……って話よね！」




　その怪物じみた巨漢が、自分の憑つき物ものを落としてくれた女性の息むす子こだとも知らぬまま。





♀♂






数分後




「ほう……お見事」

　目の前に繰り広げられる光景を見て、坐そぞろが珍しく賞賛の声を口にした。

「思えば、数あま多たの護衛の中でも彼女だけでしたな。某それがしの事を最初から警戒していたのは」

　彼の目に映るのは、一人の女が、巨大な怪物と戦う姿。

　坐そぞろの見立てでは、臼うす原ばらの方が女よりも実力は上回っている。

　実際、彼女は何度もアイスピックを振り回すが、臼うす原ばらはその本能のみで紙一重で急所を回避する。そして、急所以外の場所に当たっても、筋肉の壁を完全には突き破れない。

　だが、臼うす原ばらは現在冷静ではなく、我を失っている状態だ。

　その一点の隙をついて、彼女は跳ぶ、跳ぶ、跳ぶ──

　時には相手の身体からだを踏み台とし、時には天井を床のように蹴って加速し、一流の体操選手のような動きで巨体を翻ほん弄ろうし続ける。

　それはまるで、巨人の身体からだを舞台として舞を踊り続ける妖精のようにも見え──

　殺し合いの筈はずなのに、ただ純粋に、その光景は美しかった。




　彼女の名は黛まゆずみ彩いろ葉は。

　殺し屋として育てられるも、偽にせの戸籍を与えられてからは、殺し屋としての気性をすっかり失ってしまった少女。

　少なくとも、そのような存在だと自他共に認めていた。

　だがしかし、体術に関しては、全くおとろえていないどころか──

　今、まさにその才能を開花させつつある天才だった。




　そんな女性バーテンダーが、舞うように怪物と戦う姿を見て、臨いざ也やはちょっとした感動を覚えながら呟つぶやいた。

「最後の最後に、配役ミスが発覚しちゃいましたねえ、劉りゆう生せいさん」

「……」

　劉りゆう生せいは、答えなかった。

　彼の目に、果たして目の前の光景は映っているのだろうか？

　あるいは、目の前に起こる異常な光景を前に、もはや自分の手から『舞台』の全てがこぼれてしまったと実感し、抜け殻のようになってしまったようにも見える。

　臨いざ也やはそんな事を考えつつ、呆ほうけた顔で女と怪物の闘いを眺める劉りゆう生せいに対し、最後の皮肉を口にした。

「あの子を殺し屋アタツカーのメインとして育てていれば、今日の結果と……貴方あなたの運命は大きく変わっていたかもしれないのに」




　その時、外から観客達の歓声が聞こえてきた。

　棟むな象かた寒かん四し郎ろうが大記録を打ち立てたのか、あるいは投手が抑えきってゲームセットとなったのか、あるいは全く思いも寄らなかった選手が大活躍を見せたのか──

　数あま多たの可能性を考えつつも、臨いざ也やはその結果を確認しようとはしなかった。

　彼にとっては、この室内に満ちる様々な人生と、そこに付随するエピソード、そして最後に、喝かつ采さいを送るに値する天才を見る事ができて満足だったのだから。
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　日本を騒がせた電波ジャック事件は、結局は迷宮入りとして終了した。

　だが、夏なつ瓦がわらグループの中では全てにケリがついたらしく、数週間後に突如組織の再編成が行われた。

　その際に瀧たき岡おか兄妹きようだいが球団経営から解任された。役員からも完全に外されていた為ために、一部の好こう事ず家かや『週刊ラストウィーク』を始めとするゴシップ誌の間では電波ジャック事件の『エキストラ』や『照明』と何か関連があるのではないかと噂うわさされたが、結局その真相が世に出る事は無かったのである。

　瀧たき岡おか珠たま江えは海外に出向、その後すぐに行方ゆくえ不明となっていた。

　消されたのではという噂うわさが夏なつ瓦がわらグループ内でも出回ったが、出向したのとは別の国での目撃情報もある為ために生死は完全に不明な状態となっている。

　不ふ藤どうは現在も入院中であり、建前上は『停電の際に階段から転げ落ちた』という事にされていた。

　要するに、人死にが二人も出たこの事件は、完全に闇に葬ほうむられたのである。

　球場の支配者であった瀧たき岡おか劉りゆう生せいではなく、夏なつ瓦がわらグループという、より強大な力を持つ組織によって。




　球団会社の内情はガラリと入れ替わり、全く新しい経営方針で、それでいて野球選手達には影響を与えないという形で夏なつ瓦がわらサーペンツは新しい道を歩み始めたのである。




　そして、事件の関係者の中にも、新しい道を歩み始める者が一人存在していた。





♀♂






事件翌日　関東某所




「まったくもう！　アユミちゃんったら！　また女の子と喧けん嘩かして怪け我がさせようとして！」

「……」

　助手席でプンスカと怒る義母に対し、後部座席の巨漢が萎い縮しゆくしたように身を縮こまらせる。

「あの、でも、先に手を出したのは私ですから……」

　車を運転しているのは、黛まゆずみ彩いろ葉はだ。

　結局あの後暫しばらく勝負がつかなかったのだが、目を醒さましたユウキがトコトコと執務室に入り込み、大勢の怪け我が人にんを見て『こらーッ！　アユミちゃん！　喧けん嘩かは止めなさい！』と、信じられない程の大声を出した事によって臼うす原ばらが我に返ったのである。

「いいのよ、そもそも最初にアユミちゃんが折おり原はら君相手に暴れようとしたのを止めてくれたんでしょう？　だったら、彩いろ葉はちゃんが謝る事はないって！」

「そうでしょうか」

「そうよ！　だから心配しないで！　次のお仕事が見つかるまで、私が彩いろ葉はちゃんの事も世話してあげるから！　母さんって呼んでもいいんだからね！」

「は、はあ」

　下手へたすれば自分と同い年ぐらいではないのかという女性に気け圧おされつつ、彩いろ葉はは『そういえば、母親はいなかったな……』と思い出す。

　しんみりとした気分でいると、ユウキは地図を取り出しながら言った。

「それじゃあ、折おり原はら君が見つかるまで、みんなでドライブだね！　まずは母さん、池いけ袋ぶくろで首無しライダーっていうのを見てみたいな！　あと、越佐えつさ大橋の人工島も！」

　地図を広げながらウキウキと語るユウキ。

　結局、臨いざ也やは周囲がゴタゴタとしている内に現場から姿を消してしまっていた。

　だが、一度会えたのだからまた会えるだろうと楽観的な事を言いつつ、再び旅に出る事にしたようだ。

　その際に、職場をむりやり辞めた黛まゆずみ彩いろ葉はを引き連れて。

　正式な仕事が見つかるまでの契約だが、現在は運転手という事でユウキが彩いろ葉はにバイト代を払っている。

　そんな働く女性を見て、臼うす原ばらは自己嫌けん悪おに陥っていた。

　自分は職無しで義母に養って貰もらっており、同行者の女性は運転手という形で働いている。

　更に、彩いろ葉はが坐そぞろも認める程に強いとは知らず、見境を無くした状態で暴れてまた女性に手を出していたのかという自己嫌けん悪おも相まって項うな垂だれていた。

「ねえ、アユミちゃん。強い人になりたいんだったら、怒りっぽいのも我慢できるようにならなきゃダメだよ？　昔の偉い人も言ったでしょう？　心技体って」

「……」

　それは偉い人の言葉なのだろうかと首を傾かしげつつも、基本的には義母の言う通りなので、臼うす原ばらはますます表情を暗くする。

　すると、そんな臼うす原ばらに、義母は唐突に柔和な笑みを浮かべながら口を開いた。

「……でも、昨日は私が怪け我がしたのを見て怒ってくれたんだよね」

「……？」

「そこはありがとう！　母さん、本当に嬉うれしかったよ！」

　ストレートな謝礼を聞いて、臼うす原ばらは困ったように目を伏せた。

　いつもと同じように、目の前の義母に対して妙に清すが々すがしい敗北感を覚えながら。




　それを見た彩いろ葉はも、運転席で嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　家族らしい家族というのを、これを機に体験できるかもしれないと思ったからだ。

　自分が戦っていた巨漢がユウキの息むす子こだと聞かされた時は驚いたが、思えば自分も養父と血が繫つながっていなかったので、そういう事もあるのだろうと納得する。

　瀧たき岡おかの『劇場』から解放された彼女の前には、数あま多たの道が広がっていた。

　だが、彩いろ葉はは、とりあえずどの道を歩むか決めるまで、この母子と共に歩もうと決意する。




　こうして、心技体、それぞれが歪いびつに特化した三人の珍道中は続いていく。

　その先に、折おり原はら臨いざ也やの影がある限り。





♀♂






数週間後　夏なつ瓦がわら球場




「ほらほら！　臨いざ也やさん！　棟むな象かた選手が練習してるよ！　ボール投げてるよ！」

「普通の事を随分特別な事みたいに言うねえ、遥人はると君は」

「だって棟むな象かた選手だよ！　御飯を食べるのも漫画を読むのもきっと凄すごいよ！　爆発するよ！」

「ダイナミックな推測をありがとう。遥人はると君は時々凄すごい事を言うねえ」

　昼間の夏なつ瓦がわら球場。

　現在選手達は練習中であり、その様子は一般公開されている。

　結局臨いざ也やは棟むな象かた選手が記録を作ったのかどうかだけが気になり、例の事件の日の結果を調べたのだが──答えは予想外のものだった。

　例の電波ジャックから噂うわさが広まり、いつしか『夏なつ瓦がわら球場に爆弾が仕掛けられた』という事で噂うわさが広まった結果、観客がパニックを起こして試合中止、棟むな象かた選手の一試合四連続ホームランが掛かった場面でコールドゲームとなったのである。

「まあ、結局連続じゃなかったとはいえ、一日に六本もホームランを打ったんだから凄すごい記録なんだろうけど……」

　試合中止になった瞬間の選手や観客達の顔を見られなかったのは残念だと心底思いながら、暫しばらくは野球など忘れたように暮らしていた臨いざ也やだったが、今日は遥人はるとから『この前あんまり見れなかったから、また球場に行きたい！』とせがまれてやってきた形となる。

　自由席の座り心地が良かったと言って、なぜかネクもついてきており、彼女は遥人はるとと付き添いのひまりが遠くに離れて行くのを見て、先日この場で起こった事件について切り出した。

「キヒヒッ。しかしまあ、氷ひ浦うら副知事もそうとうあくどいねえ。まさか、金と宝石の密輸に関わってただなんてさ」

「あと、『小道具』も、って言ってたから。武器密輸もだね」

　夏なつ瓦がわら球場の秘密。

　それは、イベントなどにおける球場への大規模な搬入出を利用した、密輸品や禁制品のブローカー業を行っていたという事だ。

『舞台美術』が金銀宝石類の密輸品。『小道具』が銃器、『照明』が薬物関係であり──『エキストラ』に至っては、非合法組織と手を組んだ人身売買だったのである。

　球場を作る前から似たような事をしており、瀧たき岡おかはその利益と利用者のコネを利用して財界でのし上がってきたようだ。

「でも、そんな事をやって裏じゃ何人も始末してきた悪党が結局逮捕もされずに野放しなんて、怖い世の中だねぇ」

「それはその通りだと思うけど、俺やネクちゃんが言う資格はないと思うよ？」

「そりゃそうだね、ヒヒッ」

　歪ゆがんだ笑い声を漏らしながら、ネクはそれでも疑問に思って半分独り言として呟つぶやきを漏らす。

「結局、瀧たき岡おかって球団社長クビになった後ってどうしてるのかな？　後で調べてみようかな」

　すると、答えはすぐに返ってきた。

「今は、夏なつ瓦がわらグループの中でも特殊な所に行ってるよ」

　臨いざ也やではなく、自由席の隣に座っていた男の口から。

「まあ、もう表舞台に立つ事はないだろうし、裏の社会でものし上がる事はできないだろうね。そのうち恨みを買った相手に刺されて死ぬかもしれない」

「うわ、オジサン、誰？」

　ネクが振り返ると、そこには妙に身なりの良い中年男性が座っていた。

　歳としは40手前といった所だろうか。

　若々しくも感じるが、同時に威厳のような空気も放っている不思議な男。

　その男は、ゆっくりと立ち上がって、すぐ傍そばの車椅子席に居た折おり原はら臨いざ也やに握手を求めた。

「初めまして、折おり原はら臨いざ也や君」




「夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるだ、宜よろしく」





♀♂






とある離島




「劇場だ……ここが俺の『劇場』だ……フフ、フフフ……」

　壊れた笑みを浮かべながら、瀧たき岡おか劉りゆう生せいはそんな独り言を一日中続けていた。

　周囲に人は居るが、誰も彼の『劇場』には入らない。

　ただ、声だけは聞こえて来るので、ときおり島民達が男について語り合う事はある。




「なあ、あの兄ちゃん、何をブツブツ言ってるんだ？」

「ああ、あの人はいつもアアだから気にしたらいかんよ」

「しかし、こんな子供が一人もおらん島のおもちゃ屋ってなあ」

「なんで潰さないんだろうねえ。客なんて入らないのに」

「あの店主の兄ちゃん、きっと本土でよっぽどアカン事をやって飛ばされてきたんだろうなあ」

　コンビニの三分の一程度の大きさしかない店舗の中で、店の中に迷い込んできた猫を相手に『お前に役を与えよう』と言い続ける店主。

【おもちゃの夏なつ瓦がわら】と書かれた店舗。

　そこに裏切りも策謀もなく、ただ、王様だけが悠久の妄想に浸り続けている。

　今の彼にとっては、まさにこの場こそが完かん璧ぺきな劇場だったと言えるのかもしれない。





♀♂






　夏なつ瓦がわら球場




「全く、大した悪党だね、君は」

　付添人用のパイプ椅子に座り、夏なつ瓦がわらグループの総帥が不敵な笑みを臨いざ也やに向けた。

「瀧たき岡おかが完かん璧ぺきな『劇場』を目指して全てを支配しようとする中で、君は事件そのものを劇場の外に引ひき摺ずり出した。つまり、劇場すら単なる舞台装置の一つに落とし込んだわけだ」

「さて、なんの事だか分かりませんね」

「爆弾魔に毒薬のエキスパート。人脈が広いのはいい事だと思うよ？」

「……」

　臨いざ也やはその言葉には答えを返さず、皮肉の言葉を投げ返す。

「悪党というなら、貴方あなたの方だと思いますよ？　結局貴方あなたは、瀧たき岡おかの残した密売システムをそっくりそのまま手に入れたんですから。瀧たき岡おかを裏で弾だん劾がいする材料にした癖にね」

「便利なものは使うのが信条だよ、例え、得体の知れない運び屋や情報屋でもね」

　クツクツと笑う白びやく夜や丸まるに、臨いざ也やは一つ問とい質ただした。

「……『照明』や『エキストラ』の販売も継続ですか？」

「いいや？　流石さすがに息むす子こや娘には誇れる商売をしたいのでね」

「金銀の密輸や武器密売は誇れるとでも？」

　臨いざ也やの皮肉に、白びやく夜や丸まるは肩を竦すくめて答えを返す。

「格好いいだろう？　なんとなく」

「……結局、何しにいらしたんですか？　天下の夏なつ瓦がわらグループ総帥が、こんな所に」

　相手のペースに乗っては負けだと思い、臨いざ也やは淡々と問い掛けた。

　すると白びやく夜や丸まるは、飄ひよう々ひようとした態度で答える。

「表向きは抜き打ちの球場視察だけどね。君がいると聞いて、瀧たき岡おかを手玉に取った男を、この目で見ておきたかったというのはある。場合によってはグループに引き入れる準備もしていてね。色々と君と『カンディル』の事は調べさせて貰もらった」

「へえ？　それで俺は、お眼鏡めがねに適かないましたか？」

「今は、まだ要らないかな」

「それは手厳しい」

　予想通りの答えが返ってきた事で、臨いざ也やは寧むしろ安あん堵どしながら肩を竦すくめた。

　そんな彼に対し、白びやく夜や丸まるは淡々と『折おり原はら臨いざ也や』を語り始める。

「君は自分自身を心の底から褒める事ができない。承認欲求があっても、それが満たされる事はない。他の誰よりも、自分自身が折おり原はら臨いざ也やを承認したくないわけだからね」

「……」

「だから君は、自分の代わりに他人を賞賛する。他の誰よりも多くね」

「カウンセリングに来たんですか？」

　呆あきれたように言う臨いざ也やだが、夏なつ瓦がわらは「その通りだ」と言った後に更に言葉を紡つむぎ出した。

「君が本当に欲しがっているものは自分自身への賞賛じゃない。自分と同じ目線で、同じように他人の栄光に対して喝かつ采さいを送る事ができる同類なんじゃないかな」

　そこで一度言葉を切り、大きな溜ため息いきを吐きながら笑いかけた。

「まあ、いないだろうけどねえ。そんな人間は」

「……嫌がらせを言うために、わざわざこちらまで？」

「イヤミぐらい言わせて貰もらおうか。何しろ君のおかげで夏なつ瓦がわらグループは株価の下落も含めてかなり凄すさまじい額の損害を負ったんだからね」

「瀧たき岡おか兄妹きようだいを追い出した事は、数年後に御社にとって大きな利益になると思いますけど？」

「だからこそ、君に賠償請求はしない。感謝してくれたまえ。貸し一つだからね。いつか返して貰もらうとしよう」

　クツクツと笑いながら立ち上がり、椅子を自分で片付け始める夏なつ瓦がわら総帥。

　臨いざ也やはその背に対して、心にもない言葉を投げかけた。

「では、また会いましょう、夏なつ瓦がわら白びやく夜や丸まるさん」

「私より先に、池いけ袋ぶくろの昔むかし馴な染じみに挨あい拶さつしたらどうかな。闇医者の彼やその恋人にも、久々に挨あい拶さつするべきだと思うがね」

「善処しますよ。暇があればですけどね」




　嵐が去った後、臨いざ也やは車椅子の背もたれに身体からだを預けて独りごちる。

「まったく、食わせ者か、それとも食えない男か……。どうして俺の周りは、あんな厄介な人間ばかり集まるんだろうね」

　夏なつ瓦がわらの言葉は、わざわざ他者に言われずとも解わかっている事だった。

　そして、臨いざ也やはそれでいいとも感じている。

　共に喝かつ采さいの雄叫おたけびを上げる者は、まだ、彼の周りには誰もいない。

　それが折おり原はら臨いざ也やという生き方なのだと自分自身で理解していた。

　自分が他人に合わせた喝かつ采さいを上げられるなど、臨いざ也やは欠片かけらも考えてはいないのだから。




「臨いざ也やさーん！　早く早く！　棟むな象かた選手がバッティング練習するみたいですよ！　もっと近くで見ましょうよ、車椅子でも入れるスペースがありますよ！　臨いざ也やさん！」

「……しょうがないな。じゃあ、ちょっと椅子を押してくれないか？」

「はーい！」




　今は、まだ。





完　
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余話　日本シリーズ







事件翌日　博多はかた某所




　本州で派手な電波ジャック事件があった翌日。

　博多はかたのとあるグラウンドでは、そんな事件など所しよ詮せんは他人ひと事ごとだと言わかんばかりに、のどかに草野球をする人々の姿があった。




　どうやら一試合終わった後のグラウンド整備をしているようで、手足の長いボサボサ髪の男が、トンボを手にしながら同じユニフォームを着ている金髪の男に語りかけていた。

「いやあ、単純に腕力が強かけん羨うらやましかねえ。ばってん、あんた、野球のセンスはあるっちゃけど、ユニフォームはほんなこつ似合わんばい。バーテン服のまんまの方がよかっちゃないと？」

「そうか？」

　続いて、オネエ口調の男が頰に人差し指を当てながら金髪の男の全身を観察する。

「うーん。そうねえ。なにかしらコーディネートしてあげたいけど、不思議と貴方あなたにはバーテン服が一番似合うように見えるのよねぇ」

「そうか……？　ありがとよ」

　何な故ぜか普段着のバーテン服の事を褒められた事を少し嬉うれしそうにしているその男は、片手でコンクリートが注入された整備用ローラーを持ち上げながら首を傾かしげた。

「……あれって、片手で持てるものなんだ……」

　真面目まじめなサラリーマンという顔つきの若者が、３００キロは超えていそうなローラーを肩に担かつぐ男を見て冷や汗を流す。







　そんな会話がグラウンド上で紡つむがれる中、綺き麗れいに切りそろえられたマッシュルームカットの青年が、携帯電話を耳に当てていた。

　通話口から響くその声の主は──

　つい20時間程前に死線を乗りこえたばかりの、とある情報屋のものだった。

『やあ。黒脚滑子ナメコ君。昨日は世話になったねぇ』

「なにその呼び方。まあ、まさかいきなり電波ジャックを依頼されるとは思わなかったし、何の意味があるのか良く解わからなかったけど、満足して貰もらえたなら何よりだよ。っていうか、ネクってまだ生きてたんだね」

『噓うそは良くないなあ。アレに何の意味があったかぐらい、もう見当は付いてるだろう？』

「本当の事が聞きたければお金を払いなよ。それに、贔屓ひいきじゃないチーム同士の対戦はどうでもいいよ。昨日のサーペンツの対戦相手がホークスだったら、少しは関係あったかもしれないけど」

『君、ホークスファンだっけ？』

「さあ、どうだろうね」

『……ところで、氷ひ浦うら乱らん蔵ぞうって知ってるかい？　君が良く知ってるようで知りたがらない松まつ田だ和かず夫おの敵対派閥の人間なんだけど、良かったらその人の弱みを──』

　情報屋が言いかけた所で、マッシュルームカットの男は、それを遮るように全く違う話題を口にした。

「今、池いけ袋ぶくろから助すけっ人とが来ててね」

『……池いけ袋ぶくろ？』

「五〇〇万の借金を踏み倒して博多はかたに逃げてきた奴やつから取り立てに来たんだけど、その仕事が終わったからこっちのチームの助すけっ人とに入って貰もらったんだよ」

『ああ……確か、博はか多た豚骨ラーメンズだっけ？　草野球チームの』

　すると、遠くから金髪の男の怒声が聞こえて来た。

　どうやら負けた相手チームが、腹いせに何か暴言を吐いたらしい。

　軽自動車を持ち上げる金髪の男を止めるチームメイト達を見ながら、青年は金髪の男の怒声が相手に聞こえるように携帯を向けた。

「あんたの知り合いだろ？　電話、代わろうか？」

　しかし──

「……切っちゃったよ。本当に嫌いなんだねえ」

　一瞬だけ『してやったり』とした顔を浮かべた後、青年はベンチに座って騒動の行方ゆくえを眺め続けた。




　こうして、情報屋のささやかな交わりは一旦終了した。

　だが、彼らが情報を発信し続ける限り、広がった波紋はいつか再び交わるだろう。

　街から飛び出した人間同士が、やがて別の街で再会するように。








続く？　
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成なり田た良りょう悟ご

30代も後半に差し掛かったというのに、空を見上げて『おお……あの雲の隙間は異世界に通じていて今にも竜が降りてきそうだ。決定的瞬間を写真に撮ってやらぁ』とラーメン屋の駐車場車内からパシャパシャ写真を撮る割とダメな部類に属する埼玉在住作家。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。画集『シューティングスター・ビバップ　Ｓｉｄｅ：デュラララ!!』も発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「成田良悟先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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折おり原はら臨いざ也やと、喝かっ采さいを
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